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特集 サウンドスケープのこころ 

 
 

「サウンドスケープのこころ」のこころ 
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「サウンドスケープのこころ―ポスターセッション＆フォーラム―」 

 

創立 20 周年記念例会 

「サウンドスケープのこころ２―音と環境、音と教育―」 
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「サウンドスケープのこころ」のこころ 

The Spirit of “Spirit of Soundscape” 
 
●土田 義郎（サウンド・エデュケーション WG 代表） 
 Yoshio TSUCHIDA 

金沢工業大学 
Kanazawa Institute of Technology 

 

 
 
 「サウンドスケープ」という考え方は、一つの環境デ

ザイン論である。人は「デザインする」といった時に、

どうしてもモノのカタチをはじめからイメージしがち

である。途中いろいろと音についても含めて考えるこ

とはあるかもしれない。しかし、音の事を一顧だにせず、

モノがつくられてしまうことも多々見られる。 
 また、「サウンドスケープ」という考え方は、一つの

音楽論である。環境の中に垣間見られる原始のオンガ

クに喜びを見出すことができる。楽器や楽譜で表現し

きれないものがあることを思い出させる。 
 「サウンドスケープ」は音から物事を考える。すると、

モノのカタチではなく、環境の有様や人の行動、歴史や

文化といったものを考えることになる。ヒトはなぜ、オ

ンガクに心ふるわせるのかを考えることになる。モノ

への働きかけから、ヒトへの働きかけへと大きな考え

方の変化を伴うのが、サウンドスケープの本質と考え

られる。 
 マリー・シェーファー氏がサウンド・エデュケーショ

ンを重んじ、そのままのタイトルの本まで出したのは、

音に対する意識の転換を図ることこそが、サウンドス

ケープそのものと考えていたことに他ならない。 
 もちろん、人それぞれ異なる立脚点がある。アプロー

チは多様なものになる。そのなかで、自分なりのサウン

ドスケープ論を展開してゆくためには、ヒトへの働き

かけを伴う実践が欠かせないステップの一つになって

いるのではなかろうか。 
 実を言うと、私が協会に入会した時、あるいは「サウ

ンド・エデュケーション」をテーマとしたワーキンググ

ループを発足させた頃ですら、このようなことははっ

きりとは意識してはいなかった。「実践的な活動は、な

んだか大事そうだし、何より楽しい」というおぼろげな

思いしかなかった。 
 しかし今ははっきりと思う。「身をもって体験し、意

識すること」は、とてつもなく世界を広げてくれる。

様々な事例は、至る所に隠されたその入り口である。 

 「サウンド・エデュケーション WG」は、2008 年度

に立ち上げられた。事例紹介や実地体験による「手法の

紹介」を中心とした各種のワークショップを重ねてき

た。しかし、手法論以前の「考え方」についての議論が

乏しいのではないかという反省があった。そういった

点から、サウンドスケープの本質に関する思いを共有

し、拡散させてゆくために行われた行事として、2012
年度と 2013 年度に「サウンドスケープのこころ」とい

う例会を実施してきた。 
 これらの例会は、第 1 回目が東京、第 2 回目が浜松

で行われた。ところ変われば人も変わる。内容に関して

は、同じものであっても、重複して事例紹介していただ

くことも可とした。 
 フォーラムも同時に行い、立場の違う方々の素直な

意見交換を試みた。そうやってあらためて話してみる

と、新たな発見もあり、自分の思いを再確認する機会に

もなったと思う。 
 今回、協会誌においてこれらを再録することとなっ

た。改めて振り返ってみると非常に面白く、また、事例

集としても活用可能なものとなった気がする。参加で

きなかった方々にも、その一端をお見せできることに

なり、そういった点からも意義のあるものであると思

う。 
 今回の特集は、各例会の実行委員長であった兼古勝

史氏、小菅由加里氏の奮闘の賜物である。サウンド・エ

デュケーション WG 代表として両氏の労に感謝の意を

表し、これをもって本特集の序としたい。 
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日本サウンドスケープ協会2012年度例会報告「サウンドスケープの

こころ―ポスターセッション＆フォーラム―」 
A Report on the Annual Meeting of the Soundscape Association of Japan, 2012, 
“Spirit of Soundscape” : Poster Session and Forum    

●兼古 勝史

Katsushi KANEKO

武蔵大学・立教大学・目白大学・放送大学

Musashi University, Rikkyo University, Mejiro University, The Open University of Japan 

キーワード：サウンドスケープ、サウンド・エデュケーション、実践活動、ポスターセッション、フォーラム

Keywords: soundscape, sound education, practical activities, poster session, forum 

1 はじめに 
2013 年 3 月、青山学院アスタジオ（写真１）において、

日本サウンドスケープ協会(以下「協会」と略)2012 年度例

会「サウンドスケープのこころ―ポスターセッション＆フ

ォーラム―」が開催された。本例会は、2013 年、協会が設

立 20 周年を迎えるにあたり、「サウンド・エデュケーショ

ン」という観点から、サウンドスケープの意味や意義を考

えることを目的に、サウンド・エデュケーション WG（以

下「SEWG」と略）が中心となり、青山学院大学総合文化

政策学部鳥越研究室との共催で実施したものである。サウ

ンド・エデュケーションはサウンドスケープ概念の支柱の

ひとつであり、サウンドスケープ・デザインの重要な方法

である、という想いを込めての企画だ。2008 年度に協会

内ワーキンググループとして活動を始めた SEWG は、それ

まで、事例紹介や実地体験による「手法の紹介」を中心と

した各種ワークショップなどを企画・実施してきたが、全

国様々な地域で個別に実践されているサウンド・エデュケ

ーションの成果や経験を共有し合い、掘り下げる機会を持

ちたいとの思いがかねてからあった。また、協会 20 周年の

節目に鑑み、個人や集団、地域など、ひとりひとり（ある

いは個々）の音との係わり合いへのまなざしを大切にする

サウンドスケープという考え方にあって、協会会員個々の

活動や取り組みの中での、発見や疑問、課題や展望の中に

こそ、サウンドスケープの知の真髄があるとの期待を込め

ての開催であった。

参加者は 35名（協会会員 18名、一般 6名、学生 11人）、

参加人数は特別多くはなかったが、学生参加者の数が比較

的多かったこと、教育分野以外の人を含む一般参加者など

もあったことは、特筆すべきであろう。

 本稿ではその開催概要とポスターセッション出展者の本

例会への感想等を記す。出展者の個々の実践内容を紹介す

るシート（当日配布資料より、展示者の許諾を得て掲載）

及び、第２部として行われたフォーラムの記録については、

別稿として本誌に掲載しているのでご覧いただきたい。尚、

本稿中の所属・氏名等はすべて開催当時のものである。

2 開催概要 
本例会は以下のように行われた。

日本サウンドスケープ協会 2012 年度例会「サウンドスケー

プのこころ ―ポスターセッション＆フォーラム― 

日時：2013年 3月 10日（日）13:00－17:00 

写真１／青山学院アスタジオ 

写真２／会場入り口 
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会場：青山学院アスタジオ（東京都渋谷区） 
地下多目的ホール 

プログラム： 
■第１部 ポスターセッション 13:00～14:30 
サウンド・エデュケーションに関わる教育実践活動をパ

ネル展示（音具等の実物やビデオ映像等の展示を含む）に

て紹介、トークタイムでは各展示者が自身の展示パネルの

前で実践について説明した。 

 
■第２部 フォーラム 14:45－17:00 
様々な地域、フィールドでサウンド・エデュケーション

に取り組む６人の実践者・研究者を囲んで、参加者全員で

サウンド･エデュケーションについて話し合った。 
 
メインスピーカー（五十音順／敬称略）： 
  池田 邦太郎（帝京平成大学） 
  兼古 勝史（武蔵大学・立教大学） 
  神林 哲平（早稲田実業学校初等部） 
  小菅 由加里（作曲家） 
  鈴木 秀樹（慶應義塾幼稚舎） 
ファシリテーター（敬称略）： 
  土田義郎（金沢工業大学・SEWG代表） 
 
情報交流会 17:15－18:30 

関連企画展示：（写真 4） 
・震災プロジェクト―ダルムシュタット会議参加の記録 
（日本サウンドスケープ協会・震災プロジェクト） 
・渋谷フットパスプロジェクト（青山学院大学総合文化政

策学部鳥越研究室） 
 
主催：日本サウンドスケープ協会 
共催：青山学院大学総合文化政策学部鳥越研究室 
企画：SEWG 
 
なお、会場入り口等に設置するイメージポスター（パネ

ル）およびチラシ、配布資料の表紙（写真 5）等は協会事

務局スタッフでもあった松田陽子氏がデザインしてくださ

った、大変美しい、企画趣旨にふさわしいポスターであっ

た。ここにあらためて謝意を表し紹介したい。 

 

2.1 第 1 部 ポスターセッション 

 ポスターセッションでは、13組の実践事例が展示紹介さ 
れた。展示タイトルと展示発表者は以下の通りである。

（プログラム掲載順） 

 
●音ではかる？ 音でわかる！／土田義郎（金沢工業大学）、

松田尚子(公益財団法人野々市市情報文化振興財団) 

●科学教育指導書「自然の観察」における音の記述の分析

／土田義郎（金沢工業大学） 

●ランドスケープ・エデュケーションの実践／曽和治好 

（京都造形芸術大学) 

●子どもの聴く耳を呼びさますために～「音のノート」の

写真５／例会のイメージポスター＆配布資料表紙 

写真３／第1部ポスターセッション開会前の様子 

写真４／関連企画展示 
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実践から～／東海林恵里子〈山形市立南沼原小学校〉 

● 静寂を聞く／佐故圭子 

●「都市を聴く」ための音楽イベント～＜名橋たちの音を

聴く＞を事例として～／鳥越けい子（青山学院大学）、鷲

野宏（都市楽師プロジェクト） 

●１０分でできる！感性を育てるサウンド・エデュケーシ

ョン／神林哲平（早稲田実業学校初等部） 

●音風景でつづる「家康の散歩道」～まちの音の耳をすま

して、まちを再発見～／小菅由加里（作曲家・「音の泉サ

ロン」はままつ分室） 

●音を楽しむＯＮＧＡＫＵ／池田邦太郎（帝京平成大学） 

●音のメディアリテラシー／兼古勝史（武蔵大学・立教大

学） 

●教育の零度の実現／鈴木秀樹（慶應義塾幼稚舎） 

●美術大学におけるサウンド・エデュケーションの実践報

告／佐々木 幸弥（武蔵野美術大学非常勤講師・ヤマハ株式

会社） 

●レッジョ・エミリア市の幼児教育に見るサウンド・エデ

ュケーション／小林田鶴子（共栄大学） 

 

 

出展者は、午前中から会場に集まり、各自の実践活動を

紹介展示するために持ちよった素材（文章や図表、写真な

ど）をあらかじめ用意されたパネルに貼るなどしてポスタ

ーを制作し、展示を行った。また、第1部の時間の中で１ 

時間ほどかけて、来場者が皆で会場内を移動しつつ展示を

めぐり、それぞれの展示パネルの前で出展者が自身の実

践・展示内容を説明し質問も受ける「紹介ツアー」（写真

６）を行った。各出展者の各々の実践の詳細については、

別項として、当日の配布資料の中から、ポスターセッショ

ンの内容紹介の部分を、展示者の許諾を得て掲載したので、

参照していただきたい。 

 

2.2 第 2 部 フォーラム 

 第 2 部のフォーラムでは 5 名の実践者・研究者をメイン

スピーカーに、SEWG 土田義郎代表が司会・ファシリテー

ターを務め、フロアの参加者も交えて活発な討議が行われ

た。 

「自己紹介・サウンド・エデュケーションとの出会い」

「お薦めアクティビティ」「心がけていること」「失敗

例」「悩んでいること・課題」などをテーマに充実した意

見交換の時間となった。このフォーラムの全容については、

別稿「サウンドスケープのこころ ―第 2 部フォーラム」に

掲載する。 
 

 

3 出展者の感想 
 ポスターセッション出展者から寄せられた本例会への感

想を以下に紹介する。（順不同、敬称略〉 

 

小菅由加里（作曲家・「音の泉サロン」はままつ分室） 

「サウンド・エデュケーションとは何か？」「サウン

ド・エデュケーションでは、どんなことをしたら良いの

か？」「音に対して耳をひらく（ひらかせる）と

は？」・・・ 
サウンド・エデュケーションの入り口に立ったばかりの

私にとっては、以上のような問いかけが常に頭を駆け巡っ

ており、この例会へは、何処で、どのような人々が、どん

なことを実践しているのかなどについて、見識を広げる良

い機会になるのではという期待を持って参加しました。

様々な実践や取り組みの発表があり、皆様それぞれ長きに

わたって情熱を持って活動を続けていらして素晴らしいと

思いました。何事にも言えますが、手応えを得るには時間

をかけて試行錯誤しながら取り組んでいくことが大事であ

ると、また言い換えれば、地道に活動していけば自分なり

の手法やノウハウが蓄積され、成果に繋げることができる

だろうと、皆様の発表を聞いて（見て）大いに刺激を受け、

また大変励まされました。 
 ポスターセッションでは多くの方に熱心に活動内容を聞

いていただき、展示物をご覧になっての感想や質問をいた

だきました。実践について伝えたいことを A1 用紙１枚に

収めるのは難しく、ポイントが絞りきれていない展示でし

たが、自身の活動について知っていただく機会を得たこと

を嬉しく思いました。フォーラムでは、パネリストとして

貴重な経験をさせていただきました。ご経験豊かな方々に

混じってのディスカッションは、自身の経験不足や認識不

足を痛感することしきりでしたが、示唆に富んだ提案や問

写真７／第２部フォーラム 

写真６／第 1部ポスターセッション～展示紹介ツアー 
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題提起について共に考え、深めていったことは大変有意義

でした。また、「答えがない」「理由を聞かない」「指導

者と生徒が同じ立場／目線に立つ」「スタンダードを作

る？作らない？」など、今後の活動へのキーワードを発見

することができ、大いに勉強になりました。 
 「サウンドスケープのこころ」は、手探りの状態でサウ

ンド・エデュケーションを始めた私にとって、聴く耳を育

てるための様々なアプローチを知ることができた実り多い

例会でした。このように、各地のサウンド・エデュケーシ

ョンの実践者が一堂に会して、それぞれの活動について発

表し合ったことは大変価値のあることだと思います。今後

は、互いに実践現場を訪問し合うなどして、さらなる交流

の輪が広がっていくことを希望します。どうも有り難うご

ざいました。 
 

神林哲平（早稲田実業学校初等部） 

「サウンド・エデュケーションのねらいについて」 

 評価の話題とも関わってくるが、「サウンド・エデュケ

ーションを何のためにやっているのか」ということを常に

意識している必要があると改めて感じた。活動ばかりにな

ってしまうと、どうしても目的意識が希薄になりやすく、

そうしたところに形骸化という問題も生じてくるように思

われる。 

 現時点（2013 年 3 月）での私にとっては、サウンド・エ

デュケーションによって「自己肯定感」と「感性」を育て

ていくのがねらいであり、最終的には「それぞれの感じ方

を尊重し、共感しあえる」子どもを育てたいと考えている。

もちろんこれはサウンド・エデュケーションだけでなく、

自分自身の教育観や教育目的にもつながる。サウンド・エ

デュケーションは自分の教育観や教育目的を実現するため

の方法論として有効だということである。 

 自己肯定感については、偶然複数の方々がキーワードと

して用いていたことに驚き、また確信を深めることができ

た。子どもの多様な発想、感じ方を教師が受け入れる。そ

れはいい、悪いということではなく、存在そのものを受け

入れる、という感覚である。普段の授業でも子どもの発言

には必ず価値があるという前提で話を聴くようにしている。

教科によっては誤答の発言もあるが、そこから学ぶことは

大きく、価値のあるものなのである。 

 感性については、「日常では当たり前になっていること

に気づく感覚」と捉えている。サウンド・エデュケーショ

ンは、まさに日常的には当たり前で関心も持てないような

ことに意識を向けることができる有効な活動である。当た

り前のことが当たり前でないと感じるとき、子どもの心が

動く。レイチェル・カーソンの「センス・オブ・ワンダー

（不思議さに驚嘆する心）」を実現できるのが、サウン

ド・エデュケーションなのであると思う。 

 そして、自己肯定感と感性が育てば、他者に対しても認

め合うことができるのだと考える。一方で、何でもありの

相対主義に陥るという問題は回避したい。私が定式化した

「構造構成的サウンドスケープ論」はそれぞれの関心を明

確化し、共有できるような枠組みである。他の知見と統合

的に活用することによって、サウンド・エデュケーション

についての共通理解が進むことを願っている。その先に、

フォーラムでも話題に挙がっていた「スタンダード」が見

えてくるのではないか。フォーラムでは方法論と内容論が

明確に区別されていなかったように感じているが、方法論

においてはスタンダードを作ることができると個人的には

考えている。 

 

「意識の二重性について」 

 私はサウンド・エデュケーションの実践において、音を

聴いたときにそれをどのように感じたのか「理由」を書か

せている。また、活動の終わりには一言感想も書かせてい

る。今回のフォーラムで学んだのは、「感じたことの全て

に果たして明確な理由があるのか」ということだ。少なく

ともそう感じた直後には理由は明確でないこともあるだろ

う。むしろ後付けの理由を考えることで意識が変わってし

まうことも考えられる。サルトルが言及している意識の二

重性の問題である。一方で、意識の二重性ということを明

確にしていれば、理由を書く活動にも意義はあるとも思う。

理由付けをすることは自分の活動をメタ認知するためには

有効だからだ。直後の意識と理由付け後の意識が変わって

しまう可能性は否定できないことを念頭に入れながら、今

後も実践を積み重ねていきたい。 

 

鈴木秀樹（慶應義塾幼稚舎） 

「ポスターセッション」 

サウンド・エデュケーションに関する様々な試みが一望

できた貴重な機会だったと感じる。会場で見て初めて知る

活動も多かったし、出展者との対話を通して得られた発見

も数多くあった。 

会場の広さ、雰囲気も調度良いものであったように感じ

る。使えるスペース等の情報がもう少し詳しくわかってい

れば良かったかな、と思わないではないが、初めての試み

としては十分成功であったように思う。 

 

「フォーラム」 

サウンド・エデュケーションについての深い討論という

ものにほとんど出会ったことがなかったので、非常に刺激

的な体験になった。  

「議論が学校教育の話に偏り過ぎ」という反省はあった

かと思うが、テーマが「サウンドスケープのこころ」とい

う間口の広い、どうとでも捉えられるようなものになって

いたので、議論が自然とサウンド・エデュケーションが抱

える課題に向かっていったのだろうと考えている。では、

「サウンド・エデュケーションが抱える課題」とは何か。

その一つは、サウンド・エデュケーションをどう広めてい

くかということであろうが、そのためには、これを学校教

育の中にどう入れていくか、どう位置づけていくかは重要

な課題であると言わざるを得ない。いずれは「学校教育の

中のサウンド・エデュケーション」というタイトルでフォ

ーラムが開けたら良いのではないかと感じている。 

 

佐故圭子（協会会員） 

 今回、会場にうかがえませんでした。ポスターだけの参

加を快諾していただいたこと、感謝申し上げます。 

 マリー・シェーファーの『世界の調律』を読むとき、沈
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黙、つまり心を鎮めることの大切さが、まさに「基調音の

ように」述べられていると、私は思います。そして、瞑想

をする「沈黙の寺」だけの音の公園を、提案しています。

私はサウンドスケープ協会の草創期からの会員で、これら

のことの大切さを、直観しながらも、具体的にはどういう

ことなのか、はっきりとはよくつかめないで来ました。し

かし、今は、人生の柱として、沈黙、瞑想を大切に生きて

います。そして、静寂を聴くことは、サウンドスケープの

根幹と言ってよく、このことの重要性を、何度でも、確認

すべきだと思っています。 

 もし、「沈黙の寺」をつくるとしたら、そこに瞑想のマ

スターとして私が居てほしいのが、野村昇平先生という方

（ブログ「いのちの塾」http://oneall7.blog.fc2.com/参

照）です。初心者が自我の塊としての瞑想を続けても埒が

あきません。精神的な柱としての存在が居て下さることが、

どれだけの助けになるか、はかり知れません。ブログを是

非一度のぞいてみて下さい。 

サウンドスケープ協会の理事長提言に「サウンドスケー

プからのメッセージは、音の大切さだけではありません。

そこには、音を通して、私たちが自分自身の存在、世界と

の繋がりのなかに全体性を取り戻すという大切な意味合い

が含まれています」と、あります。全体性を取り戻す、と

いうことが具体的にはどのようになされるのでしょうか？

ばらばらの個人的考えをいくつ集めてみても、全体にはな

らないと思います。それは、すべての存在は｢不可分一体｣

であるという、存在の真実について自覚することによって

なされると私は思います。そしてそれは、静寂を聴く中で

自得されます。 

 ちょっと、わかりにくいかもしれませんね。 

 それを私に身体的に教えて下さるのが野村奈央先生（野

口整体指導者）です。野口整体では、頭に調律点と呼ばれ

るポイントがあります。腰を立ててきちんと座るとき、深

い呼吸の中で、大自然、宇宙とつながって、身体のゆがみ

が自然と整います。瞑想状態の中で、身体の中で固まって

しまっていた何かがほどけるとき、同時に遠くの鳥が鳴い

たり、蝉が鳴き始めます。身体を貫く息と、自然の息がつ

ながっていること。すべてのいのちがつながっていること

を、内的聴覚とでもいうようなもので感じます。そして同

時に、自分の中に生き方の気づきが起こります。 

 近いうちに、これらのことについて、日本の文化や身体

性と音との関連から、発表したいと思っています。（その

後、2014年度秋季研究発表会にて発表） 

4 まとめ 
 ポスターセッションという協会としても経験の少ない手

法を中心に据えて行った本例会は、準備の段階から初めて

のことも多く実行委員会としても議論を重ね、試行錯誤を

しながらの取り組みとなった。そのため、協会会員の皆様

への出展の募集や開催告知などに際して、充分な時間的余

裕を持って行うことができず、日程調整などがかなわず当

日会場に来られなかった方もいらしたことをお詫び申し上

げたい。そうした中にあって、参加人数こそ特段多いとは

いえないにしても、全国の様々な地方や地域から、研究者、

教育実践者、自治体関連団体職員、デザイナー、アーティ

スト、一般市民、学生など、これまであまり参加されてい

なかった方も含め、多彩な展示と多様な参加者を迎えるこ

とができたことは、喜ばしいことであった。サウンド・エ

デュケーションをテーマにして様々な実践事例に触れ、議

論を深めることができたこと、従来のシンポジウムやレク

チャー、口頭発表という形ではなく、ポスターセッション

という形式で充実した時間を持つことができたことは、今

後の協会活動を考える上で貴重な経験を得ることになった

と思う。本例会の経験を翌年の浜松でのポスターセッショ

ン＆フォーラム「サウンドスケープのこころ２」へ引き継

ぐことができたことは、協会活動の大きな成果といえるだ

ろう。 

謝辞 

 本例会の開催にあたって、共催団体として、関連企画の

展示の一部を行うとともに、会場使用について便宜をはか

ってくださった青山学院大学総合文化政策学部・鳥越研究

室、関連企画の展示やポスターセッションの展示について

ご助言ご協力をいただきました協会常務理事の川崎義博氏、

そして朝早くより会場入りして展示ポスターの制作を行い、

例会終了後も会場の片付け、機材等の撤収等にご協力いた

だいた展示発表者の皆様をはじめ、多くの方々のご助力・

ご協力をいただきましたことを心より御礼申し上げます。 
 

「サウンドスケープのこころ」実行委員会 
実行委員長 兼古 勝史 
実行委員  神林 哲平 

小菅由加里 
小林田鶴子 
鈴木 秀樹 
土田 義郎 
鳥越けい子 

（五十音順） 
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日本サウンドスケープ協会2012年度例会「サウンドスケープのこころ‐ポスターセッション＆フォー

ラム-」 

第１部 ポスターセッション 

Part 1 Poster Session 
 
会    場    ：青山学院アスタジオ 
日    時    ：2013 年 3 月 10 日（日）13:00〜14:30 
 
     第１部のポスターセッションでは、サウンドスケープやサウンド・エデュケーションに関わる実践活動について、

13 組の発表があった。以下に、当日の配布プログラムに掲載された各発表者の実践概要を掲載する。 
 
■ポスターセッション発表者（配布プログラム掲載順） 
 
● 音ではかる？ 音でわかる！／土田義郎(金沢工業大学)、松田尚子(公益財団法人野々市市情報文化振興財団) 
 
● 科学教育指導書「自然の観察」における音の記述の分析」／土田義郎（金沢工業大学） 
 
● ランドスケープ・エデュケーションの実践／曽和治好（京都造形芸術大学) 
 
● 子どもの聴く耳を呼びさますために～「音のノート」の実践から～／東海林恵里子〈山形市立南沼原小学校〉 
 
● 静寂を聞く／佐故圭子 
 
● 「都市を聴く」ための音楽イベント～＜名橋たちの音を聴く＞を事例として～／ 

鳥越けい子（青山学院大学）、鷲野宏（都市楽師プロジェクト） 
 
● １０分でできる！感性を育てるサウンドエデュケーション／神林哲平（早稲田実業学校初等部） 
 
● 音風景でつづる「家康の散歩道」～まちの音に耳をすまして、まちを再発見～／ 

小菅由加里（作曲家・「音の泉サロン」はままつ分室） 
 
● 音を楽しむＯＮＧＡＫＵ／池田邦太郎（帝京平成大学） 
 
● 音のメディアリテラシー／兼古勝史（武蔵大学・立教大学） 
 
● 教育の零度の実現／鈴木秀樹（慶應義塾幼稚舎） 
 
● 美術大学におけるサウンド・エデュケーションの実践報告／佐々木 幸弥（武蔵野美術大学非常勤講師・ヤマハ株式会社） 
 
● 「レッジョ・エミリア市の幼児教育」に見るサウンドエデュケーション／小林田鶴子（共栄大学） 
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音で測る？ 音でわかる！ 

土田義郎 （金沢工業大学） 

松田尚子 （公益財団法人野々市市情報文化振興財団） 
 
 (実践の概要、これまでの取り組み） 
 

金沢工業大学の所在地は金沢市と野々市市にまたがっています（登記上は野々市

市）。そのため、協定を結んで連携事業を推進しています。 

野々市市のシンボルの花は椿（カメリア）とされており、カメリアの名称を冠した施

設や事業がいくつかあります。「カメリアキッズ」という事業もその一つで、小中学生

に対する啓発事業として位置づけられています。この事業に大学教員も協力し、いくつ

かのアクティビティを実施しています。 

私は 2010 年度から関与し、「空間サイエンス編」の中で音に関する講座を担当して

きました。サイエンスというくくりの中ですので音の物理的な性質の解説もしますが、

実際に様々な音響現象（ロングパスエコー、チャープエコー、音の焦点）を聴き取って

みたり、自分たちで音サインを作成して音を頼りに目隠しして歩いたりといった、感覚

に訴える体験を重視した活動としています。 

参考：http://camellia.nono1.jp/2012/05/h24camelliakids/ 

 

・対象者層 

地元の自治体（野々市市）と連携しているので地元の小学生 

 

（実践の目指すもの＝そのこころは！） 

子供たちに環境を感じ取ることのできる感覚を！それが将来暮らしやすい、健康で快

適な生活環境を実現する基礎となるのではないかと考えています。 
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（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
小学生といってもその年齢によって理解度も異なり、また面白いと感じるポイントも

違います。どのようにすれば楽しく活動できるかについて試行錯誤してきました！ 

 
(実践等の写真） 

 
 
 

   
 
 

 
 

 

（課題 今欲しいものは） 

 

１．一緒に進める仲間やスタッフ  ○2 ．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  
○4E A．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） A○6E A．他の実践等に関する情報   

A○7E A．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 

10．その他（具体的に）  （                                                   ） 

     
 
（来場者へのメッセージ） 
 
子供から大人までいろいろな活動を行ってきました。石川における一連のサウンド・

エデュケーション活動を振り返ることもしてみたいと思います。ぜひ、ご意見・ご感想

を!! 
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科学教育指導書「自然の観察」について 

 

土田義郎 （金沢工業大学） 
  
(実践の概要、これまでの取り組み） 

 

2009 年に出版された『自然の観察』という書は、第二次世界大戦前の 1941 年に発行

されたものの復刊です。尋常小学校から国民学校へと教育制度が変わる際の教師用テキ

ストとして作られました。児童用はつくられませんでしたが、それは「強いて編さんす

れば、『自然の観察』を教室において、教科書の上で指導するようなことに傾きやす

く、かえって悪結果を生ずるおそれがあるのである。」という考えがあったと記されて

います。「合理創造の精神」を養うことを目的に据え、単に「理知」の働きだけでな

く、「知情意」の発達を目指した体験的な学習を重視するという方針が特徴であるとい

えます。ページをめくると、随所にその実際を垣間見ることができます。校庭で歌を歌

い、文章を書き、絵を描き、体を動かし、地域で働く人々に話しかけるような活動を含

み、その過程で「音」にも多く着目させています。総合学習の精神を先取りしていたと

いえるでしょう。理科以外の内容がいろいろな所にちりばめられているのは、マイク

ロ・インサーション(micro-insertion)という技法をすでに行っているものと考えられま

す。 

注）本展示は以下に示すように過去に協会誌に掲載されたレビューです。 

土田義郎：科学教育指導書『自然の観察』における音の記述の分析, サウンドスケープ, 

Vol.13, pp.79-82, 2012. 

 

(実践の目指すもの＝そのこころは！） 

過去を振り返り、知を継承すべきではないでしょうか。 
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（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 

この本を読んだときに、それほど期待していたわけではないのですが、現在にも十分

通じる内容が戦前にもあったことに驚かされました。 
 

 

            
 
 

 

（課題 今欲しいものは） 

 

１．一緒に進める仲間やスタッフ  ○2 ．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  
○4E A．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） A○6E A．他の実践等に関する情報   

A○7E A．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 

10．その他（具体的に）  （                                                   ） 

     
 
（来場者へのメッセージ） 

 
 本例会の展示のもととなった協会誌の記事も是非ご覧いただければと思います！ 
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ランドスケープ・エデュケーションの実践 

 

曽和治好 （庭園 SSWG・京都造形芸術大学） 
 

 (実践の概要、これまでの取り組み） 

 

 主に保育園児～小学生を対象としたランドスケープ・エデュケーションに取り組んで

います。ランドスケープ・エデュケーションとは、聴覚・視覚・嗅覚など五感を通して

自身が生活する風景(ランドスケープ)を楽しみ、学ぶことにより、将来、美しい五感環

境(風景・音風景など我々を取り巻く街や村の在り様)を大切に思い、それらの保護・保

全・管理・創生に価値を見出せる人間を一人でも多く育てることを目標とした教育活動

です。 

今回は、京都市左京区浄土寺真如町において、自治会と京都造形芸術大学・曽和研究

室・白川 LD研究会が共同で取り組む地蔵盆での実践例を紹介します。サウンドエデュケ

ーションの要素としては、風鈴づくりを通して風を感じ、白川の水音へと意識を誘うワ

ークショップが含まれています。 

 

・対象者層 

小学生・保護者・高齢者を主として、可能であれば地域住民全員 
 

 

（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 

 

身近な景観の意識化を通して、子どものランドスケープ・サウンドスケープに対する

感性を涵養します。 

活動を通して、子ども自身が住み続ける町への愛着心を育て、自然の素晴らしさを知

ってもらいます。 

これら教育活動は、美しい五感のランドスケープを維持・創生しようとする社会づく

りを目指します。 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
このような活動を通して、地蔵盆への参加者が増加しました。高齢者の参観もあり、

異世代間の交流も生まれました。また、小学生が取り組む活動を見て、地域住民の生活

環境への気づきがみられました。 
 

 
  

 

（課題 今欲しいものは） 

 

①.一緒に進める仲間やスタッフ  ○2 ．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  

４．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） ６．他の実践等に関する情報   

⑦．成果の報告・発表の場  ⑧．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 

10．その他（具体的に） 

 
 
（来場者へのメッセージ） 
 
美しいランドスケープやサウンドスケープを実現することこそ、 

「豊かさを実感できる社会」への近道だと考えています。 
 

14 
 



 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
 

子どもの聴く耳を呼びさますために 
～「音の日記」「音のノート」の実践を通して 

東海林 恵里子（山形市立南沼原小学校） 

 
 (実践の概要、これまでの取り組み） 
 
 これまで気づかずにいた身の周りのかすかな音にも耳を傾け、その音の存在に気づき音

に何かを感じる子どもを育てたい、自分の耳で「意識して音を聴く」こと「音を感じる

こと」のおもしろさやしあわせを子どもたち一人一人に体感させたいと考え、私は「音

を聴く」活動（音の日記・音のノート）や、「音楽をつくる」活動（音づくり）の実践

を 25年間試み続けてきた。 

 

～音の日記・音のノート・音づくりを通して～ 

 

様々な音に耳を傾けると、子どもたちは、聴こえてきた音の響きのおもしろさに気づ

いてくる。瞬時に消えてしまう音の印象を忘れないように記録していくのが、私と子ど

もたちの間を行き来する「音の日記」「音のノート」であった。 

子どもたちは、音を聴いて感じると、その聴こえてきた音に何かを想い描く。想い描

いたものは目には見えないものであり、他のだれでもない自分だけの感じる世界であ

る。自分の感じたものや想い描いたものを、より客観的に捉え記録するために、子ども

たちは音の印象を、オノマトペのような音言葉・線・形・模様・色などで表していく。

「感じる→想い描く→記録する（表す）」ことを子どもたちは、「音の日記」「音のノ

ート」を通して繰り返し私に伝えてきた。「音の日記」「音のノート」に自分の想い描

いたことを記録し表し伝えることは、「こういう自分でいいんだ」という自分自身の発

見であり、なおかつ相手にも自分の感じ方が受け容れられる活動である。言い換えれ

ば、一人ひとりが違った人間であること、その人らしさ、人格が認められ受け容れられ

る「自己肯定」の活動、そして、他の感じ方や表し方を排斥するのではなく受容する活

動であった。「みんなと同じがよい」「みんなと同じが安心」といった意識から、子ど

もたちを解放していったのである。 

 

 五感をはたらかせて聴きとった音を感じとり、記録し（表し）、伝える。この活動を

繰り返すことで、子どもたちは、自分自身を発見し他を受け容れることができるように

なる、と考えた。 

 

 しかしながらこれらの実践は「主観的であり、客観性に欠ける」という先輩方からの

指摘も多々あった。そこで、分析枠組をつくり、子どもの変容過程を活動を通して読み

とっていくことを試みた。 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
 活動の継続によって見出された 5項目を下記に示す。 

①音の聴取・表現と造形表現の相関 

②表現媒体の拡大→個性化 

③五感の一体化による聴取（全感覚的聴取） 

④音に対する認識の拡大・創造的聴取 

⑤音に対する価値観形成 

 未分化な子どもの時期に「音の日記」「音のノート」といった総合的な芸術教育が重

要である。 
 

（課題） 

子どもの変容過程を読みとる方法のほんの一例にすぎない。今後は学際的研究に拡げ

たい。 
 

 
 
 
 

    
 

 

（課題 今欲しいものは） 

 

１．一緒に進める仲間やスタッフ  ２．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  
４．周囲の理解．⑤．反響（意見や助言、評価や批判） ⑥．他の実践等に関する情報   

７．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ⑨．自身の技能・技術や知識   

⑩．その他（具体的に）  （研究のための時間） 

 
 
（来場者へのメッセージ） 
 
上記実践の最初の時間について、ご意見をいただきたいのです。また、10月にワーク

ショップを行う予定です。是非、子どもたちに参加してもらい、「音を聴く」「音を感

じる」「音を描く」体験をしてもらえたらと思っています。 

音の日記 
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 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
 

静寂を聞く 

佐故 圭子 
 
 (実践の概要、これまでの取り組み） 
 

絶対的な静寂。声なき声、音なき音を聞く。ただ、それだけ。 
瞑想を続け、深めてゆくにつれ、静寂は深まり、澄み渡ること、限りない。 
静寂な世界はすべてぶっ続きで、ひとつながりのいのち。 
それこそが、本来の自己。気の世界。 
この状態で、ただただ、当たり前の人間として生きること。 
そこに、サウンドスケープデザインの本質がある。 
禅が独自に発展し、文化の根底をなすこの日本において、 
静寂を聞くことの意味、あるいは人間存在の本質が明確になった。 
人間の本質、それは、絶対的な静寂。そして、サウンドスケープのこころ。 
 
なお、この実践の重要な部分は全て、野村昇平先生（環境平和総合研究所）、 
野村奈央先生（野口整体指導者）によるものである。 
この実践は、難しいことでも、神秘的なことでもない。幻でも、抽象でもない。 
ただ実践し、日々深めることで、誰にでも、事実として手に取るように、 
静寂を聞くことができる。 

 
（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 
 

シェーファーは「世界の調律」で「沈黙」の一章を設け、 
「世界の音のデザインを改良したいと望んだとしても、それは沈黙が 
われわれの生活の中で積極的状態として回復された後に初めて実現されるもので

あろう」と述べ、エピローグで瞑想の重要性について述べて本を締めくくってい

る。 
しかし、ある意味、不徹底というか、シェーファー自身、その域に達していたと

はいえないようだ。けれども、直観と研究によって、方向性を指示していたこと

は間違いない。 
サウンドスケープ論を、深化、進化させてゆきたい。 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
  こころの底からのやすらぎ。 
  いのちの世界の豊かさ。 
  天の声なき声を聞く。 
  身体も、整うようにできています。 

 

    
 

 

（課題 今欲しいものは） 

１、 一緒に進める仲間やスタッフ  ２．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  
４．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） ６．他の実践等に関する情報   

７．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 

○10E A．その他（具体的に） 

   何もない。「いまここ」に足りないものはありません。すべては完璧です。  
 
 
（来場者へのメッセージ） 
 
  ぜひ瞑想を体験して下さい。 
 瞑想にはさまざまなものがありますが、静寂を聞くことは、日本の文化の根幹といっ

てよい。判断しないこと。「思い」や「考え」、頭の世界は、事実ではありません。 
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 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

「都市を聴く」ための音楽イベント 

-＜名橋たちの音を聴く＞を事例として- 
鳥越けい子（青山学院大学）・鷲野宏（都市楽師プロジェクト） 

URL  http://toshigakushi.com 

 

（実践の概要／これまでの取り組み） 

 

 「都市を聴く」ための音楽イベントとは、鳥越と鷲野が、東京のいくつかのフィール

ドで、それぞれの地点の歴史や環境など、幾層ものレイヤーで構成される「その場所ら

しさ」を複合的かつ直感的に体験することを目的とした音楽イベントのこと。 

 その背景には、音楽には、聴く人にそれが成立する場所の環境そのものの特性に気づ

かせ、その土地の来歴や物語を発掘・発信する機能があるという考え方と、楽器の音、

言葉、建物その他の構造物のもつ音響特性、都市の喧噪から自然界の音までを総合的に

とらえる「サウンドスケープ」概念とその考え方がある。 

 それぞれの音楽イベントのつくりかたは、各フィールドのもつ環境文化的特性に応じ

たものとなっている。これまで取り組んできた主なプロジェクトとその以下のものがあ

る： 

○ ＜キャンパス遊歩音楽会＞ 

 2009 年 4 月、青山キャンパスとその主要な建物を利用して実施した青山学院大学総合

文化政策学部新入生歓迎会の音楽会。 

○ ＜SCAPE WORKS 百軒店＞ 

渋谷百軒店をフィールドに、その文化資源の発掘・発信のために、新しい風景

（SCAPE）を創り、地域の力を引き出していくためのいくつかのユニットからなるイベ

ント。 

2009年 11月より 2013年 2月まで、５年間にわたり実施している。 

○ ＜池の畔の遊歩音楽会＞ 

武蔵野三大湧水池のひとつ善福寺池（杉並区）をフィールドに、「音風景案内人」と

「放浪の楽師」が、池の畔を歩きながら、善福寺の池と土地の記憶を紐解く音楽会。

2010 年より３年にわたり、毎年 11 月に開催される「トロールの森野外フェスティバ

ル」に参加。 

○ ＜名橋たちの音を聴く＞※今回事例としたプロジェクト 

日本橋周辺の都市環境を、日本橋川を運行する船上から「音楽」とともに体感すること

で、都市空間を日常よりセンシティヴに味わい街への愛着につなげていくことを意図し

て企画した作品。2010 年 5 月より 2012 年までの３年間、異なる季節にわたり、既に７

つのヴァージョンを実施している。 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（そのこころ＝大切にしていることなど） 
これらの実践例においては、いずれも「サウンドスケープ概念」とそれに関する以下

のような鳥越の問題意識を大切にしている： 
  音によるコミュニケーションというと、これまでは音楽や言語といった人間特有の

営み、あるいはレコードやラジオといった音の記録・再生装置や通信技術を問題にす

るのが一般的だった。これに対して、そうした「人為・人工の音」のみならず、「自

然界の音」から「都市の喧噪」、さらには「記憶の音」に至るまで、近代の枠組みに

おいてはとかくバラバラに扱われていた音の世界を、特定の場所にこだわりながら、

総合的に扱おうとするところに、サウンドスケープ概念の文明史的な意義がある。 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 実践によって見えてきたことは、参加者が音楽の聴取をきっかけとして、普段は騒音

とされるようなものですら場所のもつ特徴として受け入れていくことができる場合があ

り、非常に多くの人々に音環境への気づきを促し、それらの刺激によって地域環境への

関心をも引き出すことができるという確信である。実践にあたって中心となってきた手

法は、音楽を聴くこと、言葉を聴くこと、周辺の音環境を感じること、景観を感じるこ

と、歴史を感じることなどの複数のレイヤーを参加者が縦横無尽に横断できるような仕

掛けをつくるというもので、今回のパネル展示では、これを「都市を聴く」ための「レ

イヤー横断スキーム」と名付けている。 
             
 

 

（課題 今欲しいものは） 

 

1. 一緒に進める仲間やスタッフ  A○2E A．実施展開する拠点  ③．多数の参加者  
４．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） ６．他の実践等に関する情報   

７．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 

10．その他（具体的に） 

 
 
（来場者へのメッセージ） 
 
2013年も＜名橋たちの音を聴く＞をはじめ、この資料で紹介しているプロジェクトを

いろいろな時期に開催しますので、サイト等で検索し、みなさま是非、ご参加くださ

い！ 
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 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 

１０分でできる！ 

感性を育てるサウンドエデュケーション 

神林 哲平（早稲田実業学校初等部） 

 
 (実践の概要、これまでの取り組み) 
 
 小学校では基幹教科の時数増加や外国語活動の必修化に伴い、「生きる力」を育むた

めの総合的な学習の時間は削減されました。また、学校現場では基礎学力の定着のため

に多くを費やし、時間的にあまり余裕がないこともあります。その一方で、知識偏重型

の学力育成に陥ることなく、徳性や感性の育成といった全人教育的な視点も求められる

でしょう。 

 

 そうした状況を踏まえて、感性を育てるために有効な活動である「サウンドエデュケ

ーション」（マリー・シェーファー著）を参考に、比較的短時間でできるワークシート

を作成しました。ワークシートの構成は「児童が理解しやすい手順の記載」「表や絵も

可能な自由記述欄」「児童の感性をみとるための感想欄」「活動へのフィードバック」

といった内容で、どの指導者にも取り組みやすいようになっています。授業はもちろ

ん、朝学習や帰りの会などのちょっとした時間に活用することも可能です。 

 

 昨年度は５年生で朝学習や総合的な学習の時間に、今年度は２年生で生活科の時間に

実践してきました。また、他学年の教員に協力してもらうこともあります。週１回の実

践で少しずつの積み重ねではありますが、感性を育てるのに有効な手立てだと考えてい

ます。 

 
  

 
（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 
 
 感性を「日常では当たり前になっていて気づかないことについて、感じたり考えたり

することのできる能力」と捉え、現象学的聴取（「立ち現れた聴取という経験の全て」

を出発点とする概念）を通してそれを育てていくことを目指しています。 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
 児童の記述からは、指導者が予想できないような感性の豊かさに驚くことが度々あり

ます。活動の幅を広げることで、自己肯定感を育むとともに他者理解にもつなげること

ができるのではないかと考えています。 

 

  
       （ワークシートの特色）        （記入例） 

 
（課題 今欲しいものは） 
 
A○1E

A．一緒に進める仲間やスタッフ  A○2E

A．実施展開する拠点  A○3E

A．多数の参加者  
４．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） ○6 ．他の実践等に関する情報   
７．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 
10．その他（具体的に） 
   例 活動を同時に多くの参加者が行うための機材（ノートPC）PCM レコーダー） 
 
 
（来場者へのメッセージ） 
 
 子どもの成長は長い目で見ることが必要です。感性を育てるということもまた、一朝

一夕では難しいでしょう。しかし、サウンドエデュケーションにはその力があると信じ

て、今後も実践していきたいと思っています。 

 

22 
 



 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
 

音風景でつづる家康の散歩道 
〜まちの音に耳をすまして、まちを再発見〜 

 

小菅 由加里（音の泉サロンはままつ分室） 
 
 (実践の概要、これまでの取り組み) 
 
 静岡県浜松市において、一般市民を対象に、徳川家康ゆかりの史跡を巡る浜松市の散

策コース「家康の散歩道」をサウンドウォークする企画を定期的に実施している。史跡

を訪ね歩くことで、現在の音環境を体感するのみならず、「当時きこえていた音」や

「昔の人々の暮らしの音」を想像し、「音」からまちの成り立ちや、歴史・文化の営み

を認識するきっかけづくりをめざしている。 
 これまでに 2012年３月、８月、11月の３回にわたって開催（４回目は 2013年３月に

予定）。実施の際には上記プロジェクト名に、それぞれ〈春の章〉〈夏の章〉〈秋の

章〉と季節を含むフレーズを添え、年間を通じて継続的に行っていることをアピール。

同じルートにて季節毎に開催することにより、季節の違いによる音風景の変化を体感す

ることをうたってリピーターの獲得をねらい、継続的に地域の人々に音環境に目を向け

る働きかけを可能にしようと試みている。 
 対象者：小学生〜一般大人。市民参加型のイベントにおいては対象者層を制限してい

る場合が多いが、本企画では年齢枠を広く設け、おとなも子どもも一緒に地域を知る・

語る世代間交流の場でもありたいと願っている。 
 本企画は「地域活動においてサウンド・エデュケーションは可能か？」の自問に端を

発している。サウンドウォークをはじめとするサウンド・エデュケーションのプログラ

ムは各地で様々な趣向で行われているが、一般市民を対象としたものは単発的な取り組

みで終わってしまう事例が少なくない。本企画では、音を聴く耳を育て、聴覚を通して

環境を感じる取る能力を養う働きかけを定期的・継続的に行い、地域における環境教育

に繋げていこうと試行錯誤している。 
 
（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 
 
「地域の人々と語る音風景」：エデュケーションを行う（教える）という目線ではな

く、私自身も参加者の一人として人々とともに音風景を楽しみ、音環境についての気づ

き・発見を共有することを心がけている。 

・ 「想と創」：現実にきこえる音への意識のみならず、昔の音や未来の音を想像す

る、自ら音を表現するなど、培った「聴く感性」を想像力と創造力に広げることを目

指したい。 

・ 「継続は力なり」：地域活動によるはたらきかけは、周囲の理解を得られるまで時間がかかると

実感。とにかく「続けること」が大切と考えている。 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
・ 年齢も育った環境も異なる人々に、一様に聴覚に働きかけることの難しさを感じる

が、参加者それぞれの興味深い反応を見ることができて面白い。 
・ リピーターは、あきらかに「聴く姿勢」「音への反応」が積極的になっている。継

続的なはたらきかけの効果を実感している。 
・ 同じルートを用いて定期的に行うことで、前回の反省を次回に生かして実施内容を

ブラッシュアップできる。 
・ 定期的な開催により、チラシや Web・新聞等のメディアを通じて情報発信の機会が

増え、本企画に参加しなくとも、地域の人々に音風景に意識を向けるきっかけとなっ

ているのでは？ 
・ この企画を実施していくことで、自分自身にとっても様々な発見・学びの場となっ

ている。 

  
左：周りの音にじっと耳を傾けている参加者たち（〈夏の章〉より） 
右：サウンドウォークで作成した音のリストをもとに音の地図を作成中（〈秋の章より〉） 

 
（課題 今欲しいものは） 
 
1.  一緒に進める仲間やスタッフ  ２．実施展開する拠点  ○3E A．多数の参加者  

A○4E A. 周囲の理解．A○5E A. 反響（意見や助言、評価や批判） A○6E A．他の実践等に関する情報   
７．成果の報告・発表の場  ○8 ．継続するための資金  ○9 ．自身の技能・技術や知識 
10．その他（具体的に） 

 
（来場者へのメッセージ） 
 
地域に根ざしたサウンド・エデュケーションの実践を目指して試行錯誤（奮闘？）し

ております。活動を始めて間もないため、サウンド・エデュケーションの手法やプログ

ラムの内容などについて、経験豊富な皆様との情報交換を切に望んでいます。 
ぜひ、ご意見・ご感想・アドバイス等、宜しくお願いいたします。 
第４回〈春の章〉を 2013 年３月 31 日（日）に開催します。歴史のロマンを感じなが

らの「音聴き歩き」に興味のある方、本企画のルートを実際に歩いてみたいと思った方

などなど、ぜひご参加を！ 
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 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
 

音を楽しむＯＮＧＡＫＵ 

池田 邦太郎 （帝京平成大学） 

 
 (実践の概要、これまでの取り組み） 
 
 「聴く」取り組み 

私は小学校音楽専科時代に音楽の授業の中で、自分の気に入った音を友達に聴かせる

活動や天気の良い日に屋上に寝ころんで音に耳を傾ける活動を行ってきました。 

児童は自分の気に入った音を見つけることにより自分の価値観を知ることになりま

す。そして教師や友達がその価値観（それぞれの児童が気に入った音）を認めることで

児童の自己肯定感が育ちます。 

「つくる」取り組み 

聴く活動とともに、自分の気に入った音を友達の音と組み合わせてグループでアンサ

ンブル曲をつくる活動も行ってきました。 

自分の音と友達の音とを組み合わせて、何もないところから自分たちだけでアンサン

ブル曲をつくる活動は、互いの価値観を共有する活動でもあります。他人の価値観を認

め、自分の価値観とすりあわせて新たなものをつくりあげる活動は児童のコミュニケー

ション能力を高めることになります。 

 
（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 
 

価値観が多様化し情報が氾濫している現代の日本社会は、いじめや虐待・失業不安や

老人の孤独死の問題など、かつては考えられなかった様々な問題を抱え、残念ながら昨

年まで１４年連続自殺者数３万人以上という先進国ワーストワンの国となっています。

こうした社会の影響をもろに受けているのが今の子供たちです。 

 そんな子供たちに笑顔あふれ、自分らしく生きられる未来を提供するために、私は

小学校現場で「音を聴く活動」「音を組み合わせてアンサンブル曲をつくる活動」を通

して児童の自己肯定感をはぐくみ、友達とコミュニケーションする力を育ててきまし

た。 

私は再現芸術としての音楽ではなく、全ての人を笑顔にする“音を楽しむＯＮＧＡＫ

Ｕ”の考え方を広めていきたいと考えています。 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
 昨年神戸で開催された私のワークショップに、東京八王子市で私が初めて小学校音楽

専科として教えた女子児童が、なんとお母さんになって小学生のお子さんを連れて参加

されました。その時の感想を全文紹介します。 

 『約２０年ぶりに池田先生の音のワールドに触れることが出来て、私の人生のベース

はここにあるな～と感じました。学校の屋上に上がって“目かくしバンド（児童全員に

オリジナルアイマスクを作らせていました）”をして、聞こえてくる音を体と心全部で

聴いたあの時間。「あの音もステキ！」「この音もステキ！」と夢中になって音探しを

したあの時間。友達の出す音をみんなで聴き合ったあの時間。あれは自己肯定感を存分

に出せて受け止めてもらった時間だったんですね。だから大人になった今も忘れない

し、思い出すたびに心が穏やかなあったかい気持ちになるんですね。 

今日は幸せな楽しい時間を有り難うございました。先生の益々のご活躍とご健康をお

祈り申し上げています。』 

小学校３年生だったあの女児からこんな立派な感想をもらえるなんて、教師冥利に尽

きる感動！ 
 

 
 

（課題 今欲しいものは） 

 

１．一緒に進める仲間やスタッフ  ２．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  
４．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） ６．他の実践等に関する情報   

７．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 

⑩．その他（具体的に）音を楽しむＯＮＧＡＫＵを広めるために「親子のための手作り楽器ワ

ークショップ」や「子育ての講演」などをやらせてほしい。 
 
 
（来場者へのメッセージ） 
 

私は障害児（者）や認知症のお年寄り達と“音を楽しむ池田式即興連弾”を実践して

います。インターネットで【音話の森】を検索すると動画がご覧頂けますので、ご感想

などをメールでお聞かせ願えれば幸いです。 
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 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 

音のメディアリテラシー 
～テレビを音から読み解く＆音をテーマにしたメディア表現～ 

兼古 勝史（武蔵大学･立教大学 他） 
 
 (実践の概要、これまでの取り組み） 
 
  私たちを取り巻く放送・通信等様々なメディアは、コミュニケーションや表現のツー

ルであるだけでなく、既に私たちにとっての日常の“環境”、あるいは“風景”の一部

であり、私たちの記憶や記録を支えつつ、世界と私たちとをつなぐ大切な窓でもありま

す。こうしたメディアの役割や意味、可能性や限界・課題を知り、メディアを自ら使い

こなして生きていくことは現代を生きるすべての人々にとって必要な「生きる力」であ

り、社会や学校でメディアリテラシー教育が行われているゆえんでもあります。 

 しかしながら、こうしたメディアリテラシー教育の実践の中では、「音」が注目され

る機会はあまり多くはありません。音の「メディアリテラシープロジェクト」では、一

般的には「映像」メディアの代表と思われている、テレビなどの音の側面に注目し、音

からメディアとそこに連なる世界を読み解くとともに、「音」をテーマにメディア表現

をしてみる実践活動等を展開しています。 
 
 これまでの主な実践 
  【社会教育】 
  ・早稲田大学エクステンションセンター、メディア系講座（講師） 
  『あなたの知らないテレビの世界』『メディア戦国時代～テレビとネット社会の今を読み解く』 

～「テレビを聴く～ニュース・ドラマ・ＣＭの音の世界」（2005―2007）、 

～「テレビを聴く～音のメディアリテラシー」（2009-12） 
  ・としま音の道しるべ 

（公益財団法人としま未来文化財団タウンデザインセクション）（講師） 
   音から地域を発見し、映像作品として表現するワークショップ（2012） 
  ・「みんなでつくる四日市フォトＣＭ」ワークショップ他（音の泉サロン）（2009,2010,2011） 
  【学校教育】（小中高等学校） 
  ・千葉大学教育学部附属中学校「音楽科」での“聴く力”の学習の一環としての、 

“音のメディアリテラシー”授業の実践（講師）（2007-2008、2009）、公開研究会（2009） 
（椎名尚子 千葉大学教育学部附属中学校音楽科教諭（当時）との共同研究） 

  ・千葉市立西の谷小学校「おんがく」（5・6 年生）での 
“音のメディアリテラシー”授業実践（2009）（ゲスト講師） 

  ・神奈川県立相武台高校情報科授業「メディア論」 
“音のメディアリテラシー”授業実践（2008）（ゲスト講師） 

  【専門教育】 
  ・駿河台大学メディア情報学部～サウンドデザイン演習Ⅰ「テレビを聴く」（非常勤講師） 
    （テレビ番組をジャンル別に音から分析しグループ発表） 
  ・立教大学社会学部メディア社会学科ＴＢＳ寄附講座「論”これからの放送メディア」 

～「テレビを聴く～ニュース・ＣＭ・ドラマの音風景」（講師）（2009） 

    （大河ドラマの効果音、ジブリ映画の日米効果音比較、ニュースの音今昔）  他 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 
 
 映像の中に音を見つけ、音の中に光景を感じる想像力。作品の中に表現されていることだけでなく、何が表現されて

いないかを考えること、伝えないことの豊かさ。沈黙の雄弁さ。 
地域の市民一人ひとりの“暗黙知”が、それぞれのメディア表現を通して共有され“集合知”となることで、既存の

地域像や価値観にゆさぶりをかける。メディア＝風景。 

 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
① テレビには音の器であり、そこには放送以前からの音の文化が息づいている 

②音楽の授業の一環としても、メディアリテラシーは大きな可能性がある。例えば、音や音楽を「使う」「選ぶ」「デ

ザインする」という発想で対峙するとき、従来の演奏・歌唱・鑑賞・作曲とは異なるアプローチで音や音楽の価値と

児童・生徒が向かい合うことができる。 

 また、教科としての「音楽」がなかなか乗り越えられなかった「楽音」と「非楽音」といった区別をメディア表現の

中ではしなやかに乗り越えられる。 

③メディア教育やメディアリテラシー、メディア研究の中で音の重要性を訴え行くために 

サウンドスケープの研究・実践の分野からのアプローチが重要。映像＝視覚中心だと見えにくいテレビ等の別の側面

が見えてくる。今後のテレビ研究やテレビ批評の中に「音」の部分は大きな可能性と意義をもっている。 

④音をテーマにしたメディア表現は、地域を音から発見し、耳の感性を開く上で可能性がある。 

⑤サウンドスケープに関する、地域・市民の暗黙知を集合知にして発信していく手法として有効 
 

(実践等の写真） 
      

      

（課題 今欲しいものは） 

１．一緒に進める仲間やスタッフ  ○2 ．実施展開する拠点  ○3 ．多数の参加者  
４．周囲の理解．○5 ．反響（意見や助言、評価や批判） ○6 ．他の実践等に関する情報   

７．成果の報告・発表の場  ○8 ．継続するための資金  ○9 ．自身の技能・技術や知識 

10．その他（具体的に） 

（ハンディ録音機、撮影機材、ＰＣ、編集機器・ソフトなどの機材の確保、参加人数が増えるほど確保が難しい。公立

学校などで行う際にネット接続なども特に制約があり難しい。学校「音楽」科の先生にもっとメディアリテラシーのこ

とを知ってほしい。） 
（来場者へのメッセージ） 
私たちはメディアを通して風景を体験している、ともいえます。メディアを考えることは世界とのかかわりを考える

ことであり、サウンドスケープの考え方と深いつながりがあると思います。サウンドスケープとメディアリテラシー教

育、メディア研究の接点は、とても重要な領域だと思います。皆さんのご意見、ご助言、ご指導、ご支援をよろしくお

願いします。いっしょに「音のメディアリテラシー」を広め深めて行きませんか？ 

まちの音取材風景 写真と録音による映像作品づくり 
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 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 

教育の零度の実現 

鈴木秀樹 （慶應義塾幼稚舎） 

 
 (実践の概要、これまでの取り組み) 
 
2000年に慶應義塾幼稚舎（小学校です）でサウンド・エクスプローラ部を創部。2005

年から2010年までは慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ・統合研究機構でサウ

ンド・エデュケーション・プロジェクトを実施。クラブ活動をメインフィールドにし

て、小学生を対象としたサウンド・エデュケーションの実践や、教育カリキュラムの開

発に取り組むと共に、親子向けのワークショップや教員向けの研修会の講師なども行っ

ている。 

 
（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 
 
近年は、子どもたちと共に音を聴き、積極的受動態へ誘うことが「教育の零度」の実現

であることを認識し、サウンド・エデュケーションを広く教育現場で実践していくこと

の重要性を研究している。 

「教育の零度」には２つの意味がある。１つは、「そこに教育は無い」という意味での

教育の零度。つまり、サウンド・エクスプローラ部の活動は、基本的にはただ子どもた

ちと並んで音を聴いているだけで、特に何かを教えたり指導したりということがない。

と言うことは、所謂「教育」は無いと言わざるを得ないだろうということ。もう１つ

は、しかしこの「共に音を聴く」ということが、「教師は上から教えこむだけでなく、

自分と共に対象（世界）に向き合ってくれる存在なのだ」という意識を子どもたちにも

たらし、そこに築かれた関係性が後の教育を支えていくだろうという意味での「零度」

である。 

教育のスタイルを「教師 − 子ども」の二項関係から「対象(世界) − 教師 − 子ども」

の三項関係へと移行させていく。その力がサウンド・エデュケーションにはあると信じ

ている。 
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サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
音を聴くことで感性が大きく醸成される場面に何度も立ち会ってきたのだが、その

時、人は「積極的受動態」と呼ぶべきモードになっていることを発見したのが最大の成

果だと考えている。 

 

 
 
 
（課題 今欲しいものは） 
 
１．一緒に進める仲間やスタッフ  ○2 ．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  
４．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） ６．他の実践等に関する情報   
７．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 
○10E A．その他（具体的に） 
   例 活動を同時に多くの参加者が行うための機材（ノートPC）PCM レコーダー） 
 
 
（来場者へのメッセージ） 
 
積極的受動態へ誘って音を聴くことで「教育の零度」が実現される。このことがサウ

ンド・エデュケーションの持つ大きな価値である。 
この考えについてのご意見をいただければ幸いです。 
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 サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 
 

美術大学における 

サウンド・エデュケーションの実践報告 
 

佐々木 幸弥 （ヤマハ株式会社・武蔵野美術大学非常勤講師） 
 
 (実践の概要、これまでの取り組み） 
 
 武蔵野美術大学デザイン情報学科で実施している授業「音響文化研究」を、サウン

ド・エデュケーションの実践の一例として紹介します。 
 

 この授業は、音を単なる物理現象としてではなく、音楽や音環境など様々な視点か

らとらえ、さらには音を取り巻く文化的背景から社会現象に至るまで、実例を挙げ

ながら幅広く考察します。音への関心を深め、これまで気づかなかった新たな価値

を発見することが出来ます。 
 

 
 開講から今年度で１０年目を迎え、受講生は既に３００名を超えています。受講し

た学生は、その後も音への興味を持ち続け、卒業制作において、あるいは卒業後も

音と取り組んで、新たなサウンドデザインの提案をするなど、多くの成果を上げて

います。 
 

 発表内容 
 授業概要 
 サウンドマップ 
 学生による制作音具 
 授業風景紹介 

 

 
（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 
 
 聴くことや音具に触れるなどの実体験を通じて、音の魅力を徹底的に追求します。 

 
 音に対する幅広い知識と感性を身につけ、今後の創作活動の要素の一つとして「音

を大切に活用できる力」を養います。 
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（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
 イヤークリーニングで聴く事の出来た音のリストは年々増加していますが、反対に

音の想像力は年々乏しくなっています。また、高校までの教育課程で、何らかの形

でサウンド・エデュケーションを体験したり、あるいはサウンドスケープを知って

いる学生が年々増えています。 
 

 課題の音具制作では、美大生ならではの斬新な発想と共に、音との関わりを丁寧に

探求する姿勢を見出す事が出来ます。 
 

 この授業を受講した学生はその後も、音と環境、音と文化について明確な問題意識

を持って学習や研究を継続しています。サウンド・エデュケーションは２０前後の

大学生でも十分に効果があります。決して遅すぎることはありません。 
 

 
 
(実践等の写真） サウンドマップ(左)と制作音具(右) 
 
 

    

 

（課題 今欲しいものは） 

 

１． 一緒に進める仲間やスタッフ  ②．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  
４．周囲の理解．⑤．反響（意見や助言、評価や批判） ⑥．他の実践等に関する情報   

⑦．成果の報告・発表の場  ８．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 

10．その他（具体的に） 

  
 
（来場者へのメッセージ） 
 
是非たくさんのご意見をお聞かせいただければと思います。よろしくお願いいたしま

す。 
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「レッジョ・エミリア市の幼児教育」 

にみる サウンドエデュケーション 
 

小林 田鶴子（共栄大学） 

 

 (実践の概要、これまでの取り組み） 

 

レッジョ・エミリア市はイタリア北部にある小都市であり、ここで行われている幼児

教育は 1990年代から世界的に注目されている。この教育は第二次世界大戦後、保育者

を中心とする市民が集まって「自分たちの保育園を作ろう」としたことから始まり、現

在も市民との「学びの共同体」を形成していることが大きな特徴である。30年以上にわ

たって「創造性」と「共同性」を重視した独自の実践を重ね、小グループの子ども達に

よる長期間のプロジェクト学習を基本とする。クラス担任教師以外に「アトリエスタ」

と呼ばれる芸術家（教師）と「ペタゴジスタ」と呼ばれる教育学者が配置され、子ども

達の活動が展開されている。その活動は、もちろん「音楽」や「美術」といった枠は無

く、子どもは環境（周りの人間も含む）から学び、直感を得、自ら働きかけていく。こ

のことは、まさにサウンド・エデュケーションが目指そうとすることではないか。 

発表者は前任校の美術教員よりレッジョ・エミリア市のことを聞いたが、2011年 4月

に東京のワタリウム美術館で開催された展覧会にて「階段の声」というプロジェクトを

知り、以前、自身が北海道江差町で小中学生を対象に実施したプロジェクトとほぼ同じ

ことを幼児がやっていることに驚く。その後昨年 9月 16日から 1週間現地を訪れ、幼

児学校を見学し、その教師から話を聞いた。 

ポスターセッションでは、その時の写真とともに具体的な教育環境を紹介する。また

これまでの出版物等から示唆を得たものも紹介する。 

 

 

（そのこころ＝目指すもの、大切にしていることなど） 

 

サウンドエデュケーションは音楽教育の中では「創造的音楽学習」や「音楽づくり」の

分野で扱われることが多いが、レッジョ・エミリアでの教育は、まさにこの子どもたち

の「創造性」を思う存分発揮させ、活かしている教育である。またこれは、幼児教育に

留まらず、小学生以上のどの年代にも通じるものであり、その範囲も芸術教育全体に及

んだ内容である。 
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（実践によって見えてきたこと、発見・成果等） 
 
日本の幼児教育でも、見た目には同じようなことがなされているが、レッジョ・エミ

リアでのそれは、あくまでも子どもが主役で、子どもからの発想であるところに意味が

ある。教師たちは保護者と話し合いを持ち、共に子どもに寄り添って子ども達の活動を

見守る役割に徹している。 

 
(実践等の写真） レゴマゴ幼児学校にて 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（課題 今欲しいものは） 
 
１．一緒に進める仲間やスタッフ  ２．実施展開する拠点  ３．多数の参加者  
４．周囲の理解．５．反響（意見や助言、評価や批判） ６．他の実践等に関する情報   
７．成果の報告・発表の場  ⑧．継続するための資金  ９．自身の技能・技術や知識 
⑩．その他（具体的に） 研究するための時間 
     
 
（場者へのメッセージ） 
 
 とにかく「幼児教育」というと幼児のレベルに合わせた方法論が語られるイメージが

大きいが、ここで行われている教育はそうではない。そこに現れることもの姿は「小さ

なアーティスト」であり、自由でのびやかな表現者である。 
 
 

  

  

廃
物
利
用
の
素
材 

マレットの置き方も工夫しているドラム 手作りのチャイムや小物楽器 

上
下
左
右
が
姿
見
の
箱 
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日本サウンドスケープ協会2012年度例会「サウンドスケープのこころ‐ポスターセッション＆フォー

ラム-」 

第２部 フォーラム(報告) 

Part 2 Forum 
 

話題提供者 ：池田邦太郎（帝京平成大学）、鈴木秀樹（慶應義塾幼稚舎）、小菅由加里（作曲家）、 
神林哲平（早稲田実業学校初等部）、兼古勝史（武蔵大学・立教大学） 
ファシリテーター：土田義郎（金沢工業大学） 
例会総合司会：小林田鶴子（共栄大学） 

会    場    ：青山学院アスタジオ 地下多目的ホール 
日    時    ：2013 年 3 月 10 日（日）14:45〜17:00 
 

本報告は 2012 年度、日本サウンドスケープ協会例会「サウンドスケープのこころ～ポスターセッション＆フォーラム」の

第２部として行われた、サウンド・エデュケーションをテーマとしたフォーラムの模様を、録音記録をもとに、当日の登壇者

（メインスピーカー、ファシリテーター）、及び、会場からの発言者の許諾を得て、文字化し掲載するものです（ただし、連

絡を取ることができず掲載の可否を確認出来なかった一般参加者の一部の方の発言部分については省略してあります）。 

 

 

登壇者（メインスピーカー、ファシリテーター）プロフィール

メインスピーカー(話題提供者) 

池田邦太郎（帝京平成大学） 

27 年前、まだサウンドスケープという言葉さえ知らなかった小学校音

楽専科教諭時代に、屋上で日向ぼっこをしながら目を閉じて、ただただ

音に耳を傾けるという授業を行っていた。諸先輩から「聴いた音を図形

譜等にして再現したりするなら良いが、ただ音を聴くだけでは音楽の授

業にならないのでは。」と意見された。音楽を鑑賞すれば音楽の授業に

なるのに音を鑑賞するだけでは音楽の授業にならないと言うのだ。音楽

と音の違いは何処にあるのか。その疑問に自分なりの答えを出してはい

たが、決定的な答えを見出したのは 2001 年にイギリスの小学校で「音

を楽しむ音楽（ＯＮＧＡＫＵ）」の公開授業を行った際に、私の授業を

参観していた現地の音楽教師や作曲家によってミュージックと音楽の違

いを気づかされた瞬間だった。 

音楽専科教諭として“音を楽しむＯＮＧＡＫＵ”の授業を追求し続けた結果分かったことは、この教育が自己肯定感を育て

るということであり、その根底にあるのは“森羅万象を愛でる日本人独特の感性が生んだ音を愛でる文化”だということ。現

在は小学校現場を離れ国内外を問わず幅広く“ＯＮＧＡＫＵ”の素晴らしさを伝える活動を行っている。 

 

 

鈴木秀樹〈慶應義塾幼稚舎〉 

2000 年に勤務校でサウンド・エクスプローラー部を創部。以来、ク

ラブ活動をメインフィールドにして、小学生を対象としたサウンド・

エデュケーションの実践や、教育カリキュラムの開発に取り組む。近

年は、子どもたちと共に音を聴き、積極的受動態へ誘うことが「教育

の零度」の実現であることを認識し、サウンド・エデュケーションを

広く教育現場で実践していくことの重要性を研究している。教育のス

タイルを「教師―子ども」の二項関係から「対象（世界）―教師―子

ども」の三項関係へと移行させていく力がサウンド・エデュケーショ

ンにはあると信じている。 
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小菅 由加里（作曲家） 

 サウンドスケープの思想に出会った時、自作品に風景音から想を得た

ものが多いことから興味を持ち、さらに認識を深めるべく日本サウンド

スケープ協会に入会。以来、マリンバ、打楽器アンサンブル、合唱など

のために意識的に音風景をイメージした作品の創作や、音風景をテーマ

にした演奏会を行う。一方、楽曲を介してではなく、直接人々に「音環

境を感じる」ことをはたらきかけたいとの思いから、2012 年より一般市

民を対象としたサウンドウォークを定期的に実施。地域に根ざしたサウ

ンド・エデュケーションの実践への試行錯誤を繰り返している。 

 

 

 

神林 哲平（早稲田実業学校初等部） 

大学にて学際的な領域である人間科学を学ぶ。野外で鳥の調査をし

たり、音楽活動を始めたりと当時から音については高い関心をもつ。

2004 年に公立小学校教員となり、2006 年より現職。2007 年に私学研修

でサウンド・エデュケーションの存在を知るとともに、サウンドスケ

ープ思想の学際性にひかれ、関心を深めていく。その後、環境教育の

視点からサウンドエデュケーションの授業実践を行う。現在は「現象

学的聴取」という原理を方法論に、自己肯定感や感性を育てていくこ

とを目的として、日々の実践にあたっている。 

 

 

 

 

兼古 勝史（武蔵大学・立教大学） 

酒場のピアノ弾き、高校音楽講師の後、サウンドスケープ研究機構に

て音からのまちづくりや音の環境教育等を担当。その後 BS ラジオ放送

局「St.GIGA」ディレクター、CS テレビ放送「旅チャンネル」プロデュ

ーサー等を経て現在は再び教育の世界に。「音のメディアリテラシー」

教育をテーマに小中高等学校・大学、社会教育などで、日常を取り巻く

環境でもあり世界への“窓”でもあるメディアとりわけテレビについて

音から読み解く授業や、街の音風景をテーマにしたメディア表現のワー

クショップ等を実施。 

 

 

 

 

ファシリテーター 

土田 義郎（金沢工業大学） 

 大学にて建築を学ぶが、環境と人間に対する関心から、大学院では

音環境の心理に関する研究をはじめる。音の持つ意味への興味からサ

ウンドスケープ思想に出会う。博士（工学）学位論文は「記号的機能

を有する音に関する研究」。金沢に拠点を移してからは、環境保全や

まちづくりの活動の中でサウンド・エデュケーションを試みるように

なる。複雑な系としての人間と社会をとらえる事を目指している。現

在は金沢工業大学環境・建築学部教授。日本サウンドスケープ協会の

他、日本建築学会、日本音響学会、日本騒音制御工学会、日本デザイ

ン学会、各会員。 
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小林（例会総合司会）：只今から、第 2 部・フォーラムの

方に入りたいと思います。では、ファシリテーターの土田

さん、このあとよろしくお願いいたします。 

 

土田（ファシリテーター）：フリップボードの方は皆さん

お手元に回りましたでしょうか。ペンとフリップボードが

あれば OKです。 

まずは、今回 5 名の話題提供者をお招きしております。

最初に自己紹介及びサウンド・エデュケーションに取り組

み始めたきっかけ、これを各自口頭でいただこうと思いま

す。サウンド・エデュケーションへの原点を問うという形

で会場とやりとりをしたいと思います。 

 

■サウンド・エデュケーションとの出会い 

 

～音を楽しむ～ 

池田：帝京平成大学の池田です。もともと小学校の音楽の

選科の教師をやっておりまして、今から 28年前にある友人

から「音を楽しんでもらう、音楽じゃなくて音を」といわ

れた時に、音とはなんぞや、音楽とは何ぞや？を深く考え

ていくうちに、いろんな音を楽しむことを始めて…。そう

したら結果的にそれがサウンド・エデュケーションという

ものだった。その頃はサウンドスケープという言葉も知ら

なかった頃だったんですけれど、「ああ、なるほどこうい

う風な見方があるのかな」と。ただそれを学校教育の中に

どういう風にやったらよいか…結果的には、僕は取り入れ

てやったんですけれども、なかなか浸透しないまんま今に

至っているという感じがしています。 

サウンドエデュケーションというのは一つの言葉ですけ

れども、そこには大きな問題提起が含まれていると思って

います。再現芸術の場合には答えがある程度ありますから、

その答えに向かって皆がやる、当然教師は上から指導する

立場になりますけれども、サウンド・エデュケーションと

いうのは音の感じ方ですから、答えがない。答えがないだ

けに、今までの既成の教員のやり方だと、答えがないもの

を子どもに教えることができないんですね。でも子どもと

同じ目線で、寄り添いながらそれを見ていく、脇で同じよ

うに見ている大人がいるっていうことが子どもにとってど

れだけ必要なことか！それがサウンド・エデュケーション

のきっかけになる…浸透のひとつのキーワードになるんじ

ゃないかなと思っています。 

 僕が始めたのが、「音を楽しむ」ってどういうこと、そ

の質問から謎を解いていくうちにサウンド・エデュケーシ

ョンに行き着いたわけです。 

 

～サウンドエクスプローラーとの出会い～ 

鈴木：慶應幼稚舎の鈴木と申します。早稲田の神林さんと

私を見比べるだけでも慶応と早稲田では、どちらの教員が

真面目かというのがすごくよくわかるという（笑）もちろ

ん向こうの方がまじめなのですけれども。 

1995 年くらいですか、インターネット博覧会で「サウン

ドエクスプローラー」というサイトがありました。それが、

すごく面白いサイトだったので大好きだったのですが、ス

ポンサードが外れてそれが失くなるという時に、何かでき

ないだろうか、とサイトのファンの人たちで集まったとき

がありました。結局、結論としては「各自何かできること

をやってみようか」みたいな感じになったのです。それで、

では自分にできることは何だろうかと思ったときに、自分

の仕事の中でできるこというと…クラブ活動だったらちょ

っと何かできるかも知れない、と思って立ち上げたのが西

暦 2000年でした。と言うと格好いいのですけれども、実は

そのサウンドエクスプローラーというサイトの中で西表島

の音をライブ配信していたのです。それが大好きでずっと

聴いていて、ああこの音をこの場所で聴きたいなぁ、どう

やったら仕事で行けるだろう…そうだ！クラブを作って合

宿をすればいいんだ!! と思ったのがきっかけで、それ以

来ずるずるとはまって今に至っております。 

 

～捜し求めていたものに出会った～ 

小菅：静岡県浜松市から参りました小菅由加里と申します。

普段は作曲・演奏活動・音楽指導などの音楽活動をしてお

ります。サウンド・エデュケーションをはじめたきっかけ

は、もともと自分の曲に、お琴やガムラン、打楽器アンサ

ンブルなどの作品に、風景を描写したものや風景音からイ

ンスピレーションを得たものが多いとは感じていたんです

が、ある時、サウンドスケープという概念に出会い、大変

興味を持ちました。しかも私はカナダのトロントに住んで

いたこともあって、マリー・シェーファーもカナダのトロ

ントの出身ということで、何かすごく、自分が捜し求めて

いたものに出会ったという気持ちになりまして、3 年前に

サウンドスケープ協会に入りました。新人ですので、この
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ようなところにやってきて申し訳ありません、という感じ

です。（笑） 

 サウンドスケープ協会の会員になったあとは、意識的に

音風景を作品にするということをしていたんですけれども、

そのうちに作品を通してではなく、直接人々と語りあった

り、人々に何か働きかけをしたいと思いまして、地元でサ

ウンド・エデュケーションの実践を昨年から始めました。

始めてからまだ日が浅いので、この場で勉強したいと思い

ます。よろしくお願いします。 

 

～環境教育的視点からのサウンド・エデュケーション～ 

神林：早稲田実業学校初等部の神林です。よろしくお願い

いたします。私は、大学では環境教育に関する卒論を書き

ました。当時からバンドで音楽活動をやったり（今もやっ

ています）、野外調査で鳥の声を聞いたりという経験があ

って、昔から音に対する関心は高かったと思います。 

「教師は話が長い」とよく言われるので、なるべく喋るの

ではなく聞く方を大事にしようという問題意識を持って、

ずっと教師生活を送ってきました。そうした中、私学研修

という東京都の私立小学校が一堂に集まる機会がありまし

て、2007 年は慶応義塾幼稚舎が会場でした。その研修の特

設部会でサウンド・エデュケーションを鈴木先生がご担当

されており、参加した時に「これだ！」と思いました。そ

れがきっかけです。その後は、環境教育的視点からサウン

ド・エデュケーションを行ったり、今日紹介したようなワ

ークシートで実践を重ねたりしているところです。 

 

～音楽を学ぶ先にあるもの～ 

兼古：兼古と申します。僕はもともと高校の音楽の教師に

なりたくて、教育学部というところに行っていたんですが、

それでサウンドスケープという、当時まだデビューしたて

の鳥越けい子先生が、確か『現代詩手帳』というところに

サウンドスケープのことを書いていらして、それを読んで

「これだ！」と思ってしまった（!?）のがきっかけといえ

ばきっかけです。で、それから、実は環境教育とか、まち

づくりとサウンドエデュケーションみたいなことを鳥越さ

んなどと一緒にやらせていただいた時期もあったのですが、

あるきっかけがあって、メディア…ラジオ、というか放送

の世界に関るようになりました。実はそこで僕は大きなシ

ョックを受けたことがあったんです。 

その、セント･ギガという放送局に行ったときに、最盛期

には 100 人くらい制作関連のいろんなスタッフ…社員も契

約のスタッフも含めていましたけれど、その中で…音の放

送局ですよ、音楽専門局です、でも、いわゆる音楽大学を

出ているとか、あるいは教育系音楽学科だとか、いわゆる

音楽を専門に学びましたという人が数えるほどしかいない、

3 人とか 4 人とか…で、音楽というよりはむしろ美大を出

ていますとかね、それから放送学科や放送芸術学科を出ま

した、とか…で、それがいけないと言っているわけではな

いのですが、すごく僕はそれが不思議に思えて…つまりそ

の美大を出た人はいっぱい音の放送の世界にきているのに、

どうして音大や音楽教育系学科を出た人はいないんだろう

か…？。考えてみると、自分たちが学校でずっと小中高と、

下手したら（?）大学いっても「音楽」を学んで、その先に

「放送する」とかそういうことが全然つながっていないん

だっていう現実にびっくりしてですね…その先の社会につ

ながっていない…当事と比べれば、今は多少つながってい

るとは思うんですけど…そういう状況に驚いて、じゃあ学

校の「音楽」っていったい何のためにやるんだろう? 学校

で「音楽」を学ぶ皆が音楽家になったり音楽教師になった

り研究者になるわけじゃない、だとしたらそれはどういう

ところで仕事や社会に結びついていくんだろう…っていう

ことを考えるようになりました。それがひとつのきっかっ

けで自分がメディアの世界、特にラジオ・テレビとかイン

ターネットの世界に関るようになったときに、そういうも

のと学校の音楽というものが、遠いようで実は近いかも知

れないということ。意外と本当は音楽っていろんな場面で

使われているし、音も効果音など多様に使われているので

接点があるんじゃないか、ということが興味関心のひとつ

でした。 

もうひとつは、実は、学校の音楽の先生はよくご存知だ

と思うのですが…“楽音”つまり音楽で使う音と、それか

らいわゆるサウンドスケープなどでよく対象になる“環境

音”（非楽音）＝自然音・都市の音…実はサウンドスケー

プという枠組みの中では、それはあまり峻別するというこ

とではないと思うのだけれども、学校の音楽の中では、そ

れらが結構、分け隔てがあるというか、楽器の音とそうじ

ゃない音…最近は授業の中で少しは取り入れるようになっ

てきたけれども…やっぱりでも最後は楽音の方が大事、み

たいなところがあるじゃないですか。どうしても、これは

音楽用の楽音、これはそうじゃない自然の音・その他の非

楽音…という峻別というかヒエラルキーを乗り越えなれな

いでいるという印象があったんですね。ところが、実はメ

ディアの世界、放送とかそういうところで番組や作品を作

ったり送ったりしていると、これ全部「等価」なんですね。

「人間の声」それから「音楽」「環境音」「沈黙」…それ

らの音をどう組みあわせて作っていくかっていうことを日

常的にやっているわけで、こういうものと接点を作ってい

くことによって実は（教科としての）「音楽」科がこれま

で乗り越えられなかった壁を乗り越えやすくなるんじゃな

いかって言う気持ちがありました。 

そんなことで、あえて学校の「音楽」科の中でメディア

リテラシーという視点を持って、音とメディアのことをや

っていこうというのがひとつ、それからもうひとつは「音

楽」という教科の枠をはずして、社会教育とか生涯教育と

か、そういうところで音からテレビを読み解くみたいなこ

とをやっています…こうした自分の実践が、果たしてサウ

ンド・エデュケーションなのか…僕もよくわかりませんが

（笑）、でもメディアの体験というのは恐らく僕らの風景

とか環境の体験の中のひとつだ思えば、根底のところでは

サウンドスケープの発想とすごくつながっていることじゃ

ないかな、という思いでやらせていただいています。 

 

土田：はい、どうもありがとうございます。まずはその辺

でとりあえず…。 

それぞれ、立場は様々ですね。音楽教育がひとつ大きな柱
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にはなっているかなと思いますけれども、環境教育も柱に

なっているし、メディアも関ってくるし…マリーシェーフ

ァー自身もエコロジー思想との関りがあったわけで、そう

いった点から、世界をつなげるための、世界をつなぐ装置

としてのサウンドスケープという視点があったのではない

かと感じます。つなぐために何をするかというと、やっぱ

り音をしっかりきくことなのではないでしょうか。 

さて、サウンドエデュケーションを行ってきた方々として

は、どういったアクティビティ、イベントがお薦めかをお

尋ねします。フリップボードの方にキーワード的に書いて

いただけたらいいかなと思います。その間に会場の方は、

これからどんなことをやるといいのかなとか、抱えている

悩みを書いていただきたいと思います。この際、聞いてお

きたいことなどがあれば、これもフリップボードの方に書

いておいてください。 

まずは「お薦めアクティビティ」ですね。私も実はまだ、

皆さんの答えは知らなくて…一応軽く打ち合わせはしてき

てはいるんですけれども、どんな風な答えを皆さんがご用

意されてきているかというのは私も知りません。それでは

皆さん一斉にお願いします。 

 

■お薦めアクティビティ 

 

土田：端っこから読んでいきますね。池田さんが「自分の

気に入った音の紹介」、鈴木さんのが「旅」、小菅さんが 

「昔の音、今の音」、神林さんが「ゲーム性の高い活動」

…ちょっと抽象的ですが、兼古さんのが、あっちょっと小

さいですね…「テレビを聴く…大河ドラマ・トレンディド

ラマ…誰の耳?」なんかいくつかキーワードが並びました。

…えー、ちょっと最後の方が気になりますけれども…じゃ

あどなたにやってもらいましょうか。小菅さんの「昔の音、

今の音」っていうのは、これはポスターと関わるのかと思

いますけど…あらためてその辺の説明をしていただけます

でしょうか。 

 

～昔の音、今の音～ 

小菅：これは私が企画実施してあらためて気がついたこと

なんですけども…今の音しか聞いていない、やっぱり聞く

となると今の音にしか集中していないというか…今聞こえ

ている音がうるさいとか、静かだとか…でも、歴史を訪ね

歩くサウンドウォークをしてみて、昔の音を想像するとい

うことが大変面白いということに気がつきました。聴覚だ

けではなくてイマジネーションを刺激するというか、そこ

からまた未来の音も想像してみることにつながるというか

…音から街の移り変わりを眺めるというのは非常に面白い

なと思いました。ぜひこれは、いろんな意味で五感プラス

アルファの部分があると思いますので、やっていただきた

いと思います。 

 

土田：たとえば、どんなものか、昔の音は想像できるんで

すか? 

 

小菅：今、史跡巡りをしながらワークショップをやってい

るんですけれども、ガイドさんから歴史にまつわるお話を

聞くんですね。犀ヶ崖古戦場というところがあって、そこ

は昔、三方原の合戦で徳川軍が武田軍と戦って負けて敗走

した際、その崖に布の橋を架け、そこに追ってきた武田軍

が落ちた、という逸話があるところなんですけれども、そ

の落ちた時の音を想像してみるとか、その崖から落ちた人

たちのうめき声が聞こえたと当時の人々が怖がって、その

落ちた人々を成仏させるために唱えた念仏が、遠州大念仏

という郷土芸能に発展したということとか、トンネルの中

でも、そこは昔、軽便鉄道が走っていたので、じゃあ周り

の人たちにはどんな風に聞こえていたのだろうかとか、そ

の駅のあった近くにはどんな賑わいがあったのだろうか、

ということを想像してみます。今は大変静かなところです

けども、当時は賑わっていたんじゃないかというのを想像

するのが面白いです。 

 

土田：はい、ありがとうございました。 

 

鈴木：大賛成で、「昔の音を想像する」というのを一回や

ったことがあります。慶應義塾を創立した福沢諭吉が長崎

に一年いたときに逗留していたお寺があるんです。そこへ

子どもたちを連れていったことがありました。建物は代替

わりしていますが、庭の石だけは昔のそのままなのだそう

です。その庭の石の上を下駄を履いて歩いてみるというこ

とをやったら、カランコロンと音がするわけですが、「こ

れ、福澤が聴いたんじゃない?」みたいな話で、かなり盛り

上がりました。そのお寺を、ただ福沢先生がここにいまし

た、というだけで見に行くと 3 分で見学は終わってしまう

のですが、そういうことを始めると１時間でも２時間でも

やっているんですね。昔の音を想像するって割といいので

はないかと思います。 

 

小菅：今、石の話が出ましたけれども、浜松城の石垣は当

時のまま残っているんです。当時の石を見ながら、どうや

ってこんなに重たい石を運んだとか、その時どういう音が

出たか想像するというのを前回のワークショップでやった

んですけど、非常に盛り上がりました。 

 

土田：はい、ありがとうございます。では次は…旅の話を
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聞きましょう。鈴木さんお願いします。 

 

～音の旅～ 

鈴木：旅と言ってもそんな大げさなものじゃなくて、別に

西表島まで行かなくてもいいのです。ちょっといつもと違

う隣の駅で降りてみる、というぐらいのことでもいいので、

普段の自分と違うところ、非日常に身を置いてみると音を

聴くモードになりやすいかな、というのが子どもたちと活

動していて感じます。ですから学校の中で聞くよりも、ほ

んの 100 メートルでも離れたところで「ちょっと違う所で

聴いてみようか」と言うだけで違うのですね。そういう風

なことがなんとなく実感としてあるので、一歩足を伸ばし

てみると、何か聴きやすいのではないですか、ということ

は感じました。 

 

土田：今、散歩番組が結構はやってますけども、一歩路地

を入るだけで今までと知らない場所に出会えたり、そうす

ると今まで聞こえていた音が遠くに聞こえて、異次元に迷

い込んだような感じを受けたりとか、そういうこともあり

ます。身近な生活の中の旅っていうのも非常に面白いと思

いますね。 

では次は…池田さんにお願いします。 

 

～自分の気に入った音を伝えよう～ 

池田：この「自分の気に入った音を友達に紹介する」って

いう活動なんですけども、今、保育園や幼稚園でもワーク

ショップをするんですけれども、目を閉じると音と心が一

直線で結びつく。僕は子どもたちに「目を閉じると聞こえ

てくる音があるんだよ」って伝えたりします。僕の授業で

は、全員が手作りのアイマスクを持っていて必ず目を閉じ

ます。で、それぞれ音の紹介をするんですけども、自分の

気にいった音を選んでくるって言うのは、これ自分の価値

観で選ぶわけですから、自分の価値観を人に紹介するって

言うことに結果的になりますね。最初は、音を楽しく聞く

ためには目を閉じたら面白く聞こえるぞっていうことから

始まったんですけれど、やり始めたらこれが１年から 6 年

生まで、もうとにかく今日はここに 5 人いたら、この 5 人

の中で探してきた音を見つける…本当に年間を通してこれ

は飽きないですね。それこそ例えばこの爪をこする音とか、

もうわけのわかんないめちゃくちゃ小さい音を持ってくる

んですけれども、その中であったのが、卵の殻の音ってい

うのがショッキングでしたね！あの卵の殻の薄皮を剥いて、

こうやってパラパラっとやると金貨の音がするんでするん

ですよ!…もう想像もつかない音を子どもが持ってくるわけ

です。で、そういう音、自分がこれがいいなって思って音

を持ってくる。それを友達に紹介したそのときに、同じ価

値観を共有する。「わぁ！凄いな!!」。それから絶対に聞

こえっこない音を持ってきたときに、聞こえっこない音な

のに「すごくよかった」って（皆が）いうんですよね。つ

まり出しているだろうと子どもはたぶんイメージするかと

思うんですね。そうすると本当に聞こえない音まで聞こえ

てきたりとか、今まで創造もしたことがない音に対する価

値観を自分と友とで共有する…。ところが中に、時々いる

んですね。いじめられっ子…つまり、あんな音なんか聞き

たくないよって言う反応。そうすると彼が持ってきた音に

賛同する子は一人もいないわけですよ、誰も手をあげない。

気に入った音、どういう風にするか…「これは君が一人だ

けで感じられる君スペシャルな感性なんだね。なんて君は

素敵な感性を持っているんだろう！俺もおもしろいと思う

けど、他の方にはわからない。なんて俺たちはいいんだろ

う！」とこういう風に言い合ったりします。それから、毎

回「その音つまんねえよ」「その音つまんねえよ」って毎

回つまんない方に手を上げる子…実はこれとても大事なこ

とで、他のみんなが「楽しい音」「おもしろい音」って言

っているときに一人だけ「つまんねえ」。これすばらしい

んですねぇ。たいていの場合には、その子のためを思って

るから、その先生がこれを望んでいるだろうと思うので、

いい方に手を上げるんですよ。でも悪い方に手を上げたと

きに、もう「君は素晴らしい！」他の子たちがみんな言い

といっているときに一人だけ悪いといえる。これこそあな

たがどういう感じだかをちゃんと言えている。自分の意見

を持っていることだよ。これが大事なんだよ、と伝えます。 

こういう取り組みを始めて、その子の価値観て言うのは、

自分がこれを大切だって思うってことは素敵なんだよって

いうことが、子どもたちに段々浸透してきたときに、僕ひ

とつ、大失敗したことがあるんですよ。ある時、お茶碗で

…ここに茶碗がありますね…連合音楽会の最初に５つのお

茶碗を、カンキンコンコンカンカンキンコンコンカン…っ

て鳴らす音から始まる音楽会だったんですね、僕たちが作

った音楽。そのうちのお茶碗の一個が、叩いているうちに

ひびが入って、カンキンコッ！コンカンカンキンコッ！コ

ンカン…って、音がそこで止まっちゃうんですよ。で僕は、

同じ音がする…結構難しいけれど…同じ音がするコップを

持ってきて取り替えといたんですよ。…そしたら怒られま

した（笑）。カンキンコンコンカッ！…って「それが止ま

るのがよかったのに!!」どうして、カンキンコンコンカン

…って「いい音持ってきちゃうの？」…その時に彼…彼女

は「あたしはこっちの方がいい」っていう風にちゃんと言

えることにホッとしたんです。ああ…よかった！この子は

自分の価値観でちゃんとやってくれた。翌年、僕また失敗

しちゃいました。いやぁ、やぱっり教師は「これがいい」

と思ってしまうところがあるんですよね。その子は椅子の

天板を叩いて、コンコンコン、コンコンコン、コンコンコ

ン…それが叩いているうちにネジが緩んできちゃって、コ

ンガーコン、コンガーコン、って…。それで、その椅子と

同じ音がするやつを学校中探して、椅子の座る部分の天板

って結構いい音するんですけど、なかなかその音とそっく

りのがなかったんで、学校中探して、ようやく同じ音の椅

子を見つけて替えてあげたんですよ。…そしたらまた怒ら

れました。「先生よけいなことしないでくれ」って、あの、

コンコンガ―！ってあれがいいんだって。自分では、「子

どもがいい」音って言っときながらやっぱり教師というの

は、どうしても「あの音がよかっただろう」って思ってし

まって替えてしまう。子どもの価値観を大切にするといっ

ておきながら、まだまだ、やっぱり僕は、こっちの音の響

きの方がいいだろう…と。先ほど鈴木先生の方からお話し
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があった、教師というのはどうしても、子どもの身の丈に

あったサイズというか、子どもにはこっちの方が素敵なん

じゃないかな、こっちがいいんじゃないかな…と考えてし

ます。でも、こっちの方がいいじゃない？こうやったらも

っとよくなるよ、って言うことは、下手すると、今の君は

ダメだよって言っていることになるんですよね。なので本

当に子どもの価値観で選ぶってことが非常に難しいところ

にもってきて、このサウンド・エデュケーションというの

は、答えがないものを教師と子どもとが、同じ地点から見

られる。 

今までの学校、音楽科教育というのは、すべて再現芸術

ですから、教師が答えを持っています。だけどこれは、そ

うじゃない、新しい価値観で何かものを作っていく。しか

し、子どもの感じ方と僕の感じ方は違う。「でもそれがい

いんだよ、そして二人で…みんなでやる。ひとつのものを

作っていこうよ。」こういうような価値観をつくることが

できるのが、このサウンド・エデュケーションであり、今、

音楽教育で言われている「音楽づくり」、これも下手をす

ると、昔の「創造的音楽学習」のように、結果的には「き

ちんとした音」をつくるための音楽の構成を知るとか、そ

ういう風になってしまいますので、ここで思いきってサウ

ンド・エデュケーションということの意味を前面に持って

きて、答えのないものをみんなで考えていく、それが大事

なんだよ、というような教育概念を植え付けていくという

ことによって、僕は、音楽という教科は、これからも伸び

ていくと思います。(現実には)今どんどん削られています。

何故かというと、「音楽」が巷にあるわけですから、今ま

でのような再現芸術を教えていくような学科ならもうどん

どん廃れていく。新しい価値観を生み出すという意味での

サウンド・エデュケーションを学校音楽科の中に広めてい

きたい。学校音楽科は、プロの音楽を作るんじゃないと言

っておきながら、結局、音楽専科の先生が、教えている…

唯一ですね、あの「算数専科」はいませんものね、まぁ教

科によっては若干最近います、国語専科っています…でも

本当は専門性がなくてもできなきゃいけない、このサウン

ド・エデュケーションというのはかえって、音楽大学じゃ

ない、専門じゃない人がやる方がいい。地方に行けばそう

いう先生方がいっぱいいます。音楽専科ではない先生が自

信を持って、この日本中にサウンド・エデュケーションの

考え方を広めていけば、とてもいい出発点になるのではな

いかと思います。だから「サウンド・エデュケーション元

年」といってもいいんじゃないか、去年ぐらいからね。…

というような思いで、これを広げていくために今、取り組

み始めていることがあります。今日本当は、NPO法人を立

ち上げてこの会場で賛助会員を募ろうと思ったんですよ。

そしたら今日申込書を持ってくるのを忘れて、せっかくみ

んな集まるっていうのに、忘れちゃって（笑）、またお声

がけしますので、ぜひ、私の「音を楽しむ音楽の会」、NPO

法人でございます。賛助会員募集してますので、また何か

の折には、お話しさせていただけたらと思っています。 

 

土田：ポスターのところに名刺も置いてありましたから、

それをね持っていけば…。 

 

池田：あ、ぜひよろしくお願いします。 

 

土田：えー、気に入った音、は私も、小学６年生を相手に

やったことがあったんですけれども、ま、中にひねくれて

る子もいてね、あのぉ、尾籠な話だけど、トイレで自分の

ウンコする音がいいとかって（笑）、そんなこと言う子も

いるんで、どうしようかと…。 

 

池田：でも最高ですよね！！（皆笑）あのぉ、それこそ正

に、その子が感じた世界ですよね。例えばその子はもしか

したら、先生を困らせようと思って言っているのかも知れ

ない、でもそれは子どもたちは普通にやることですよ

（笑）。だから、まともに「なるほど！ぜひみんなで聞き

たいから、今度録音してきて」なんて、やってもいいと思

うんですよね。（皆笑）それくらいに、本当に子どもの立

場に立って、子どもが面白いと言ったものを、それはぜひ

聞いてみたい、…もちろん聞きたくない人は耳ふさいでい

いんだよっていう、聞かない権利も認めながらも…、やっ

ぱりそれをまともに取り上げてあげることで、新しい何か

…それこそサウンド・エデュケーションの第一歩として、

答えがない世界を拓いていくように思うんです。 

 

土田：それで私、なんでその音がいいの？って理由を聞い

たんですよね。そしたら、トイレね、ちゃんとうんこが出

ることはいいことなの、…そういうのが健康を表す音だか

ら、それはいい音なんだ、って理由づけしてくるんで、あ

っそうなんだ！って（笑）びっくりしましたよ。 

 

池田：僕はそこでね、理由づけとか、そういうの好きじゃ

ないんですよ(笑)。なぜかっていうと、感じるものは感じ

るだけですから、それに理由をきいてみてもどうなのか…。 

 

土田：でもききたくなりません？ 

 

池田：ええ!?なんで？（会場笑）そこがまたおもしろいと

ころで、さっきあの、(第１部ポスたーセッションでの、神

林さんの展示と説明にあった)「10 分間でできるサウン

ド・エデデュケーション」、あれちょっと僕ぜひ、実際に
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どういうことやっているのかおききしたかったんですけれ

ども…。感じたものを感じるっていうのを、その、文章に

書くと非常にね、…確かに良さもある、結果的に見えます

からね。でも、危険でもあるわけですよ。なぜかってその、

それが書けないといけないっていう風に思っちゃう子がい

る可能性があるんでね、なので、僕はなるべく結果はきか

ないようにしてるんです。ききたくないもん。 

 

土田：わかります。なかなかそのきかない勇気っっていう

のは、必要なんだなってことがわかりました。そうか…き

いちゃいけないのか… 

 

池田：いやいや、いけないわけじゃないですよ。（皆笑）

あの、屋上で聞いた音、屋上で目をつぶってリラックスし

てきいた音を、あとで感想…よく｢音楽｣って、きいたとき

に感想書くじゃないですか、あれ、嫌っすよね。(笑) 

 

土田：確かにあれはいやですね。 

 

池田：でも、気をつけないとそれに近いものが…例えば、

うんこの音なぜいいのって言われて…いいからいいわけで、

それを理由をきかれても困っちゃう子たぶんいると思うん

ですよね。 

 

土田：その子は立派に答えてくれましたけどね。 

 

池田：それは素晴らしいと思いますけども。 

 

土田：ま、あのぉ、ま、年齢にもよると思うんですけれど

も、自分の嗜好をきちっと形にできるっていうようなこと

も、ひとつあるかなって思ってそういうようなことを訊い

て、まぁ６年生ぐらいだったんでね…。 

 

池田：難しいのは、教育の世界って、本当にすぐ答えを求

めてしまうことが多いと思うんですよ。僕は、あなたがど

ういう風に感じるかっていう、感じ方をやっているので、

極力訊かないことで、子どもが安心して感じられる、その

場を保証するのは、僕は大切だと思ってるんですね。でも

学校現場では、それを、今特に日本の教育っていうのは、 

文章で表せるとか、一見いかにもよさそうなんですけれど

も、もっと感じたままでほっといてくれないかなって

（笑）そういう気持ちはあります… 

 

土田：なるほど…。続いては、ちょっと抽象的だったので、

ゲーム性など…ゲーム性の高い活動ってことで、神林さん

お願いします。 

 

～ゲーム性の高い活動～ 

神林：はい。私もきかない勇気が持てずに、その…。きい

てしまうので…(ご指摘)ありがとうございます。私はゲー

ム性の高い活動と書いたのですが、要するに遊びの要素が

入ったような活動は子どもたちに人気だということです。

今は小学校 2 年生の担任ですが、子どもは単純な面もあっ

て、ワークシートに「なんとかゲーム」と書いただけでも、

配ったら大喜びです。「やった！ゲームだ、ゲームだ！」

という風になる。例えば今日発表した音追いかけゲームと

か、音作りゲームとか、「ゲーム」をつけると子どもは楽

しんでくれるという面があります。最近おもしろかったの

は、音交換ゲームという活動です。二人でペアになって、

端っこからそれぞれ好きな音を出しながら歩いて行って、

真ん中でその自分の出した音を交換するというゲームです。

クラスにはだいたい数人お調子者がいるので、その子達は

もうノリノリで、それこそ顔まで作って、本当に全身感覚

的に音を出してきます。それだけでも面白いのですが、そ

のペアがすごく真面目な女の子の場合でも、音を交換した

ときには、お調子者の男の子の動きをやらないといけない

んです。それがまた面白くて。これはペアの組み合わせ次

第だとは思うのですが。 

 

池田：おもしろい（笑） 

 

土田：はいありがとうございました。ゲームと銘打つだけ

で子どもは、ついノってしまうところがあるわけですね…

逆にそれは、社会人向けとなってくると、ゲームというと

子ども向けととらえられてしまうことがあるかもしれませ

んね。今、結構社会人向けの講座も盛んで、なんとかを

「学ぶ」ってなると 60歳以上の方がどーんと押し寄せたり

しますけど、またその、年齢に応じた引き寄せ方みたいの

もあるかもしれませんね。はいどうもありがとうございま

した。じゃ最後、に兼古さん…。  

 

～百年前からある音を探せ！～ 

兼古：はい、先ほど小菅さんのほうからもお話が出ていま

したが、実は、昔の（今はもう）「ない音」を想像する、

というのもとても楽しいんですけど、僕がやってみて面白

かったのは「（今も残っている）昔の音」を探すっていう

アクティビティをやったら結構盛り上がって、この間も、

埼玉県の川口駅前で「百年前からある音を探せ」みたいな

お題でやるとですね、意外となかなか見つけられなくて苦

労するんですけれど、地元の中学生が「あそこの工場は古

いよ」とか連れて行ってくれて、今度はその工場の人に

「あそこの梵鐘は古いらしいよ」とか、「そこの学校は

103 年前からあるんだ」とか教えていただいて、結構意外

といろいろ時代を超えて受け継がれている地域の音という

のが見えてきて、皆で「一番古い音を持ってくる」みたい

な、そういうアクティビティも面白いなあと思いながら聞

いていました。 

 

～テレビを聴く～ 

兼古：で、その古い音という話とちょっと関係するんです

が、「テレビを聴く」というアクティビティ。これは本当

におもしろいと僕は思っていて、誰でもすぐできるんです

ね。簡単なんです。テレビを壊さなくても、別にテレビつ

けて、目をつぶってもいいし、観てて音に注目してもいい

んですけれども、例えばニュースを「聴いて」みてくださ

い。ＮＨＫ…、最近は少し違ってきていますけど、ＮＨＫ
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ニュースは、音楽がなしで始まることも多いんですけれど

も、音楽があったり、環境音…現場音ではじまるんですけ

ど、オープニングが終わって、4秒沈黙するんです、4秒。

最近違うんですけどね^_^; ４秒っていううのは、実はス

ピーチの極意でも、何か言いたい時があるときに、「そし

て私のいいたいことは…（沈黙４秒間）…実は…」この４

秒の間ってのは実はすごい大事ですよね、というようにＮ

ＨＫではこう「沈黙」というものをものすごい上手に使っ

ているんですよ。(会場 ほう、うん…)で、この沈黙って

言うのは実は、こういう風に「起立・礼」でも、柔道など

の試合でもそうですけど、すごくなんか、真剣に集中して

きけよ、みたいな時の儀式というか、儀礼だと思うんです

よ、そうやって考えていくとＮＨＫはやっぱり上手にあの

公共放送っぽい「フォーマル感」っていうのを、あの沈黙

を使って出してるのが、わかるんですね。この２－３年は

民放化してきて崩れちゃってるんですけれど…、とかです

ね。ドラマとかで、大河ドラマの中のいろんなシーンにあ

の、音効さんの隠れたメッセージがあってですね，まあ、

有名なところでいうと、あの、人が死ぬか、死ぬ直前の予

感のところとか不幸の前兆という場面では、結構トラツグ

ミが鳴いています。だいたい、あのぉ（口笛でトラツグミ

の鳴き声の真似）「ヒー、ヒ―」っていう、夜とか臼曇の

場面で…。これ聞くと、ああ「もうすぐ死ぬな」この人っ

ていう（会場笑）…。最近だと『アテルイ伝』にも入って

ましたし『天地人』でも『篤姫』でも、しばしば死を暗示

させる場面とか不幸の前兆みたいな所でトラツグミの鳴き

声が聞こえてきます。それから「企む」ところや「謀りご

と」の場面に必ずといっていいほど、フクロウの声が入っ

てたりですね…。こうしたお約束の音っていうんでしょう

か、それ一つ知ってるだけで、大河ドラマが何倍も楽しめ

ます。 

他にも色々な事例があるのですが、もう一つは現代ものの

ドラマなんですがこれも面白くて、実は僕はトレンディド

ラマとかはあまり見ない方なんですけど、あれは同じテー

マとか同じ原作を昔と今で何十年か隔ててやったりするん

ですよね。ちょっと前の NHK の『氷壁』なんてあったでし

ょ？あれは井上靖原作のものですが、ああした今と昔で同

じストーリーのものを観比べてみると同じ会社のシーン、

駅のシーン、街のシーン、でもその音の違いに驚くんです。

20年前、30年前のタイムカプセルなんですよね、テレビっ

て。なぜ今こんなことを言うかというと、テレビは今年、

放送開始 60 年で NHK なんかは積極的に昔の番組を『NHK ア

ーカイブス』なんかでやっています。これは 60年という節

目の年だからそういうチャンスがより多くあるのだと思い

ますが、本当に面白いです。ドラマも昔のドラマなんかや

ったりします。そんな時に注目してみてほしいのが、その

音は「誰の耳」なのか…つまり、「聴取点」の問題ですね。

その中のシーンの音が、誰の聞いた音として表現されてい

るか、これを注意して視聴するだけで、発見があります。

例えば「事件モノ」「刑事モノ」。『事件記者』（1958-

1966）とか『太陽に吼えろ』(1972－1986）、或いは最近の

『相棒』（2002-）とか聴き比べてみると…一番わかりやす

いのは電話のシーンなんですが…電話のシーンって「もし

もし」って言って相手の声が聞こえているってことは、そ

の時テレビから出ている音は、電話をしている人の耳にな

ってる。「もしもし」って言って相手の声が聴こえてこな

い場合には、横にいるかカメラの位置に耳があるわけです

ね。或いは物語りのト書きみたいに「神の視点」だとその

両方の音が入っていたりする。答は今敢えてこの場では言

いませんけれども、昔の刑事物、今の刑事物とで違いを比

べると見えてくる。ちょっとマニアックですが、テレビと

いうのは映像だけではなくて、実は聞いてみようと思って

付き合うと実に面白い発見が色々あります。そんなことで

「テレビを聴く」というアクティビティを私はお薦めして

います。 

 

土田：ありがとうございました。確かにテレビの CMなんか

聞いてみると面白いかもしれないですね。今年はまだです

が、６、７月くらいになってくると、テレビからやたらと

風鈴の音が聞こえてきます。ただ、その風鈴の音が、画面

にはガラスの江戸風鈴が映っているのですが、音は南部風

鈴。これ、実際に経験して「えっ」となったんですけれど

も、メディアの人が意図してやったのか、それとも外して

しまったのか・・・（笑） 

 

兼古：それで言うとですね、最近、私が観て（聴いて）笑

っちゃった映画があるんです。ビデオ屋さんにも置いてあ

りますけれども、確かアメリカ人の女性が制作した、東京

を舞台にした怪獣みたいなのが現れる不思議な映画なんで

すが…（※『バトルフィールド TOKYO』（2003））、二人

のアメリカ人ビデオジャーナリストが取材中の東京に巨体

怪獣が出現して街中パニックになる中逃げ惑う、見るから

にあまりお金かけていないＢ級映画があるんですね、それ

が実に面白くて…。それこそ東京の表参道とか青山とか渋

谷とかの場面が出てくるんですけどそこについている音が

めっちゃくちゃ（笑）で…。まず救急車のサイレンの音が

「トーテートーテー」ってヨーロッパ風です。完全に。あ

の人達がそうだと思っている音の、なんて言うか、あれは

ミスなのか、あれはあれで真実なのか、というくらい誤解

に満ちた音の風景が面白いです。そういうように時代だけ

はなく国や地域の音の違いを比較するのも面白いなとおも

います。 
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土田：なんかイメージの世界と現実の世界のギャップとい

うかね、音に注意している人と注意していない人の違いが

見えてくるのかもしれないし、じっくり見ると面白いです

ね。色々とおすすめのアクティビティを聞いてみましたが、

さて、次の話題にいきたいと思います。 

 三番目は「心がけていること」です。色々なノウハウが

あったり、ノウハウ以前の問題であったり。どういう意識

でやるべきか、例会のタイトルも「サウンドスケープのこ

ころ」なので、その「こころ」となる基本の部分。姿勢と

言っていいかもしれませんが、そういうことについて何か

あれば書いていただきたいな、と思います。 

これは書かれた人から伺いましょう。悩んでいる方もいら

っしゃるので。それでは兼古さん、ひき続いてお願いしま

す。 

 

■心がけていること 

 

～スタンダードは必要か～ 

兼古：はい、これはすぐに書けました。僕は２つ書きまし

た。１つは「スタンダードをつくらないこと」。先ほどの

池田さんのお話にもありましたが、これが正しい、これが

スタンダードだとこちらで決めてしまわないこと。メディ

アでも教育でもなんでもそうですが、一番怖いのは、教育

の中でそれを取り扱うことによって「これがもっともそれ

の中心だ」「スタンダードだ」と、こちらに伝える気持ち

はなくても伝わってしまうことがあると思うのです。例え

ば沖縄料理を紹介しようという時、料理って本来、同じ沖

縄料理だって家庭ごとに、地域ごとに、様々な味があるわ

けです、だけど「はい、沖縄料理です」とメディアや教科

書で紹介した途端に、それが沖縄料理の中のもっとも標準

みたいなことになっていくようなところがあります。そう

いう風にならないように、本当は一人一人個別だというこ

とをとても大事にしたいなと思っていて、一人一人の体験

や感覚の中に真実があるんじゃないかな、というふうに思

います。もう一つは、特に「テレビを聴く」なんていうこ

とを実践する時に重要なことなんですが、そこに何が（ど

のような音が）「表現されているか」っていうことも大事

なんですが、同時に何が「表現されていないのか」ってい

うことをいつも注意して僕は観る、聴くようにしています。

そこにないもの、ないこと、伝えられていないこと、隠さ

れてしまっているものは何なんだろうか、あるいは本来そ

こにあってもおかしくないのに、抜け落ちてしまっている

ことは何なんだろうか、ということを考えて見ていくこと

によって、メディアの向こう側の世界が見えてくるような

ことを気にしています。 

 

土田：はい、ありがとうございました。まず「スタンダー

ドをつくらない」というお話でしたけれども、基本的なも

のがないと困りませんか？ 

 

兼古：あの、基本的なものがないと困るのは僕なんですけ

ど、それは「誰が困るのかな」ということなんじゃないか

と思うんですね。生徒は困るんだろうか（？）もちろん世

の中色々な枠組みは必要だと思うんだけれど、何かを問う

たり作っていく時に、答のないものの中では、僕は敢えて

ここを作らないようにした方が面白いんじゃないかなと。 

 

土田：まあシェーファーさんも本を書いて、みんなそれを

スタンダードにしつつ、それをやるなっていうことが大事

なんじゃないかと私、そう思っているんですが。 

 

兼古：スタンダードを知りつつそれを破る、それに囚われ

ないっていうことは大事だと思うんだけれども、一度スタ

ンダードの安心感を知ってしまうと、そこから飛び出せな

い。たぶん対小学生とか対中学生とかって言った時に、特

に答えが決まっていないものに関して、スタンダードって

いうのを、どこでどう持たすかっていうのは、とってもこ

う我慢のしどころのような気もしているのですが、どうで

しょうかね。 

 

土田：この辺は、私なんかはやっぱりスタンダードはあっ

た方が取り組みやすいのかなという意識もあるんですけれ

ども、その辺は見解の相違もあるところかな、とも思いま

す。スタンダードはあるんだけれども、それに囚われずに

やっていくという方が幅が広げやすい。サウンド・エデュ

ケーションっていうことも世間に広まりやすいんじゃない

かなという思いもあります。 

 

兼古：スタンダードっていうのはどういう意味で？ 

 

土田：やり方においての標準というかやり方、こんな風な

やり方があるよ、ということですね。こういう場合はこん

なふうにするとどんな風な想定できるものがあるので、想

定できないかもしれませんが、こういうやり方をまずやっ

てみようかなということもあるんじゃないかな、と思いま

したけれども。 

 

兼古：たぶん私がイメージしていたのは「答にスタンダー

ドはない」みたいな感じではあったんですけれどもね。一

つの作法とかやり方のスタンダードというのはあった方が

いいとは思うけれど、確かにスタンダードがあってそれを

崩していく方がやりやすいんだと思うんですよね。何もな

いところで自由より。もしかしたらそんなに違わないのか

もしれないんですけど、スタンダードっていうことをどう

提示するかということで、受け止める方が「それでいいん

だ」「それに近いほうが価値が高いんだ」みたいな、「こ

れこそ正しい声の出し方だ」とか、もちろん、あるんでし

ょうけど、なんかそれを前面に出すことにすごく躊躇して

いるんですけれども、どうしたらいいでしょうね。（笑） 

 

土田：考え方としては色々あると思いますが、答え方にお

いてのスタンダードは確かに不要かなと思います。すべて

のやり方を受け取るようなところがサウンド・エデュケー

ションにはあると思います。ありがとうございました。 

そうしたら次は神林さん。 
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～自分が楽しむ～ 

神林：私は「自分が楽しむ」ということを心がけています。

これはサウンド・エデュケーションに限らず教育全般に対

して言えることですが、授業でもなんでも教師が楽しんで

やらないと、子ども達には楽しさが伝わらないと思います。

今は真面目なふりをしていますが、おじいちゃんキャラの

「かんじぃ」とか、オネエキャラの「かんねぇ」とか、

「なんとかかんとかよぉ」と言うだけで子どもが楽しんで

くれます。このように色々な工夫をしながら、日々実践を

しています。サウンド・エデュケーションで言うと、先ほ

どの答え方という話と似ていますが、子どもたちの多様性

を楽しめるようになると、なんでも楽しめるようになりま

すね。実践を始めた当初、失敗してしまったのが「１分間

静かに音を聞こう」というアクティビティです。子ども達

は緊張していると、ついついクスクスとか笑い声とかを出

してしまうと思いますが、その時に叱ってしまったのです。

「なんで静かにしないんだ！」って（笑）。これは大失敗

でしたね。笑ったら笑ったで、それは問題のないことだと

今は考えられるようになりました。そうした子ども達の多

様性を受け止めていくことが、自己肯定感や他者理解につ

ながっていくと思います。このように、多様性を楽しむと

いうことを今は大事にしています。 

 

土田：ありがとうございました。「エデュケーション」と

いう言葉は何かしら上から目線と言う気がしますけれども、

自分が楽しむとなると同じ目線になるような感じがしてい

いですね。自分が楽しめるようなことをすると「これ、楽

しいんだよ」というのに相手も乗ってくるというようなと

ころもあるかな、と思いますね。それにしても、神林さん

の「オネエ」なところも見てみたいような気もします。

（笑）以後、「オネエ」でお願いします。（爆笑） では、

小菅さん、お願いします。 

 

～参加者・子どもから学ぶ～ 

小菅：今のお話と思いは同じなんですけれども、私もサウ

ンド・エデュケーションというと、エデュケーションは

「教育」なのですが、「教育する」っていう目線だと違う

かなということを感じました。私自身も参加者のひとりと

してその場にいることを楽しみ、参加した人からいろいろ

と教えてもらっています。音の感じ方というのは人それぞ

れで、私の場合、大人も子どもも一緒にやっていますから、

子どもから学ぶことって意外と多いので、今は固まってし

まった脳細胞を子どもによって柔らかくしてもらっている

というような姿勢をこころがけてやっています。私の活動

の中では、◯、△、□の音を探そうということをしている

のですが、最初のうちは「なぜその音が△だと感じた

の？」と問いかけてしまっていたんです。でも問いかけて

も答は返ってこないんですね、子どもから。「なんでかわ

かんないけれど、そう思ったんだ」と。それを聞いた時に、

それ以後、問いかけないようにはしていて、子どもが△だ

と感じたら、それは△なんだと、自分も教えてもらうよう

な感覚で一緒にやっています。 

 

土田：ありがとうございます。臨床心理で「オウム返し」

というのがありますよね。相手の言ったことを、そのまま

相手に繰り返す。それによって相手側は鏡を見ているよう

になるんですね。「ああ、自分は今こう言ったんだ」とも

う一回受け止めることになる。それで自発的に出てくるも

のであればいいのではないかと思いますけれども、確かに

「なぜ」って聞かれると対決になってしまうようなところ

があるのかな、と。それは私も気をつけたいと思います。

では、鈴木さん、お願いします。 

 

～説明しない、アウトプットを求めない～ 

鈴木：「説明しない」ですね。実はサウンドスケープ協会

の発表でもたまにあるのですが、何か音を聴いていただく

ことってありますよね？ その時に、音を流しながら説明

してしまうことってありますね。私も昔よくやってしまっ

ていたのですが、あれはやはり良くないな、と思うのです

よ。とにかく説明しない。説明してしまうということは、

その音を聴いてどう感じるかという選択権を相手に渡さな

いで自分で握ってしまうようなところがあるんですね。で

すから、説明しない。子どもたちと音を聴きに行った時も、

説明してしまったら、横に並んでいるのではなくて上に立

ってしまいますから、説明しない。じっと音を聴く。何か

言いたいことがあっても聴いている最中は我慢する。説明

しないということを心がけています。 

 

土田：理由を聞かない、説明しない、かなり禁欲的な立場

ですね。 

 

鈴木：まあそうなのですけれど、学校教育って子どもにす

ごくアウトプットを求めるんですよ。作文を書かせたり、

テストで何点だとか、音楽だったら歌をちゃんと歌えてい

るかとか、すごくアウトプットを求める。でも、本当はイ

ンプットだけでもいいのではないかと感じる場面もいっぱ

いあるんですね。それを大事にするようなことも心がけて

います。 

 

土田：私もついつい説明したくなりますね。私の出したパ

ネルなんかもそうですけれど、やっぱり理由とか根本原理

とか、言わなくていいところを、興味を持って自分から動

くところへ誘導してやればいいものを、ついつい「これは
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こうなんだよ」って言いたくなっちゃう。確かにあります

ね。その対象が誰かにもよりますけれども、相手が興味を

持ってのってきたらその時に対応するのがいいのかな、と

いうようなことを感じています。さあ、満を持して池田さ

ん、お願いします。 

 

～ムカデのダンス～ 

池田：自分の考え方、感じ方を相手に押し付けないってい

うわけだけれど、僕は押し付けているっていうわけではな

いのだけれど、「僕はこう考えている」っていうのを前面

に出しすぎてしまうきらいがあるので、今ずっとお話があ

ったように自分の考え方をやる前に相手に「これは僕の考

え方、感じ方なんだけれどキミはどう？」っていうのを常

に教師側が意識していないと出てしまう。今、ひとつ説明

をする、説明をさせるのに、昔、自分が楽しんでこのサウ

ンド・エデュケーションをやっている時に「どうして池田

さん、楽しいの？ それのどこがいいの？」と聞かれた時

に、「だって楽しいんだもん、この楽しさをどうやって説

明すればいいの？」と思っていたんですね。それはミヒャ

エル・エンデの書いたある逸話の中に「とても踊りの上手

なムカデがいた。意地悪なカブトムシがムカデに手紙を書

いた。あなたは何番目の足を動かした後に何番目の足を動

かすとあんなに上手に踊れるようになるんですか？ それ

を読んだムカデは、考えた。考えたら踊れなくなってしま

った。」というのがあります。僕も、どうして楽しいのか

を考えたら楽しめなくなってしまうのではないかな、とい

うところはあります。ただ、アウトプットとインプットの

話、これも強烈な圧力で、音を僕達、聴きますよね。「聴

きっぱなしでいいの？」って聞かれるわけですよ。それが

実は聴きっぱなしってことはインプットの音楽だ、非常に

いっぱいインプットしているからそれが結果としてアウト

プットされるのだけれど、ある時、こんなことがありまし

た。僕の音楽会、合同音楽会やっていますけれども、既成

の曲をやったことはほとんどありません。全部、石っころ

とか足音とかそういうものだけで音楽を作っています。石

っころの音を出している時に、この石っころで自分だけに

しか聞こえない音を出してごらん、て言うんですね。石っ

ころをカチッとすると、もうそれだけでみんなに聞こえて

しまう。自分にしか聞こえない音を出すにはどうしたらい

いんだろう、とみんな必死にやるんですよ。ものすごい緊

張するんですよ。音をだす時にすごく気を遣う。合唱でピ

アノで高い音を出すので、ファの音をだす時に弱々しい声

で出していたんですね。石っころで出してごらんって言っ

た時とガラッと変わっちゃうんですね。緊張感のあるピア

ニッシモ。それからある子が乱暴に楽器を叩いていた。木

の切れっ端を叩くとき、どこでやればいい音がするだろう

って言った時、ものすごく注意してやっていたんですね。

だから「音を大事にしてごらんよ」って言ったらがらっと

変わっちゃう。つまり音の聴き方をいっぱいやっていると、

そういうことができる。そうしたらある先生が「池田さん

のやっている『音を聴く』っていうのは非常にいいことだ

から、池田さんの合奏や合唱、あれだけいいんだから、い

っぺん連合音楽会で普通の演奏をして、こういうことをや

ればこういうことができるようになる、ピアノの音も出せ

るようになる、音も大切にする、そういうことをすればみ

んな池田さんのようにやるよ。」と言われたんです。その

話を聞いた時に「絶対やっちゃいけない」と思いました。

なぜかというと、インプットの音楽が、アウトプットの音

楽を上手に演奏するために、そのインプットがあるんだ、

っていううことじゃ意味がないんですね。感じるっていう

ことを大切にしていますから。でも、今のたぶん音楽の授

業に入ってきている「音楽づくり」というのも下手をする

といかにアウトプットするか、アウトプットされたものを

どう理解するかのために音楽作りをしましょうってなって

しまう可能性はすごくあります。ちょうど日本の伝統音楽

をやりましょうって言った時に、和楽器、琴とかやります

よね。あれは結果的に言うとピアノが琴に変わっただけで

何の変化もないんです。日本の音楽というのは非常に難し

いもの、やっかいなもの、僕は尺八や詩吟をやるんですが

非常にやっかいです。やっかいなものを一生懸命やるから

意味があるんで、それをドレミで表しちゃったらあれはも

う文化の伝承ではまったくないわけですね。本当のことを

考えるとアウトプット、インプットはともにとても大事。

それから説明することも大事。でも同時に、我慢すること

もとても大事なんです。スタンダードという考え方も、ど

ういうものをスタンダードとするかという捉え方で全然変

わってくるし、もっと言うとエデュケーションって一般に

教育と訳されますが、僕はエデュケートっていうともとも

と「引き出す」っていう意味があるって聞いたことがある

んです。僕の場合は子どもの中にある何かを引き出すこと。

お前それいいじゃん、面白いよ、他の人とは違って君はそ

う感じたの、面白いねって、気がつけば再現芸術としての

音楽がエデュケートする音楽に替わっていく。完成品があ

るんじゃなくてサウンド・エデュケーションに関してはま

さにエデュケートすることが中心になる、そういう画期的

な方法だと思います。エデュケーション、何かを引き出す

っていうことでいうとサウンド・エデュケーション、まさ

に答がない問題、あなたがどう感じるかを大事にする、だ

からこそそれがとても大事だと。僕も反省を含めて、自分

の感じ方を大事にして「こうなんだよ」ってなるべく言わ

ないようにする、僕が子どもに言うことが相手から引き出

す、結果的にサウンド・エデュケーションの真骨頂なので

はないかという気がしています。もともと僕は自分が楽し

いのがよくてやっているんですよ。だけどついつい「これ

楽しいだろ」「これいいだろ」って言いすぎてしまうよう

な気がしますので、ちょっと自戒の意味を含めて思いまし

た。サウンド・エデュケーション。これからの日本の子ど

もに絶対必要だとおもいます。 

 

土田：はい、ありがとうございます。ムカデのダンスね。

ちょっと後で調べてみます。なにか暗黙知みたいなものっ

てありますよね。それは音楽にしても何にしてもそうなの

かもしれませんし、何か美を感じるものは「なんでいいの

か」なんて本来、言えぬもので、それをまず感じてもらう

ことでまあどの段階かで評論することで出てくるのかもし

れませんが、それはまたその話で、子どもたちには特にそ
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ういう話ではないのかなと感じました。 

 

池田：特にですね、説明できた方がいいっていうことにな

ると、結局、見る側が「この子は説明できたからいい」と

いうことになると、特にこのサウンド・エデュケーション

の場合は気をつけないといけないと思うんですね。学校教

育の場合にはそれを自分の言葉で言い表せるとか文章にか

けることがいいとされていますから、感じるということは

違う分野だと考えないと、難しいですね。 

 

土田：はい、ありがとうございます。次が「私の失敗例」

と思ったんですが、皆さん、失敗例、どんどん晒しちゃっ

たので（笑）ちょっと勇み足だなと思いながら、さっき打

ち合わせしたのにと（笑）でも、まあかぶってもいいし、

新しい失敗のネタでもいいので、ぜひとも失敗例を書いて

ください。あなたの失敗例から学ぶこともあるかと思いま

す。フロアの方もぜひフリップボードに質問等書かれてく

ださい。こちらからふりますので。 

 

土田：書けた方が既にいますので、じゃあ神林さん、お願

い出来ますか。 

 

■私の失敗例 

 

～聞くのが苦手なのは教師～ 

神林：具体的なエピソードというよりは、また教育全般に

なってしまいますが、『教師が話を聞かない』ことです。

典型的な教師の口癖は、「静かにしなさい」や「話を聞き

なさい」が多分ベスト５に入ると思いますが、そう言って

いる割に教師側が話を聞いていないことが多い。どうして

も一方的な教え込みになってしまったり、なかなか子ども

に寄り添って考えられなかったりすることがあります。私

はなるべく「静かにしなさい」、「話を聞きなさい」とは

言わないよう心がけているつもりですが、それでも日々の

授業の中で、結局こちらの価値観を押し付けてしまったな、

とか、子どもの考えを引き出せなかったなということはあ

ります。そういう意味では、毎日失敗をしています。 

 

土田：ありがとうございます。最近は大学生もなかなか話

を聞いてくれなくって困ることがあるんですけれども「静

かにしろ」って言ってもなかなか静かにできないんで、そ

こはね、やっぱり先ほど兼古さんがおっしゃっていた４秒

の沈黙ですか、沈黙すると「あれ？」と思って注目してく

れたりするんですね。そういうテクニックを我々生かしな

がら進めていったほうがいいのかな、と思いますね。 

 

神林：私も沈黙はすごく使いますね。なるべく喋らないよ

うにしようと思って、静かにしてほしい時は沈黙をしてい

ます。 

 

土田：ありがとうございます。それでは二番目に書き終わ

っていた鈴木さん、お願いします。 

～つい、きいてしまった一言～ 

鈴木：「面白かった？」と聞いてしまったことがありまし

た。合宿で沖縄に行った時に浜比嘉島っていう島があるの

ですけれども、そこで夜明けの音を聴いていたんですね。

子どもたちと並んで。一時間近く。いい所なんですよ。波

の打ち寄せる音も聞こえて、岩に囲まれていたので音の反

響がすごく良くて鳥も鳴いて本当にいい所だったのです。

聴き終わって、みんなで朝ごはんの支度に向かった時、一

人わりとやんちゃな子が私のところに来て「ねえねえ、今、

何分くらい聴いていたの？」って言ったんで「んー、１時

間近く聴いていたんじゃない？」と答えたら、彼が「ふー

ん」って言ったんです。ついそこで「面白かったの？」っ

て聞いちゃったんですね。言った瞬間に「あー、聞かなけ

ればよかったなぁ」と思ったのですが、向こうの方がずっ

と上手で「うーん、それはわからない」（笑）って言った

んです。 

 

池田：それはやられたなぁ！ 

 

鈴木：彼がそう言ってくれて助かったのですけれども、や

っぱりそこは聞いちゃダメだったんですよね。我慢しなけ

ればいけなかったな、と思いました。それと、ちょっと話

は違いますが、神林さんがおっしゃっていた「静かにしな

さい」という話ですけれども、ポスター発表で佐々木さん

が書かれていたことはすごくいいですよ。ブライアン・イ

ーノの音楽をかけていて、というお話し。あれは、すごく

いいな、と思いました。 

 

土田：ありがとうございます。私なんか、大学生相手だと

「面白かった？」じゃなくて「わかった？」って聞いちゃ

うんですけれども、みんなわかったような顔はしているん

ですよね。ま、だいたいわかっていないんでしょうね。だ

から、理解っていうのは難しいですね。理解とか感じるこ

と。理解することも難しいし感じることも難しいし。でも、

「わかった？」と聞きたくなっちゃいますね。はい。では

三番目に書き終わった小菅さん、お願いします。 

 

～“自主性”と“メソッド”～ 

小菅：私は「自主性にまかせ過ぎてしまった」というのが

失敗の一つです。もちろん「音を聴く」というのはそれぞ
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れの能力で聴くので、こうしなさいとか、ああしなさいと

か言ってはいけないんですけれども、地域の活動としてや

っていますと年齢も含めて、色々な方がいらっしゃって、

しかも、どんなことやっているんだろうと興味本位で参加

する方もいらっしゃるし、音に興味を持っている方もいら

っしゃるし、色々な方がいらっしゃるのでばらつきがある

んですよね、聴き方に。アンケートを見ますと、耳で聴く

よりも目で見る方に集中してしまって、歩きながら聴くっ

て難しいと感じている方が多いようです。今まで三回やり

ましたけれども最初の１、２回はわりと自主性に任せてい

て、最初に簡単なオリエンテーションをしたのですが、そ

の後は、聴きながら歩きましょう、歩きながらメモしまし

ょう程度に抑えていたんですけれども、アンケートで「ど

うやって聴いたらいいのかわからなかった」「意識が目に

いってしまって音を聴く方に集中できなかった」というの

がありましたので、３回目を実施した時には、ここでは何

を聴いてみようというのを決めまして、ここでは何の音を

聴く、ここでは何のアクティビティをする、そういうのを

決めておくことで、ワークショップの後半では、参加者も

どうやって音を聴いたらいいかというのがわかってきまし

て、自ら音を聴こうという自主性が出て来ました。ですか

ら自主性に任せていたら、ただ歩くだけになってしまった

かな、と。それは反省点とさせていただきました。 

 

土田：はい、それは難しいところですね。さじ加減という

か。特に小さい子どもたちなんかですとわらわらとあちこ

ちバラけてしまったりしますし、安全の話も考えながらの

街歩きをしているとそういうことも出てくるでしょうし、

自主性とその辺の絡みっていうのは大変かな、と思います

ね。 

 

小菅：学校教育であれば段階的に「教室の中で音を聴いて

みよう」からだんだん外に、広い所に出て行こうとなると

思うんですが、地域活動だといきなり外で音を聴いてみよ

うということで、しかも歩きながら、景色を見ながらとな

りますと、何をどうしていいか、焦点をしぼれないんじゃ

ないかな、と。サウンドスケープという概念がある程度わ

かっていて、興味を持っている人ならいいのですが、そう

でないごくごく一般の方にとってはまだまだわかりにくい。

そう思います。 

 

土田：はい、ありがとうございます。 

 

池田：ちょっといいですか。今、それ自主性、あのその場

合のオリエンテーリングで音の聴き方についてやりますよ

ね。例えば初めての人は音の聴き方ってわからないんです

けれども、音を聴く方法は事前に教えていらっしゃったん

ですか？ 

 

小菅：オリエンテーションでは、まず、１つ目の場所でじ

ゃあ耳をすませてみよう、周りの音にすませてみようとい

うのをやって、聴こえた音を書きだしてみようということ

をやっています。そして、じゃあこのようにして地図にき

こえた音を書いていこうね、だけだったんですよ、１回目

と２回目は。 

 

池田：つまり１箇所に止まって聴くのは確かに方法を教え

られましたね。歩きながら聴く方法はおしえていらっしゃ

ったんですか？ 

 

小菅：その時は教えてなかったです。 

 

池田：そうですね、つまりたぶんそれは自主性ではなくて、

方法をしっかりやっていればその自主性というのとメソッ

ドというのは別のもので、その方法をしっかり教えた中の

自主性、サウンドスケープの場合、方法が決まるとかなり

その中で自主性が伸びると思うんですね。ですから自主性

に任せすぎではなくて、多分メソッドの問題じゃないかと

いう気がします。 

 

小菅：それもあると思います。自分自身もどのようにした

らよいか、わからなかったのと、１回目の実施ではうまく

いっていたものですから。１回目はトライアルとしてやっ

たので、参加者は知り合いだったりサウンドスケープに対

して興味のある方だったのでできたんですけれども、それ

を２回目に全く知らない一般募集で集まった人たちで同じ

ようにやったら大変だったんです。 

 

池田：そうですね、その時に反省点、失敗点は自主性に任

せすぎっていう失敗ではなくて、メソッドについての反省

であったと。やっぱりこのサウンド・エデュケーションの

場合には、自主性にうんとたくさん任せる部分がないと、

いけないと思うので、それはメソッドについての配慮が足

りなかったと捉えられた方が、本当にサウンド・エデュケ

ーションは自主性に任せ過ぎちゃって失敗するようなこと

ではないと思うんですよね。それこそ自主性は一番重んじ

られるところなので、メソッドについて考えていく方向が

いいんじゃないかと思います。 

 

～学校教育と地域活動～ 

来場者・池田明子：すみません、よろしいでしょうか。音

を聴くというのを学校では段階的に出来る、といういお話

が出ましたけれども、実は学校では全くできません。です

から、民間のところで聴く活動を浸透させていくことが一

番いいことではないかと思います。私は４０年間、東京で

音楽専科の教員としてやってきたんですけれども、しかも

音を聴くのと創る活動で授業を組み立ててきたんですけれ

ども、この音を聴くということは、文科省の聴く活動とい

うのは、例えば低学年では身の回りの音を聴きましょうと

いうことで、音を聴くことが心を育てるって思っているん

ですけれども、そういう活動かなと思うとそれは結局五線

譜の曲を理解するためにそれをじゃあ次はどういう聴き方

をするかという話で、確かに段階的にはなっているんです

が、それはあくまでも曲をイメージしたものになっている

ので、本当に子どもたちの自主性を育てる活動にはなって

いないと思います。ですから、本当に街の中で音を聴くこ
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とがどれだけ大切かということで、ぜひ続けていかれたら

いいなと思いました。 

 

小菅：そうですね。学校の中では難しいことは私もわかり

ます。もし、これを学校でやるとしたら、ということで発

言しました。同じ年齢層の子が集まっているわけですから、

先生がプログラムを組んで段階を踏んで計画的にできるで

しょうが、地域の活動だと何も予備知識がないまま集まっ

てくる人たちに「さあ、聴きましょう」というのが難しい

ということです。 

 

来場者・池田（明）：そうですね。音楽の時間にずっとた

とえば５分か１０分、自分で用意してきた音、私が用意し

てきた音、目を閉じて音を聴くということを、ずっと続け

てきたんですけれども、そこには技能もなくて本当に自由

に聴く時間ということだったので、そういう子が街の中で

音を聴くということだったら素直に聞けるようになるかな、

と思ったんです。 

 

小菅：多分子どもたちは学校での様子と地域活動の様子と

では、違う顔を見せていると思うんですね。父兄の方もお

っしゃっていましたけれども、普段は全然違うと。全然違

う顔が見られて面白かったとおっしゃっていました。学校

では多分、後で評価されることを意識してやっているので

しょうけれども。ですから面白くなくても面白かったと言

っているのかもしれませんし、集中していなくても集中し

ているかのように書いてしまう子もいるだろうし。でも、

こういう地域の活動だと素直に、面白くなかったら本当に

面白くなかったと言いますからね。 

 

来場者・池田（明）：私も子どもと一緒に外に出て音を聴

く活動をした時に、噴水のところまで行ったら立って聴い

た時の噴水の音と、目を閉じて聴くんですが、座って聴い

た時の噴水の音って違うんだねって言われた時、全員でや

ってみたら「確かに」って言ったっていうこともあって、

本当にあの集中して聴くっていうことが大事かなって思っ

たんですね。で、一つ質問があるんですが、さっきの発表

の時にイヤークリーニングというのがあるっておっしゃっ

ていたんですが、どういうものなんでしょうか。 

 

小菅：イヤークリーニングはマリー・シェーファーが提唱

したサウンド・エデュケーションのプログラムの一つで、

耳をクリーニング、耳を掃除するっていうことなんですが、

聴こえた音を全部書きだすという音を聴く方法の一つです。

だから、まあ何気なくこれまで聴き逃していた音も聴こえ

るように耳を集中させましょうというアクティビティです。 

 

来場者・池田（明）：はい、私もそれやってみたんですけ

れども、私の仲間たちもやった時に、そのイヤークリーニ

ングをした時に、すごく上がったって、ま、高まったって

いう表現だったんですけど、それはどういうことかという

と、聴いた音を書いた数がとても増えたので、それはすご

く高まったっていう表現をされた方がいたんですけれども、

数の問題になってしまうとすごく危険かなと、教員として

はたくさんあった方が「この子って伸びたんだな」って捉

えがちになってしまうんですけれども、聴こえた音はひと

つしか聴こえなかったよっていう子もいるんですね。です

から、そういうところも難しいんだと思います。どうして

も数が増えると、私の聴かせ方が良くなったんだって思っ

て感想を言われた教員がいたんですけれども、そこも難し

いなと思いました。 

 

小菅：多分学校でやると、「たくさん聞こえる＝優秀」と

いうような図式になりがちで、学校でやると多分聞こえな

かったような音でも書いちゃったりとかっていう場合はあ

るかもしれませんが、地域でやると、評価はないわけです

からここでは、正直に本当に１つか２つしか書かない方も

います。 

 

来場者・池田（明）：どうもありがとうございました。 

 

土田：そしたら次は、兼古さんお願いします。 

 

～言葉化しない、感じ方～ 

兼古：失敗談ということで、「最後まで学生の名前を覚え

られなかった」（笑）。本当に僕は名前を覚えるのが苦手

で、高校の授業も経験したし、今は大学でもやっています

が、本当に覚えられないんですよ。ひとりひとりの顔立ち

や姿や声はよく覚えていて雰囲気もわかるんだけど、本当

に言葉化するというか、井上さんとか山本さんとかってい

う名前を覚えるというのが正直苦手で、その人のことを覚

えてないのかというと、決してそんなことはなく、すごく

よく知っているんですけど、名前が出てこないだけで、言

い分けっぽいですが、そういう覚え方ってあるんじゃない

かと思っていて、名前はわからないんだけどその人のこと

はよく知っているし似顔絵もかけるみたいな…。屁理屈を

いうと、音も似たようなことがあるのではないかと、何の

音だか言葉としては思い出せないけれど、どこかで聞いた

懐かしい音…とか。 

 

土田：名前を呼んでもらえると嬉しいっていうのは確かに

ありますよね。この人名前覚えてくれたんだっていうのは

あると思いますけれども…お名前何でしたっけ？（笑） 

 

49 



サウンドスケープ第 15 巻 2 号 

 

兼古：兼本です（笑）。でも、名前を間違えたりすると、

やっぱり学生は本当に悲しそうな顔するし、すごく心が折

れてしまいそうな感じなんだなと思って、気をつけたいと

思っています。 

 

土田：私も時々名前がわからなくなります。はいじゃあ、

次は池田さんお願いいたします。 

 

～サウンド・エデュケーションと評価～ 

池田：僕は授業が始まる前に「僕は名前を覚えられない特

別な病気です」って必ずいいますからね、講義の前に。

「あの子転校生」っていうと「昔からいたじゃん」って言

われる。 

僕の失敗です。音楽づくりのアドバイスに失敗しました。

どういうことかというと、音楽づくり、自分達が選んでき

た音で、それを重ねて曲を作る、アンサンブルをつくるん

ですけど、そういうときに、大田区の研修会で先生方が作

るそれぞれのグループに、「そこんところ消すと、もっと

緊張感が高まってもっとよくなりますよ」ってアドバイス

をしたら、ある方が「そっちがいいんだったらはじめから

そっちを教えてください」と言われた。いいっていう答え

をもっている、つまり僕は…１５年くらい前だったと思い

ますけれど、どうしても教える側はある評価をもってしま

うんです。どこをどういうふうに評価するか、例えばイヤ

ークリーニングで何個聞こえるかっていう課題は一度に３

回くらいまでですよね、ばーっとやって、みんな聞こえて

くればいい点数だと思ってたくさん書きます。でもそれで

は意味がないですから。評価が非常に難しい。再現芸術は

答えがあるから評価しやすい。音楽大学を卒業してきた人

達は音の聴き方、作り方は習っていない。何も習っていな

いところでどういう観点で評価するかが難しい。サウン

ド・エデュケーションでも難しいところかもしれません。

サウンド・エデュケーションでもそれがわかってくると浸

透するのではないでしょうか。学校現場でこれを広めるた

めには、評価の方法を考える必要があるのかな。私は評価

とは別に、これは評価しません、僕は笛と歌だけで評価し

ます、やりたい人は練習してくれば点数あげます、これは

評価しません、それは心を育てる勉強です、と断った上で

保護者にも積極的に理解を求めてきました。ただし残念な

がら８年前に校長から「君のやっている音楽はわからん」

と言われ、「誰でも、音痴でもいいから歌う子どもを育て

てほしい」と言われました。歌を歌いたくないときは歌わ

なくていいんですよ、というのが通用しなくて、それで心

が折れて学校を辞めるはめになりました。学校現場で広め

るとすると評価が一番問題になってくると思います。僕の

失敗でした。 

 

土田：ありがとうございます。評価の話は難しいですね、

確かにね。評価とはなれたところでやっている地域の話と

かいうのはいいんですけれども、学校教育では確かにそう

かなと思いますね。大学でもちょっと入れているんですけ

れども、どうやって評価しようというと、何か書いてあれ

ばオッケーだよぐらいしか言えなくて、そういうところは

非常にやっかいなところだと思います。 

 

土田：さて、時間の方が大体当初狙っていた時間なんです

けども…。出展者の東海林さん、是非一言。 

 

出展者・東海林：評価のことが出ましたけれども、結局、

学校でも評価はしなくてはならないです。学校現場はとて

も忙しいものですから、第三者である誰かが客観的に納得

できるような評価の仕方（項目の枠組み）を、示していた

だけると非常にありがたいと思うのです。個人で実践して

いると、他者に理解してもらうことがむずかしいというの

が現状です。ですから、今回の「共通事項」が打ち出され

た時に、音づくりの評価においては、子どもがつくった音

楽のどこがどのように音楽的要素結びついているか照らし

あわせたり、言語表現も重視されたこともあり、子どもの

つくる音楽そのものが形骸化してしまったりする傾向がで

てきてしまうことも否めません。言い換えれば、つくった

音楽の形だけを評価をしてしまうという現状があるわけで

す。しかしながら、さっきの話とつじつまがあわなくなる

のかもしれませんが、メソッドっていうのもすごく私は大

事だと思っています。学校現場でもメソッドをしっかり教

えて、音の聴き方にもたくさんあるという例をたくさん与

えながら、その中で個々の音の聴き方を選んでいけるよう

な、教育ができたらいいなと思い、今回、千葉の博物館で

の発表（2013 年 10 月）は、音を聴くスタートのメソッド

をやってみようと考えているところです。ありがとうござ

いました。 

 

■今、悩んでいること 

 

土田：そしたら今度はですね、ここにおられる方全員で悩

みもろもろを出していきたいなと思っております。皆さん、

フリップボードには既に何かしら書いていただけたかと。

じゃ皆さん、出してみていただけますか。さっと出された

のは川崎さん。 

 

～サウンド・エデュケーションは次の教育の形～ 

来場者・川崎義博：一番最初にこれを書いたんですけれど

も。東京芸大の川崎です。先端芸術というところで音の表

現全般を教えてます。といっても僕の受けてきた教育って

いうのは芸術とか音楽ではないですけれども。この仕事を

色々している中で、今日のお話を聞いてて、結局さっき言

ったように、評価しないとか、答えを聞かないとか。これ

は、ほどから何度も皆さんご確認されているように、こち

らが上に立って教えるということではない。だからそうい

う意味では鈴木先生が言われているようにサウンド・エデ

ュケーションは次の教育の形だと思うんですよね。ただ一

方では、今の大学というのはアンケートということでその

授業評価が出るようになってしまって。アンケートは誰が

作っているかというと、コンサルが作っているんですね。

結局、サウンド・エデュケーションや哲学はアンケートの

評価軸に乗っかるかというと、絶対乗っからないわけです
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よ。本来的に、ある意味、みなさんは素晴らしいことをし

ようとしているんだけれど、今言われた評価っていうのは

国全体で方向を決めている教育とぶつかる。非常に困難な

現場に実はいると思うんですよね。そういう意味では、そ

う言っていてもしょうがないので、自分達で何らか出さな

いとダメだと思うんですけど。確かに言われているように、

芸術の方でも新しいことをやる場合、結局新しいことなん

だから、それに対しての評価軸って本当はないんですよね。

むしろ、その評価しようとしている人が、旧来のものに基

づいて評価軸を決めているので、それは推し量れないんで

すよね。そういうところを自分達で考えて、押し破ってい

くことが必要になってくる。全般的にはやっぱり大学全体

はアンケートで授業が決まる。私もアンケート評価をウェ

ブに載っけられています。そこから見えてくる授業なんて

全然表面でしかないわけですよね。だからそういう意味で

は皆さん貴重な仕事をやられていると思う。 

 

～子どもの耳になっているか～ 

川崎：同時に、一番最初に書 いたんですけど、果たして僕

たちが子どもの耳をもっているかどうか？ 本当にフラット

な、ピュアな耳を持っているかどうか？ということが常に

問われるのではないかって言うのは。アー ト作品で、金沢

２１世紀美術館にプールがあって、水の下に入れる。あの

作品を作ったレアンドロっていうのがいるんですけど。彼

の言葉ですごく残っているのは、「自分が小さい頃、子ど

もの頃は何を見てもすごい不思議で、もう毎日毎日が色ん

な冒険だと。つまりショーウィンドウに映る風景みても、 

ものすごく色んな発見があった。自分が作っているアート

作品ってその時の体験を落とし込む こと。」つまり、我々

がサウンド・エデュケーションを仕掛けている、我々がひ

ょっとしたら子どもの耳 になれているかどうか？本当にピ

ュア というかブランク (真っ白)なのかどうか。映像の作

家でビル・ビオラという有名な人が固執しているのが、赤

ちゃんが生まれて来たと きに、目は見えないけど光を感じ

ている。その時に何を感じているか？初めて映像を見たと

きに何を感 じているのか？ということ。つまり、それくら

いになって音を聴くっていうか、ビビッドな体験がすごく

必要だと思うのですが。一方では、大学に入ってきている

人 はもう最初からデジタルでできた音楽、しかも非常に狭

い範囲、色々聴いているんだけど狭い範囲だったり、ゲー

ムの世界でしか育っていない。彼らにとってゲームとは現

実の一部。だからそういう意味で、サウンド・エデュケー

ションで、我々自身が問いかけなきゃいけないのは、本当

に子どもの耳を自分がもてるのかどうかな？という疑問。

そのもとに、ちょっと書いてみたんですけれど。 

 

土田：なかなか、その評価の話にもつながる話で、難しい

話なんですよね。例えばゲーム音楽で育ってきた世代が大

きくなってそのゲーム音楽の音を否定されたら我々の人生

ってなんだったんだということにもなってくるわけですよ

ね。どうなんでしょうね。 

 

川崎：逆にデジタルでしか聴いてきてないので、逆にアナ

ログの音を本当に聴 いた時 に、すごくビビッドな体験に

なるんですね。それは実例として田口さんというスピーカ

ーのメーカーに来る若い子は、「こんないい音がスピーカ

ーからするなんて知らなかった。」と言う。それは個人体

験で、ミニコンか、安いイヤホンでしか育ってきていない

子にとって、ビビッドな音が再現されるスピーカーはすご

く魅力なんですね。一昨年「ちぐさ」という戦前からあっ

た日本一古いジャズ喫 茶の再現したときに、そこに残され

ていたスピーカーを再現しました。その時、若い人が 「音

を聴くって、こういうことなんだ！」と感激していた。つ

まり何かというと、でかいスピーカーが あってそれに包ま

れるということなんですね。いわゆる音を体感する。そう

いう体験がなかった。年寄りと一緒に座って、その中に自

分がいて共通に音を体験してる。だから、まだまだそうい

う体験は逆にできるので、そういう場を設定してあげられ

るっていうのもあるとは思います。 

 

土田：ありがとうございます。 

 

～サウンド・エデュケーションから教師が学ぶこと～ 

鈴木：いいですか。評価のことなんですけど、サウンド・

エデュケーションの評価って本質的には無理だと思うんで

すね。どうしたってインプットを重視するわけで、音を聴

いた子ども達をＡとかＢとかＣとかって評価するのは無理

なんですよ、無意味なんですよ。ただ、さっきからお話が

出てる通りに評価できないというと学校教育の中で全然理

解されないわけですね。入れなくなっちゃう。じゃあどう

するかというと、最近思っているのが、ポスター発表にも

書いてますが、これからの教師は本当に厳しくって、今ま

では教師が知識を持ってたんですよ。それを子ども達に伝

達すればよかったんですけど、今は子ども達の方が先に色

んな知識を持ってたりするわけですよね。だってウィキペ

ディア引けば全部載ってたりするわけだから、例えば。そ

ういう時代にあって、教師はどういう態度で臨めばいいの

っていうと、子ども達と一緒に並んで、新しい世界にどう

やって対峙していこうかというふうに、子どもと並べる教

師じゃないとダメなんだろうというふうに思うんですよ。

子どもと並ぶっていうことは教育学部じゃ中々教えてくれ

ないことなんですね、今現在は。そうすると、実はサウン

ド・エデュケーションを実際することで教師が学ぶんです

よ、その子どもと並ぶことを。それがこれからの時代の教
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師にはとっても大切なことだから、学校教育の中では子ど

もにとっては長いスパンで見ればとっても大事なことだけ

ど、非常に短期的に見れば、教師の能力としてサウンド・

エデュケーションをやることが大事ですよ、と言っていく

ことの方がもしかすると説得力があるのかなあ、とちょっ

と思ってますけど。 

 

池田（明）：私もそう思いました。学校で音楽大学を出て

きて、音楽の専科をして音楽の時間でこれを教えるという

ことは全くできないんじゃないかと思うですね。例えば、

今皆さんご存じですか、学校では、関係ない例えばセーフ

ティー教室といって子どもが危険にあったらどうすればい

いかということで、警察の方が見えてお話しするのは必ず

やらなければいけないわけです。それから道徳もちゃんと

時間をとって道徳の時間を公開しなければいけないことに

なっているので、そういうことで時間も足りなくて教科の

時間が減っているから、他の時間がどんどん増えているわ

けですね。ですから、例えばこういう時間を、心のノート

というのも復活するんですがそういうことも含めると、心

を育てるということから言ったら、こういう時間を評価に

関係ない時間でとってほしいと強く願っています。本当に

子ども達は大変な、例えば４０人のクラスで音楽を縛り通

りに教えようとすると本当に楽しくない授業になってしま

うので、是非こういう時間を使って、設定してもらって、

心の教育ができるようになるといいなと思っています。 

 

土田：道徳っていうのは、評価はしていないんですか。 

 

池田（明）：道徳は、評価はありますね。 

 

土田：どうやって評価するんですか。 

 

池田（明）：どうやって…どうやってやるんでしょうね。 

 

鈴木：早稲田ってあります？道徳。 

 

神林：道徳はあります。私は最初の２年間公立で、そこは

道徳の研究校だったので多少学んできました。授業をする

には学習指導案というのがあって、それにはねらいも評価

もあります。評価方法は非常に難しいです。私が実践して

いた頃は、「振り返りシート」に道徳の価値項目を書いて、

それに対して○とか△とかをつけるというのをやっていま

したが、本質的ではないと感じています。心をどう評価す

るか、というのはやっぱり難しいなと思います。 

 

池田：評価あるのか。 

 

神林：一応、道徳にもあります。 

 

川崎：早稲田の方なんかは、積極的に評価軸をつくろうと

してますよね。それとか、10 分でできる、とか（笑）。本

当は皆さんで話し合わないとダメなんだけど。ただ、それ

が本当にうまくいくのかどうか。やっぱりこういう教育方

法があるんですよという、かなり売りの姿勢に入ってます

よね（笑）。その理論武装として表象論が出てきているん

だけど、そこに逆に落とし込んでいいものか、だめなもの

か、っていうのがあるじゃないですか。その辺のことをど

ういうふうに考えているのか。 

 

神林：私自身は、サウンド・エデュケーションが価値のあ

る活動だと思うので、売りの姿勢はすごくあります（笑）。

感性の育成を時間で区切るのはよくないですが、色んな方

に実践していただきたいなと思い、タイトルもあえて意図

的にそういう形で出しています。評価でも、とりわけ評定

で１、２、３、４、５とつけるのは非常に難しいと考えて

います。評価は最終的には主観的なものだと捉えているの

で、結局のところ言葉で説明していくしかないと思います。

子どもの姿について、私はこのような視点でこう感じたよ、

こうだったよ、と言葉で伝える。全く評価をしないという

わけにもいかないので、そうやって自分の考えを伝えてい

くことで共有できるものもあるのではないか、というとこ

ろです。 

 

～サウンド・エデュケーションは何のために～ 

兼古：すみません、一言。ここへ来て僕らが直面している

ことが、１つ見えてきた感じがして。評価って難しくて、

評価しなくてもいいんじゃないかって思うくらいですよ実

は。でも評価っていったい何だろうと考えたら、少なくと

も教育という営みがあって、ある種の教育する側にとって

の目標みたいのがあって、そこへの達成度を評価していく

という考え方があるとすればですね、ここへ来てやっぱり

今直面しているのはサウンド・エデュケーションは何のた

めに僕らはやるのか、ということだと思うんですよね。そ

れが短期的に評価できることなのか、そもそも評価にそぐ

わないのか、そうやって考えていくと多分１人１人思って

いるサウンド・エデュケーションを何のためにやるのかっ

ていう目的みたいなものも一致しているかどうかもわから

ないのが現状じゃないかなと思って。でもこうして評価の

問題を語るのっていうのは、本当はそこに今直面している

のではないかと思えてきて…。やっぱり本当にサウンド・

エデュケーションを皆さんそれぞれ何のために、何処を目

指してやっているのかというあたりを（それぞれ違ってい

るということを共有するために）、あまり時間がないかも

しれないけれど、僕はみなさんにぜひ聴いてみたいと思い

ました。 

 

鈴木：兼古さんが踏み込んではいけない領域に踏み込みつ

つある気がするのですが。結局、どこにいってもそうなの

ですが、では教育とは何かという話になってしまうのです

よ。実はさっきからちょこちょこ出ていますけれども、教

育とは何かという定義は全然違いますよね、皆さんの中で。

僕も違うし。教育学部とか教育専攻の人とか学会によって

も全然違っていて、そこをとりあえず置いておいて議論を

しているみたいなところはいっぱいあるのです。でも、本

質的にはそれは語り合わなくちゃいけない部分だろうとは

思いますね。少なくともサウンド・エデュケーションとは
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何なんだ、というところは… 

 

兼古：結論は出なくても、聴いてみたい感じはありますね。 

 

鈴木：それでどつぼにはまるんですよ。でもやる必要はあ

ると思います。 

 

～「教育」の枠組みに捉われない眼差し～ 

出展者・鳥越けい子：本日のフォーラムの内容は、サウン

ド・エデュケーションのワーキンググループで引き続き考

察し、さらに整理検討していくといろいろ重要なことが見

えてくると思います。一方、サウンドスケープ協会全体の

立場からもうちょっと引いて考えると、今日のフォーラム

の内容は、サウンド・エデュケーションのワーキンググル

ープのメンバーが企画したのでしかたがないとは思います

が、基本的に世の中で言う「教育」の領域のなかに留まっ

てしまっているように思いました。確かに「教育の世界の

問題」も、現代社会のひとつのリアリティだと思います。

でも、このフォーラムを通じて、サウンド・エデュケーシ

ョンに初めて出会った人もいたかもしれない。だとしたら、

そういう人たちには、サウンド・エデュケーションという

のはいわゆる「教育」として制度化されているところでや

らなくても、いろいろな形で実践できるっていうところも

伝えたい。 

 もっとも、第１部のポスターセッションでは、その辺り

の部分が明確に出ていましたね。佐故さんの展示内容もそ

うだし、私と鷲野さんの展示パネルで紹介した音楽イベン

ト、あれはただのコンサートです。だけど、その活動は結

果として、サウンド・エデュケーションとして成立すると

いうことなんです。サウンド・エデュケーションは当然の

ことながら「教育」の問題に絡んでくる。職業的にも大事

なテーマになります。でも、鈴木さんは敢えてクラブ活動

としてやっていたりする。 

 さっきの議論にあった「評価」、私はあれが嫌でね、嫌

だからって逃げちゃいけないので、是非評価のことも言っ

たらいいとは思うんですけど。そういう問題にも関連して、

サウンド・エデュケーションというのがあまりに「教育」

の枠の中ばかりで語られてしまうと、そのよさがなくなっ

てしまうようにも思います。むしろ、わざわざエデュケー

ションなんて言わなくても、逆に「サウンドスケープのこ

ころ」の中に、既にサウンド・エデュケーションが入って

いる。私としては、そういうということを、是非伝えて欲

しいっていう気持ちでいるんです。 

 実は以前、今日のテーマをどういうふうにするかとか、

いろんなことを土田さんと議論したんです。サウンド・エ

デュケーションはサウンドスケープの本質であるというこ

とも話しましたし、また、ワーキンググループでいつか、

教育の現場に関わっている人の問題を取り上げようという

ことも話しました。私は今、自分が「教育」とまるで関係

ないようなふうに話しています。けれども、聖心女子大学

で１７年間教えてきたとき、所属は教育学科でしたから

「評価」についても、いろいろな体験をしました。青山に

来ても、学生による「授業評価」とかはありますよ。学生

に評価をされて、いろいろ言われてすごく勉強になるとこ

ろもある。でもそういうことに全然関係ないところ、まさ

に小菅さんのおっしゃってたような関係ないところでもで

きるんです。家に１人でいるときにもできる。それこそ、

生活や人生のあらゆることろでできる。結局、自分が楽し

く生きていくために、というところもあるので、そこにも

是非、ちょっとは光を当てて、このフォーラムを終えてほ

しいと思います。  

 

会場・来場者：おっしゃる通りです。そうだそうだ。 

 

土田：時間も気になりますが、フリップボードも書いてい

ただいたので、せっかくですから佐々木さんに。 

 

～ボトムアップのサウンドデザイン～ 

出展者・佐々木幸弥： 話の流れ的にこういうことを言っ

ていいのかどうかわからないんですけどちょっとしゃべっ

てみますね。私が心がけていることは自分が音の授業をや

っている中で、「静かに」っていうことを絶対に言わない

ことです。これまで私、300 人以上の大学生を９年間にわ

たって教えてきましたが静かにって言ったことは１度もあ

りません。大学生ですよ、どんな連中か（笑）、どんな人

達かわかりますよね。そんな人達に一度もないんです。で

もイヤークリーニングに入れます。それはどういうことか

というと、ボトムアップのサウンドデザインと僕は言って

います。静かにしてって先生から言うのはトップダウンの

デザイン。何かいつもと空気が違うぞ、何か声落とさなき

ゃいけないかなと学生に思わせる、行動をデザインするこ

と、それをボトムアップのサウンドデザインと言っていま

す。その中で鈴木さんに紹介していただきましたけれども、

ツイッター、学生が僕のやっていることを上手に文章にし

たのがあるので、ちょっと読ませていただいていいですか

ね。 

 

「音響文化」という授業の始まり。生徒がぎゃーぎゃーガ

ヤガヤしている中、先生は「静かに」とも言わず、ただ小

さな音でブライアン・イーノの曲を流した。段々曲の音量

は大きくなり、全員が曲に気づくとまた音量は小さくなっ

て、消えた。先生は「こういうことを勉強します」と小さ

くつぶやいた。全員が聴きとった。 

 

ここから音を聴いてみましょうと言って、教室の窓と扉を

全部開けっぱなしにしてイヤークリーニングを始めます。

何かの参考になればと思います。ちなみに、本人はビート

ルズと書いているんですよね。僕はブライアンイーノの曲

を流したんですけど。いかに音は聴いていても先生の話を

聴いていないかというのが（笑）。そういうオチでござい

ます。失礼いたしました。 

 

土田：サウンド・エデュケーションは雰囲気のデザイン、

ムードのデザインにつながってくると思うんですよね。そ

のために多様な捉え方をする、色んなことに気づく、そう

いうふうなものだと感じますので、そういうようなことも
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きっかけだと思います。 

 

～サウンド・エデュケーションが拓く可能性～ 

来場者・石出和也：弘前大学の石出です、ありがとうござ

いました。僕の場合はちょっと話を戻してしまうようで恐

縮なのですが、サウンド・エデュケーションの拡がりとい

うものを十分理解した上で、仕事柄、学校教育におけるサ

ウンド・エデュケーションを掘り下げて行けば、当然、音

楽科教育の知見も拡がっていくだろうという目論見を持ち

続けています。「サウンドスケープ再入門」のときにもい

くつか書かせていただきましたが、そこで問題提起をした

つもりだったことが２つありまして、１つは発達論です。

教育ということを考えれば、ちっちゃい子どもから小中高、

大人いわゆる老人まで、対象とする世代の広がりがありま

す。ですが、美術の中で子どもの造形や絵画の発達論が緻

密に組まれているのに比べると、やはり音は残りませんか

ら、音とか子どもの聴く姿を発達論として考えることは難

しく、難しいからこそ研究していく醍醐味があるのかと思

います。もう１つは、今日かなり話題になっていた部分だ

と思うのですが、僕も同感で、教える側と教わる側がある

程度同じフィールドに立てるのがサウンド・エデュケーシ

ョンの１つの可能性だろうと思います。従来の歌の授業で

も楽器の授業であっても、何か教師側に教育内容があり、

それを最適化して伝達する授業の構造とはやはり違うと思

います。サウンド・エデュケーションを続けていくことは、

そういう面で従来の音楽科教育よりも難しいのですが、そ

ういう既存の授業構造みたいなものが当たり前になりすぎ

ている面もありますので、それらを問い直す装置にはなる

のかなと思います。あと評価の難しさという点についても、

子どもが既に音とか聴くことに対して評価を下しています

から、子どもの評価をさらにメタに評価する、つまり評価

を評価するという難しさもあるのではないかと思います。

それと、評価できる・できないということと、評価できな

いことを学校教育の授業でしてはいけないというのは、本

当は次元が違う議論のはずですが、結びつけてしまうケー

スが多いと感じます。ただ、結びつけてしまうのにもきっ

と何かしら理由があると思うので、学校文化が抱える構造

というのも考えないといけないと思います。サウンド・エ

デュケーションが拡がりをもっているがゆえに、僕の場合

は、与えられた仕事としてあえて学校にもこだわっている

ところがあります。 

 

土田：もう１つ私が加わっているワーキンググループが協

会にありまして、庭園ワーキンググループっていうのやっ

てるんですけど、庭園の中の音はすごいよねっていうのが

あるんですよね。私は金沢在住なもので兼六園なんていう

のが身近にあるわけですけども、大抵の方は目で見て通り

過ぎてしまうだけなんですけども、実は音で聴くとすごい

音のパラダイスなんですね。そういったところも気づいて

ほしいななんてことで、学生達と一緒に庭園巡りしてみよ

うなんて言ってます。イヤークリーニングすると、音が実

際２、３個しか書いてこない子もいれば 10個くらいばーっ

と書いてくる子もいますし色々なんですけれども。そうい

った環境や空間のデザインに大きく音が関わっていること

に気づいてもらう１つの仕掛けとしてのサウンドエデュケ

ーションがあるかなというふうに感じています。 

 

来場者・西村昌子： 四日市の西村です。サウンドスケー

プという言葉を全く知らずに、何かこう「一般の人にサウ

ンドスケープを伝えるのにあなたがちょうどいいから」と

いうお話で自分の活動が始まったんですけど、今日は本当

に幸せな時間を過ごさせていただきました。（私とサウン

ドスケープ、サウンド・エデュケーションとのかかわり

は）元はと言えば、我が家に水琴窟を作ったんですけれど、

家族でスコップで穴を掘って作っていたら、パート先の保

育園の子どもに「おばちゃんそんなスコップ持ってきたら

あかんわ」って言われたんですね。「もっと大きいのもっ

てきてどーんと作らなあかん」と言われて…保育園児がお

父さんやお母さんの仕事を通して私を指導してくれるみた

いな。（笑）先ほど佐々木さんがボトムアップの話をされ

てましたが、最近やっと「年寄りがいることでいろんな場

が見えてくる」、あのとき２歳児だった子達がもう大人に

なって子育てを始めて、たまにバスなんかで会うと、おば

ちゃんはあかん何も知らんで、もうかわりに私がしたる―

就職してから随分お父さんになったみたいで―って面倒見

てもらって。地域の若い人がいるから、とりあえずこれま

で学習をさせていただけて、たくさんの方にお世話になれ

たんで、やっと今、サウンドスケープってこんなに素敵な

ことだったんだ、幸せなことだったんだって実感させてい

ただいた今日でした。本当にありがとうございました。 

 

土田：では、フォーラムの部はこれで終了させていただき

たいと思います。皆さん長い間ありがとうございました。

（拍手） 

（報告：兼古勝史） 
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Part 1 Poster Session 
 
h� �Đ:Y8`GÉ¶9SXY`31 
­  ®Đ2014� 3² 22­č�Ď13:00�15:00 
�

� � � � � ���³���¨°JQ"�q°��|³�a�q°�²s�¦|³�¨°N͛jgŲ̮ɉĐNG,I"�

� � � � � ��ˁPʁ˷1+FC#Ï¸N"ưǺ͋Ɠ;C�®{ª¡Nǣ̲9hCħʁ˷˙PŲ̮ȣ˻kǣ̲=g#�

 

ć'+�0ē�ć'2�0Č�

�ÓãûčĀÆ�»��Ď�¶Ó���mÖô~Ègÿ���£�¬r¨çô~��

͐ɂƎȠŢŬPǎňŉQ͐ɂƒK͎$ƒƒN\C1FI

,\=Ήʂ̇·Q͎$ƒƒΊ#APC_"ĘŰk˃lJ̺

ǩÃȠkǢ̼;I,\=#͎$ƒƒP�°�¬P˨Qȟ

Ήv¢«nΊK9hI/f"v¢«nPĪʝkĀ;CǸ̉

aÃȠ1,3G0+f\=#%v¢«nx��&K,-Ã

Ƞ`AP´GJ"Ɓ¼ŬɳNŽ=gĹʁÃȠK;IØˑH

5ehI,\=#7PÃȠNŢŬǯĴ`Ęċ;",3G0

Pnz�o��okŲǸ;I,\=#�

2010 ƙƢ0e%ʥ͚�ps°�ˍ&P¼JͯN͛=g̙

ƣk˳-d-NMf\;C#�ps°�K,-33fP¼

J=PJͯPɧɰʄMƾ̧P̂̓`;\=1"ŲͤNȦ$

MͯͰɯ̡Ή®°{��s}³"�¤³�s}³"ͯPɢ

ɠΊk˝2ĠFI]Cf"ˡĂCEJͯ�p°kÝǋ;I

ͯkͳfNʆͦ;;IȲ,CfK,FC"ǆ˾N̊.gÛ

;k͍˽;CɉĐK;I,\=#�

Ğ˘΍http://camellia.nono1.jp/ 
Ž̡˙Ɔ΍ŉñPˡɃÛΉ͎$ƒƒΊK̺ǩ;I,gPJ

ŉñPƁŬɳ�

 

Ü�ªå§�±�æÎ*ð��)$�&�

�ÓãûčĀÆ�»��Ď�

� 2009 ƙNāɦ9hC%ˡɣṔŻ&K,-ȃQ"ʬÄȭ
ºɻŢǌĉP 1941 ƙNʁ˳9hC`PPƶĄJ=#ſƖƁ
ŬȘ0eŅȻŬȘWKǯ˞ĈƢ1ŜjgͤPǯƔɵ�x�

�K;IÝeh\;C#õʩɵQG3eh\?lJ;C1"

AhQ'Ʈ,Iˍ9l=hR"%ˡɣṔŻ&kǯųN/

,I"ǯʛȃP·Jǚƀ=gd-M7KNí2a=3"0

.FIǁ˃Ȕkɳ>g/Ah1+gPJ+g#(K,-˘

.1+FCK̇9hI,\=#%ĨɰĊ̹Pʶʔ&k͹-

7KkʆʄNǝ."ĚN%ɰʎ&Pî2D5JM3"%ʎ

ǂǄ&Pʁ́kʆǚ;CÛ;ʄMŬ˖k͍˽=gK,-Ƿ

͑1ɨƸJ+gK,.\=#�³�k_3gK"ͣǎNA

PŲͤkŋ͚˼g7K1J2\=#ȘƥJȮkȮ,"ǳʨ

kȃ2"˅kǤ2"ÛkĐ0;"ŉŌJî3É$N̍;0

5gd-MɉĐkĬ]"AP̿ʟJ%ͯ&N`ş3ʌʆ9

?I,\=#ˋĨŬ˖PʶʔkóĠf;I,CK,.gJ

;c-#ɰʛÏŞPýŶ1,i,iMǎNEfR_ehI

,gPQ"�pz®²p°�³�¨°�micro-insertion�K,
-ǒɆk=JN˳FI,g`PK˘.eh\=#�

ɈΊȉƅʒQÏ¸Nʒ=d-N̿ĝNĘÔ̏Nǣ̲9hC

­�¦³J=#�

Ňɶ˔͈΍ʛŬǯ˞ǚƀȃ%ˡɣṔŻ&N/5gͯṖ

̷PĂȒ���q°��|³��������
��������
	��	��	��  
 

æÎ*c'e¥3(��,!0�

ā³Ñ�č�
�Èg� ��Ò�ªåÙÝhĎ��ëÔqþčk°�_ć*Ç<\^+,,$p�Ď�

� NPO ɆÉ;>/0ɲœǯ˞ʏʤÔJQ"ͬƉʊýP͌Ƈ
NI"¿Ɯõ²ƁŬɳ²ŢÉAhBhPŽ̡N+j?Cɲ

œǯ˞�®{ª¡kŲǸ;I,\=#ɉĐP¼ƹKMFI

,gȆƢƇĔΆQ"ͬƉƒP˵¼0ḛJ 20 ĂK,-̶̯
MŐǎN+f"Ŀūk̸<I͌ƇN̸-½ìÃȠ1òŲ;

I,\=#Ή2012ƙƢQ 307ŀ"ĞČ˙PX 6610ĪΊ 
� ß.R"Ɯõ�®{ª¡%̀Ūˡɣ+ATSiR&JQ"

%ˡɣP¼J̽V7K&K%ŪL`0eˡɣN-\hg̽

T&kŢăNɉĐ;I,\=#ŪL`΋ÉSKfP\M:

;a˞EN+j?"ūʱPʞfŜjfkǆ<"Ȧ$Mɳ2

ɧaˡɣNUh"ĩƙÎPŪL`́Kċk+j?Cf5l

0;Cf=g¼J"Ċ̹ʄM̽T1ȭ$Kƅ͙9hI,2

\=#ŪL`́NŸfɑ-ä̝˙a����`\C"ȼH

2aǆĐkɏ_g7K1J2I,\=# 
� ǱƙĉNQ"͒Ȉ1ǖư;IͯNɢɠk+IC�®{ª

¡kǱŀ͙ì;\;C#Ų;ʄN"�q°��|��aͯ

+AT"/ȅ˼�px°{MLkŲǸ;\;C# 
��7-;CưÔP½ìÃȠQ"ŉŌP�ª°�on1¼ƹ

KMFIÒɺ0eŲǸ\Jk˳FI,gP1ɨƸJ=#Ɓ

9M/Ū9lk`G/ȷ9la"�ª«³�°P/ɥ9l"

ŰƙƳNɉĐkQ<_CºÎ\J9\:\MʧŐPÉCE

1"ȼH2ǋ͗;+,M1e"É0eÉWÕ.I,\=#�
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v�µ�ć",/�

�ÓéêÄčćĈ¯ÙÝ�Ď�

� 20 ȳPŝ"ɁˏʊęŢȏƊJ � 0ȅ͚̿8;C7K12
F05KMf"ͯN΁0hg#7PƊNQLlMͯ1+g

P0"̕XgC_N"Ɗ\g8KͺP%7L`����&

KùN"͕ͯȫKp°��¦³�³�kǏNƊPͯͨ_k

Ũ_g#ʹ 50 ÉPp°��¦³Ndf"%ŠNMgK�p
�quu}q£«P΃2Ś127.gd#&%'ÐȐ~³

~³(N,3K"ɜĭ2ʣPͯ127.gd&ʭKāI2

CǂŏkǏǠ0fN͕ͯ;Ũ_g#�

� ͕ͯ;Cͯkƅʒ;IƊÉKùȆJ2gd-N;d-K"

2005 ƙ�ęŢȏƊ\g8KͺNͯPƅʒ%ęŢȏƊ� ͯC\
f&kĈÝ#�³�Qʙ1ƊP˅k��¥ȑN�°xJǤ

2"A7N 23 ʡ͵PͯkMBgKͯ1þɳ9hg�³}³
��³¬kQf"7L`CE1Ǥ,Cɳ2ɧk̤f"ƊȻ

KùNĈÝ#�

� ƊPÉPn°|³�ap°��¦³k`KN"%ƊÉQ

LPd-N˝,I,g0&AP˟ȁk̎;3Õ.gC_ 6
ʡ͵Pv³��ͯPĪĉΉͯPʯ.Ί�ǺȀŐǎ� �ɩɅ

ΉM@7Pͯk͕FCP0"͕FCȀPȦŪ� �ʙPŚ

ΉʙP˝2ǷΊ�ƊPÉPŚΉƊÉP˝2Ƿ� ǳʨ\CQ

ŪL`P˅Ί�ž͘ʄM̓Ǽ`»XC#v³�k_3fM

1eͯk˝2"ͯͶȁkɏ_M1eʎhgÌǠ5N;C#�

��ǺȉħŉPͯͶȁP˷ɯkA7ÑhgÉ$KŉŌɪˡ

PńȆƾNĨj?IşȦN˷ɯJ2CeK"%ͯ9l[&

%]]Te2&K,-¯³z�¨��P¼J"ĞČ˙Kù

N%ͯC\f&P˷ɯkȨʾ¼#�

�

�

-#(�(� Ïÿxú_cøö�

sÊ�Ą�č-#(�(Ď�

� %]EK/K&Ή̀KͯΊQ"ĲȮƇʊĲȮƇƒkǗɠ

K=gͭļćPÑǄŁÛJ=#�

� ʙCEQ7PCT"ĲȮƇʊǂŏēǢ̼Ę̜Ô²Ƙǋ 24
ƙƢŉŌǂŏēǬǨÃȠPčǋkġ5"ɤ͎ģ̀²¼̳̭

ΉM0WEΊPˡɣaǳēk"ͯaŚ"ǳʨMLJʿË=

gqr��p�kĈÝ;\;C#�

Ήhttp://www.michi-oto.com/Ί�
� ¼̳̭Ʉ,Q"ɤ͎̋JNÖFIşƲM˩ˠML1Õj

FCŉŌJ=#\CŭɮɒũΉ+lEl2dS_Ί"Ɓȗ

ąůΉ/4fQl1lΊP̓ǯʱa"˅̂2̓ɆML%̒

f`P&PˣĤJ`+f\=#ɪˡPǳēk˞lJ2C

%ȻãPűƤ&K`̄-X2Ƈ͚͉J=1"̶ƙ"̿ɿē

P̼˳aÙȻP΀ΈēML0eÕ˄˩ˠaȻ̍"ɳɉ̛M

LPˇǑ1ͩ;3MFI2I,\=#ȉÃȠQɤ͎ŉǷP

̣͍MȻãǳēNʌʆ;"%͕̇=gD5JQǳēQˇǑ

9hM,&KPğʉkñNÒɺ;C`PJ=#�

� ʸÓėƊPƇ͚͉NQ"ˡɣKùɳ;I2CÉ$Pʶʔ

ǳē1Ê`ġ5ˇ1hI,\=#ʙCEQĠȌk̸<IA

hkŬT"�p�JʿË=g7KJ"ş3PÉ$NȂe;

aɲœNG,I˘.kɏ_I`e,C,K˘.\;C#\

C"ŤjhGG+gŉǷP˩ˠaȻ̍"ɳɉ̛MLPȻã

ǳēk͕̇²ʁå=g7KJAPáékùȆ;"ȭºÎN

ˇǑ=g7K`ɉĐPʆʄK;I,\=#�

��qr��p�%]EK/K� ɤ͎ģ̀²¼̳̭&P½M

}°�°��

�ƇP]E�ɤ͎ģ̀²¼̳̭kȲ,ĊÃ#�

�͌P]E�¼̳̭ɹ΀ĜΉƇ·ͨ˭Ί"¼̳̭ɹúɳ

ΉƧȍΊ"ȉŴɹŢɞΉ͠ɻͨ˭ΊP¶ŉŌk͍ɠʄNĠ

Ȍ;ĊÃ#�

�ɤ͎PÕ̓�ɤ͎ŉǷPÕ̓kpª��KùNʿË;"

´͉QɯŉṖÃN`«°z#�

�ɤ͎TK�ƇPȂe;"ȝPÌÃ"ͨ˭PʕMLNG,

Iɤ͎PÉ$Np°��¦³;"ͯŚ`ʿË#�

��q°�����ŉŃ·P%ʕ&%ʅ&%Ś&MLPn

p}°kz«�z=gKɯŉPÿʋKùNͯŚ1˝5I͛

̺̇ÃW#�

�

�

� � � � � � � � �

� � � ��������� � � oØ�� �Ú*½�� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � oØ�� �Ú*½���
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�ý�3ä��".*ć¼5N^G�đ{¾"#*ć3ä�Ē3dl(�&��

ĉõ���čą��ă��Ď"ċÿ��čý�¼�M\?7:GĎ�

� %͊ƒk˝3&C_PͯȢp�°�KQ"΂̪K΄͎1"

ȏÈP,3G0P�o³¬�J"AhBhPŉɠPȴĥa

ɲœML"ƝƆ`P­p¥³Jȥǋ9hg%APŐǎe;

9&k˺Ĩʄ0GʇǆʄNÛ;=g7KkʆʄK;CͯȢ

p�°�P7K#�

� AP˟ȁNQ"ͯȢNQ"˝3ÉNAh1ǋʧ=gŐǎ

PɲœAP`PPɨƾNȼH0?"APŇŉPȎȴaɧ̒

kʁǟ²ʁå=gȫˠ1+gK,-˘.ǷK"ȢĽPͯ"

̄ˮ"ƩɧAPÍPȥ̹ɧP`GͯͰɨƾ"͊ƒPĻľ0

eˡɣɻPͯ\JkˋĨʄNKe.g%�q°��|³

�&ȣƽKAP˘.Ƿ1+g#�

� AhBhPͯȢp�°�PG3f0CQ"ħ�o³¬�

P`GɲœǳēʄɨƾNƻ<C`PKMFI,g#7h\

JĠfˁlJ2C½M�®�rz�KAPÏ¸P`P1+

g΍�

 Ύx¤°��̽ȲͯȢÔΏ�

� 2009 ƙ 4 ȅ"ͫƇx¤°��KAP½˻MƩɧkćɵ;
IŲǸ;CͫƇŬ͡ŢŬˋĨǳēǮʰŬ͉Ƕöɳȯ̵ÔP

ͯȢÔ#�

 ΎSCAPE WORKSʃ̱ƠΏ�
� ɓ̞ʃ̱Ơk�o³¬�N"APǳē̥ɘPʁǟ²ʁå

PC_N"Ƕ;,ͶȁΉSCAPEΊkĊf"ŉŌPċkƬ2
ā;I,3C_P,3G0P§���0eMgp�°�#

2009ƙdf 2014ƙ\J"6ƙ͚NjCfŲǸ;I,g#�
 ΎɀPɼP̽ȲͯȢÔΏ�

� ȱ˰͎¶ŢɖȽɀPSKGĺʗżɀΉȋ»ĕΊk�o³

¬�N"%ͯͶȁțýÉ&K%ǭɌPȢƔ&1"ɀPɼk

Ȳ2M1e"ĺʗżPɀKŇŉṖǉkʻ̂3ͯȢÔ#

2010 ƙdf 4 ƙNjCf"ȸƙʚN͙ì9hg%�®³
¬Pȝ͎Ş�r��o�¬&NĞČ#�

 ΎĪȪCEPͯk˝3Ώ�ÊŀÃßK;C�®�r

z��

� ǺȉȪį̳P͊ƒɲœk"ǺȉȪƌk̾˳=g˥·0e

%ͯȢ&KK`NÛǆ=g7KJ"͊ƒʥ͚kǺƖdf�

°��o±Nİj,˵WPǅʌNGM6I,37KkǄŃ

;IÒɺ;CÝĳ#2010ƙ 5ȅdf 2013ƙ\JP 4ƙ͚"
ɾMgūʱNjCf"ǹN 8 GP±m³�¨°kŲǸ;I
,g#�

�

ćĈ¯'$%0���*«Áú��

�ëÔqþčk°�_ć*Ç<\^+,,$p�Ď�

� ɋȐƒN/,I 2012 ƙdf"´ˤƒȻkŽ̡NƷƌŵƦ
b0fPĥ̬kƍǵô}³�%ŵƦPǰȲ̀&kͯNʌ

ʆ;M1eȲ3�o³¬�¯³zΉ�q°�qt³zΊk

ŲǸ;I,g#ĥ̬k̈OȲ37KJɯňPͯɲœkÛǆ

=gP]Me>"ưȀ27.I,CͯaǽPÉ$PȂe;

Pͯkǃï;"ͯ0e\EPǋfʧEa"ȴĥ²ǳēPļ

]k̐̚=g2F05H3fk;I,g#\C"ĩ<}³

�kūʱaȀ͚ƕkŜ.IȲ37Kk-CFI«�³�³

kđf"ƒȻWPˇˈʄMQCe205ǩ]I,g#�

� 7h\J"2012ƙ 3ȅ²8ȅ²11ȅ"2013ƙ 3ȅ²8ȅ
P̅ 5 ŀŲǸ;"ƨXʹ 70 ĪPĞČ1+FCΉ˺ǱŀĞČ
Q 12 ĪΊ#ĞČ˙PƙΈƆQƜõ0e 80 Î\JƗƞ3"

\C"ŀk͍OgȸNͬƉƒa̠ȪƒML̓Ƿ0ePĞČ

`Ŕ."ºÎ͚ÇɊ²ŉŌ͚ÇɊPŐN`MFI,g#�

)½MŲǸ�®{ª¡*�

² Ȳ2M1eŉŃN27.Cͯkȃ2̴]"Uf0.f
ȀNĘĩ;IͯPŉŃkĈÝ#�

² ˻ǎJʧEȰ\FIǱĂ͚<FK˛k=\;"27.
Cͯk¯³z�³�Nȃ2ā=#�

² 27.Cͯkˌ"Ń"˅MLJʼͮNǤ3#�
² �ª°�onwp�0eȴĥN\Gjg̍k˜2M1
eǽPͯkǃï=g#�

² Ȳ2M1eˡĂP̫ͯPŜēk͕̇;"ͯ0eɲœP
͂,kǆ<Ġg#�

 

ùw*ćÒ�3ÙÝ�0ò-)$�&�

aÿÀßč�Ă��¬�ÙÝÜ_fý�Þèí��­´iáć¼ÙÝA^C`Ď�

̿ĝPͯPʏʤQƴȎ0eɉʁN˳jhI2CĂ͎J=#

\C"ȣ́;IȼH3PQ"ǳɫ̥ǴNōH3ʏʤ1ş,

K,-íīJ=#ȵ9hĊ͕P͏0e˼I`"̧0e˼

I`"̈́hgƙÎ0eąǵ;I`ȴĥʏʤN/5gǳɫ̥

ǴP̠09Qȹ͵PM,`P1+f"7hQ+gǄİưɣ

P7KDK̄.gJ;c-#�

CD;"ǳɫ̥ǴQ̿ĝkŮ÷Ṅ͕;I,g0K,-

̧ĸNʯ.g7KQ"AhYLʵĚM7KJQ+f\?l#

+ebgǳʨNdg̿ĝṖ͕QÉPǏNdFIÝ˹9h

C`PJ=#ħ͕̇˙Pʆa˛MLk̸<IǓǧ9hȃ2

G5ehC̿ĝMPJşȦƾNɗE"Lh0´GṖ͕k

%̿ĝPŮ÷Ṁ͕&K̄,ăgj5NQb2\?l#�

ÍǷ"19 ºʸÏ͟"ȴĥ̥ǴN/,IŢ2MŜē1ɳ<
\;C#ÿʋ"͕ɺ"͕ͯʭ$PȫȜʄM˺˹Ndġ͕

PāɯJ=#7hePǏȶkɵ,gMeR"+gʟƢÉP

ǏNde>N̿ĝkQg0NʶŹṄ͕=g7K1J2\

=#�

��ʁ˷˙1ĠfˁlJ,gPQ"ǳɫ̥ǴNÿʋ̥Ǵkˁ

]Ĩj?I˳-̿ĝPͯPʏʤJ=#7hNdFI"̿ĝ

Pͯɲœk̂Ǽ=g̀ʮ1͙5I3gK˘.\=# 
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ÃÌtÐčĆ���ªå�üĎ��îË�čÅâ×Þèí��Ď�

%˱PͯkǅJgǳē&Q"'µˮͨ("'ȓ˫Ū("

'ɘȺɧ̒(MLPģüǳŬaȿǍȇPŃï̥ǴN˼eh

g#\C"ƥaĪǎJ˱Pͯk%˝37K&QɯÎJ`˳

jhI,g;"ǫŚ̒kÞFI˱Pͯk%Ġföhg7

K&Q"ŬȘĶȮ�˱PŚ�Pß1+g#CD;"¼ŅJ

`}u®yk͸FIͯkȢ;^7K0e"ǺȉńȆPǳē

KQ,.M,#�

ȉʏʤJQ"ȿǍȀÎPͧȢͨŢǋȃ'Ȣŵ͕(Ήŭç

ūƃˍː"ɛǳ 1,686 ͱΊkKf+6"¼ŅÕȎPͧȢ1Ǻ
ȉJPÕǑk̸<I"%˱PͯkǅJgǳē&K,0N͛

jfŜē;C0kǼe0N;C#ɨNɈʆ;CPQ"%ɱ

kƯ3ͯKn�1ͥŪN+Cgͯ&%͔·Pͯ1͒˱&

%ʴʳPͯ1˲&K"AhBhPͯ˧P͵×ƾkǚǪ;C

̷̇J+g#ͧȢPǺȉēKK`N"ŞȎȢĽPͯ˧1̯

̶M΃3˱PŚN%CK.g7K&1˳jhI2CPJ+

g#EM]N"ɒƂʺ̄QʴʳPͯkz�¯¡�NCK.

I,g1"z�� Kz�¯¡�Q,>h`Ţͯ͏kʁ=

g;"įɇǱǋĂPĂƓ1×I,g#�

ǺȉP%˱PͯkǅJgǳē&k%˝37K&%Ġf,

hg7K&%CK.g7K&PΌGPêͮ0eKe.gK"

ɯÎPŪL`CEkĠfł^ɲœJQ"����¨��J

��¡�Pͯk˝,Cf"n�¢ɽˁNĠföhehC˱

PͯPďȔͯk˝,Cf=g7KQJ2g1"˱Pͯkç

ͯ\J˝2Kg7KQͩ;,#\C"%CK.g7K&N

Q"ͯPp¢³�kKe.IÜ0Nˑ2Ǧ.IÕ.g΀Ƣ

Mċ1Ⱦ_ehg#�

� ŪL`CENKFI̶̯J+g΃3˱Q"ɰʛΉɳǇΊ"

ɳɉʛΉūʱǆΊ"ͯȢΉŬȘĶȮ�˱PŚΊΊ"Ņ̒

Ή%Ŝ̯;C ° °� &ΊPǯȌKMFI,g#̠0

Mǆƾaǃïċk˞^C_NQ"˱Pͯk%˝37K&

%Ġföhg7K&P]Me>%CK.g7K&kČ.C

ǯʛȩǵŊPǞȠNdFI"ͯKī2Ĩ-7K1ŢăDK

˘.g#�

 
�

e¥'ï0bÕ�ć*VIL`<ZF=5^ªå*�÷�|�

ó��¦zčĆ�¬rèí��Ď�j�³��¡čTPKº hÛĎ�

ͬƉǳē˩˴ŢŬ��p°Ŭ͉J͙̙;I,g%§��

³�¬��p°&ΉÏ¸ΑΐΊPǞȠP¼J"ʆP˼.g

ÉN`˼.M,ÉN`%ͯ&k̸<IÕ.g��p°k

%ͯPΑΐ&K;IĠf·6CPJŏĮ=g#ǞȠPȣ˻

QÏ¸P̸fJ+g#�

� Ž̡�ͬƉǳē˩˴ŢŬ��p°Ŭ͉� 2ƙɳ� 100Ī�
� ̙Ɣ�Ú$ȈƚƭΉ¥��șƪÔʓ"ȱ˰͎˒˴ŢŬͭ�
ƖĒ̙ƔΊ�

� ýŶ�ÆǆJ˼gºɻ�˽˾ͥ1,˙1ǂŏkǆ<g7K�
� ýŶ�ÆǆJ˼gºɻ�˽˾ͥ1,˙1ǂŏkǆ<g7K�
�p¥³z«³�°{K�q°����PĈÝ� �˽˾

ͥ1,NG,I� �ͯP§��³�¬��p°� �ͽͯ

N;M,C_N� �ÆǆJǆ<g§��³�¬��p°

˹ĳPÛ;�

� ǞȠƱǇ΍̙˔Kɚ˖Ή�K�1ɚ˖"���1̙˔Ί�
ͯQ˽˾ͥ1,˙NKFI͍˻MǂŏɘJ+g#ͯNd

FIȦ$MǂŏkƵgÃ1J2"�p°ͯaͯŚMLNd

gǂŏṌǏȶ`ş3ƀö9hI,g#´ǷJͯQAPƾ

̧·"ƺ˻JM,ÉN`Ƅ,Cf"˺ǱPͯ1ɐ<fĨF

Cf;I"¹ƼaͽͯĸʹMLkƬ2̨7=ŐĨ`+g#

ͯPΑΐk˳-ͤNQ"˽˾ͥ1,˙NKFIƺ˻Mͯk

ĂȒ=gPQ`EilJ+g1"ͯPɲœN͋ǈ;C��

p°`Ⱦ_ehg#�

��ȉǞȠJQ"�JˡĂPįłNǘ1gͯʥ͚k̐̚=g

7KJ"ͯkɲœK;IKe.g#�JŽ̡KMg˽˾ͥ

1,PɨƸKÉPǆ˾PşȦƾkÛƵ;"�Jͯkɉɵ;

CΑΐPŲßkʒ=KĩȀN"�JQͯP˻eM,ÉPʧ

Őkɰ̂;C·J"�³�¬��p°K;IPͯPΑΐP

͍˻ƾkɰ̂=g#�JQʆP˼.gÉ`˼.M,É`ù

NÞ.gͯkɉɵ;CΑΐ˹ĳa"ͯkȢ;^˹ĳÑh

gÃJ"ŲǆK;IPΑΐPˠċkɬƵ=g#�

 
�

� � ������� � � �

� � � � � � � oØ�� M[B^E`>W^*½�� � � � � � � � � � � � oØ	� M[B^E`>W^*½��
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[D?W_8QY4*ªå�

�·� ÓĊ�čn¸��Ď�

)­��¨²s «nPǯ˞NG,I*�

­��¨²s «nKQ"p�«nĔ͉N+gƁ͊ƒP

ĪĉJ"ÉĢQ 16µÉØJ+g#�
77JŲǸ9hI,gƜõǯ˞QŪL`CEP%Ċ̹

ƾ&K%ùĩƾ&k͍˽;C%ŬTPùĩÛ&kƱǋ;I

,gǯ˞K;I 1990 ƙÎ0eºɻʄNɈʆ9hI,g1"
APŲ̮PĜɠQɹPȴĥN˼g7K1J2g#7PŉQ

ʬÄȭºɻŢǌƳΉ1945 ƙΊQ­���°�̾ĐP¼ƹŉ
J+FC1"ä˞˙k¼ƹK=gƒȻ1"Ŗ9hCɹ0e

%ˡĂCEJä˞ņkÝi-&K;C7KJȆĪJ+g#

p�«nQ`K`K®³�v�«�zʷPƜʠņ²ä˞ņ

D5J"øʧQɡ3"7P­��¨²s «nƒN/,I

`ǌĉQĩȦJ+FC#;0;ƒȻQ"ǌÂNdFIɹN

7i1FI,Cǌ̰k̂Û;"͓kśFI̥͐kÝf"­

°wk]lMJʢ]·6IÝFCK,-"\9N%ǏH3

f&AP`PPņkāɯ9?CPJ+g#APȦŪQ

%Brick� by� brick&K,-̄ˮJ˷9h"%´Ȳ>G"­
°wkǏɔ="ŉŌ8K&K,-d-MǄİ1̴_ehI

,g#�

77JPǯ˞Q"Ɓ{¬³�PŪL`CENdg"͗ȇ

͚P�®�rz�Ŭ˖kōȉK;I,g#\C"zª�ǖ

ÑǯƔÏŞN%n�«s��&KıRhg˩˴ŵK%��

~���&KıRhgǯ˞Ŭ˙1͋ˑ9h"ŪL`PɉĐ

1ƅ͙9hI,g#APɉĐQ"%ͯȢ&%˒˴&K,F

CȕQɡ3"ŪL`CEQɲœΉįfPÉ͚`Ĭ^Ί0e

ŬT"ʇǆkƵ"ˡeî205I,3PJ+g#7P7K

Q"%ͯKɲœ&%ͯKǯ˞&k˘.gN+CFI"ş3

PʒĵkĬlJ,gK˘.ehg#�

)ʁ˷˙K­��¨²s «nǯ˞PāÔ,*�

� ʁ˷˙QĉÑȘP˒˴ǯĴdf"7Pǯ˞P7Kk˜,

C1"2011 ƙ 4 ȅNȏÈP¯�«q¡˒˴ͺJ͙ì9hC
ƅ˿ÔNI%͢ȶPŚ&K,-�®�rz�kʎf"Ïĉ"

ˡ̯1Ĕɍ̀ȿƏɹJƁ¼ŬɳkŽ̡NŲǸ;C�®�r

z�KYZĩ<7KkƜõ1aFI,g7KNͿ3#AP

Ƴ"2012ƙ 9ȅ 16Ǻ0e 1̻͚ɯŉk̈h"ƜõŬȘk˼
Ŭ;"APǯƔ0e̍k˜,C#\C"ó̻ 3 ȅ 16 ǺPȏ
ÈJP¯³z�¨��Ή%ŪL`ǯ˞ʧŅ�®�rz�&

½ìΊJˡĂˡ̯`ŪL`Kĩ<ɉĐkaFI]C#�

 
 
 

QU`?4R?`:�

¶´Ñ�čQU`?4R?`:�÷�Ď�

� % ¦³�n¡�³z&KQ"˒˴ͺMLkĬ^ěɧͺ

J/7Mjhg ¦³�n¡²}°�³�N/,I"ƅ˿

ÔP�³�aƅʒýŶ²Ýŵ²͛â˙/dTͺP}°��

�aɲœ²ȴĥML"ʥ͚kĬ^ěɧͺKƅʒ²ƅ˿ÔN

̺͛;C�®{ª¡aɚāJ˳jhg}°�³�"/dT

APȣƽkʒ=̹̒J+g#ǥĶ˙J+gȐȉɭŪNdf

2004 ƙNķȧʂ͕Ήʬ 4815325 ĦΊ9h"Ų̮9hI,g#
ĚNěɧͺýJPɚŦK,-Ǆ̚k̩.%ěɧͺJ;0J

2M,}°�³�&J+fÏ¸Pd-MɨƸkǙG# 
� ʥ͚kĬ^ěɧͺK"ƅʒ²ƅ˿ÔN̺͛;C�®{ª
¡J/7Mjhg#�

� ɚŦ˙aěɧͺ1´ǷʄNͯȢkǥà=gPJQM3"
ȎŐ˙1ƅ˿ÔaͺNG,IˢİkǙE"Å,NǶCM

͛âkÝgd-M} ¦�|³�¨°k͍˽;CýŶJ

+g# 
� ɚŦN͠Ű?>"ɚāa˶˸²͋Ɠ=g�°�­��²
«³�ML`Ĭ_"}°�³�N͛jg÷IP˻ʽkŲ

̮Ž̡K;Iǜ.g# 
� ͯȢP]Me>ěɧͺýŞPͯN˛kɝ\=7KNdf

%ěɧͺPͯPͶȁ&k˝3# 
� Ų̮NG,IQ 1990 ƙ0eŨ\fɯň\JÏ¸P 15 ͺ
J͙ì9hI,g#�

ʫ¾šÄÓͻä̇ƽͺΉ˓ͼʊΊ²΀Ƌƒʧ˒˴ͺΉ˓ͼ

ʊΊ²wª�PȴĥěɧͺΉȏÈΊ²Ţ͝ơʧƭɳǳēě

ɧͺ²È͊Ņʧ̶Î˒˴ͺ²ƉƇƒʧu«s°�˒˴ͺ²

ºɻP�p¬ěɧͺΉǅʎʊΊ²ƇĢʊʧ˒˴ͺ�˓ͼʊʧ

̶Î˒˴ͺ²Ţ͝ơʧ̶Gͷ΂ěɧͺ²ť˦ʊʧµˮǳē

Ôͺ²ɋȐƒ˒˴ͺ²ŢőŅͤ˒˴ͺΉƷƊʊΊ²Ó̟´

ʐɕ˒˴ͺΉͬƉʊΊ²˓ͼʊʧˡɣĥěɧͺΉŲ̮ƙ

ͲΊ 
� \C 2013 ƙNĖˮʊʧ¼ţěɧͺJ͙ì9hCǺȉ�q
°��|³�ĘÔ 20 įƙ̇ƽ˳Ã%�q°��|³�Pǯ
ų&ΉĩͺKùì²Òɺƅ%ͯPͶȁ&P´ɲΊN/,I

`Ų̮9hC 
� ͯȢk̸<IěɧͺJ˛kɝ\?R"ͺKͺkĠfƑ3

ɲœ²ȴĥMLȦ$M˻ʽ`˼G_g7KNMg# ¦³

�n¡�³zJ˼g`PQ\9NAPͶȁJ+f" ¦³

�n¡�³zQ%ěɧͺJ;0J2M,ͯPÛ;&J+g#

�

�
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Ć�3ä��

j©���

ˆŽʄMͬŷ#ŚM2Ś"ͯM2ͯk˜3#CD"AhD

5#�

ʍǃkˈ5"ɏ_Ib3NGh"ͬŷQɏ\f"ɝ]ɔF

CºɻkÛ;=g#�

ͬŷMºɻQ=XIVFˈ2J"SKGM1fP,PE#�

Ah7A1"ȉȎPˡƐ#ȼPºɻ#�

7PɩǇJ"CDCD"ưCfĉPÉ͚K;Iɳ2g7K#�

A7N"�q°��|³���p°Pȉ̧1+g#�

 
ǺȉJQ"¼ŅÕȎPʖ1"ˏǳÏȎPŇŗP¼JɪˡN

ʁƅ;"ǳēPȚƟkM;I,g#�

É$Pɳ2Ƿ"CC>\,"̄ˮ"77i"̯Û²²²�

˪̀"ˬ̀"ƫ̀"Ĩȼ̀"ˠMLP˩ˠ"ŕ˅"ƥ²²

7hePǳē#�

É͚Pȉ̧"AhQ"ˆŽʄMͬŷ#A;I"�q°��

|³�P77i#�

�

M/"7PŲ̮P͍˻M͉ĂQ÷I"͎ȍǻƘóɳΉɲœ

ƘĲˋĨʏʤǎΊ"͎ȍťţóɳΉ͎ĢǲÛǚƀ˙ΊNd

g`PJ+g#�

A;IĩȀN"9\:\MǺȉP%d2`P&N̸<I,g#�

�

ͩ;,7KJ`"ʔʜʄM7KJ`M,#ƛJ`"Ǖ̡J

`M,#�

7hQ"ÃŲ#�

CDŲ̮;Ǻ$ɏ_g7KJ"̔J`"ǏNĠgd-Nʑ

0N"%ͬŷk˜3&#�

A;I"ƿkɏ3;"ƹPˡɷkƵg#

�

Í*ï¿*ćĈ¯�

�ï��č
���,#%�/JDG]`:Ď�ĉõ���čą��ă��Ď�

� ȉ�®�rz�Q"Œ˼1Î˷kGK_g%ɟP˼Ȭ0

e\EH3fk˘.gÔ&PɉĐPM0Jƅ͙;C`P#

%ɟP˼Ȭ0e\EH3fk˘.gÔ&PɉĐ˂ˎQÏ¸

P̸f΍�

2000.05� ɟP˼Ȭ0e\EH3fk˘.gỔʧ�
2000.08Β2003.10  ͬƉʊýPɟP˼ȬP̕Ȗ΍ŉŌĂƓ" 
     ȴĥʄŜͅ"ƱǇĂȒ�
2001.09.22� ǺȉƩʲŬÔ²̘ǳʁ˷ 
   %ŉŌȁ́N/5gɟP˼ȬN͛=gʏʤ΍1ͬƉʊP 
     ɯɅ"2ƌȚŉŌPĂƓKƱǇ&�
2002.06� ɲœ˩˴ŬÔ"2002.08ǺȉƩʲŬÔ 3,4"2004.08�  
� �  ǺȉƩʲŬÔ 5΍̘ǳʁ˷ 
2003.01.22Β26� ÿʋƅ'ɟP˼ȬQ%͇ɴ&0%~ & 
� �  0(ͬƉƒȻy¤ª«³�
2003.02.08Β09� ɟP˼Ȭ� �� inȤĔ� ¼ƌȚɹƇȍ͙ 
     ʁ�°�³Í�

!¼ƌȚɹPģ˗ 4 ĪN"ė͖Pͯk�³�N;C˝2Ġ
f̕Ȗk΂̪`ĞČ;IŲǸ# 
2003.10  �©�̢Ł%̶ÎēK3e;Pþʁ˼&ʏʤč 
     ǋ΍%ɟP˼ȬPȴĥƾ²ŉŌƾ²Őǎƾ&ǡǔ 
2004.06Β10� ¼Ƈ̀PɟP˼Ȭ̕ȖΉ͎͗ʊ"ƈ͜ʊΊ 
2004.11  ͬƉʊ͊ƒȁ̦́ðʘ̦Ή\EH3fɉĐ͉͘Ί 
     ġ̦ 
2005.06� ŏĮȃ'ɟP˼ȬQ%͇ɴ&0%~ &0(ʁĄ 
2005Β2012� ɟP˼ȬN͛=gæĆʈ̖ΉˡɃÔ"Ɏ͞Ł 
     ʭΊ΍ˉǙä÷PɩɅ"˚ͪƾ²˗ȊēƢʭ 
2006.12� źŘƌɹęȐ͎PɟP˼ȬPʂ͕ǳē̢WPɸ̗ 
    Ήǎ˼ÝǋʭΊ"ʂ͕ 
2010.07� ȉ'ɟP˼Ȭ� ŉŌk˼G_gŭ÷͇ɴ(΅Ɗā 
     ɦÔ²ʁĄ΍Ô1ˍ˯ 
2011.03  ÓÕ̢Ł� ǳē̢ä̝ǛˢŧĎ̦ġ̦ 

 

�*Ć�×ć¼m��

�ï��č
���,#%�/JDG]`:Ď�

��ͬƉʊͯȢøņȥǃQ"1987ΉǿĲ 62ΊƙNʰŰ9hC
%ͬƉʊǶˋĨ̅ɺ&PûÛēP´ɲK;I˘.ehC`

PJ+f"ħɻȆ̚˙0eMg%ͬƉʊͯȢŎȥǃǊ̖

Ô&NdFI 1988ƙƢ0eȞ̆1Q<_ehC#�
��ͬƉʊQ"ͯȢŎPƩ̉NKL\eM,ͯȢk¼ƹK;

C´Ţ˩˴ǳē�³°kǲë=gǷ͑kǐEā;C# 
� ͯȢøņȥǃQ"ʊK,-ŉǷˡɃÛ1˳-ÃȠK;I

Qȡ_I�|³¬PŢ2,ºɻȽək_:;CřŢMȥǃ

J+FC#ƞŢMɋĪɕɼkÁŰŉΉ120haΊK;I"AP
ǀ\hCˡɣɲœKºɻ´PȢĽɴȠaô²ǾïkĬ_ó

ʪǒ˴ɴȠPͨʢŉK,-ɨƾkȄŢ͠Nɳ0;CºɻN

`͵ßPM,ͯȢǳēĊ̹PǗɠKMgǸ̉PƩ̉1˘.

ehI,C#�

� 1992ΉƘǋ 4Ίƙ 12 ȅNQŅͤ}°�˻ˊkŮǋ9?C#
˕ƙP 1 ȅNQʎÃN˻ˊk̓Ǽ;ÀǑkƵgÁŰJ+F
C1"ʦɣʎÃ1ʀNèhIx¤°�¬NMFC#APƳ 6
ȅNʎÃ͆1˳jh"Ƕ;,ʎÃ1̑ɳ;"ͯȢøņ̅ɺ

P˼ʇ;1˳jhIŅͤ}°�QŲǸ9hg7KM3"ͯ

ȢøņQƛNˀjFC# 

 
�
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Part 2 Forum: Sound in Environmental Education 
 
±½�W©� Äv� f~Á��y�ja�¿¿ºÂ
p¸i£ÁZK�¾|O
ZK�nY[²ªgÂ 
� � � � � � � u�¬­�Á¼¾� ¡sÂ
k�§¶Á¹�w�pr�nK}¦r·��Â 
A;HL9LÄ\b^cÁ�®prK¢�pr\R³zÂ 
S    l    Ä4F0L<��3BEFL31 
�    �    Ä2014{ 3� 22�ÁkÂ15:15
17:00 
 
\bÄˎ!Y��Y6-9�¾ȯ9 Ɍš�+,�ɃSϛ

� "�G%�¾ȯ9�pu£rxn��2�ϣ8ȡ̦�

l^�}¢`{�i£n���T�9l^�}pi£�X

J�T��V�V5Ȫ
8ƞˢ¢ˊ͉�!U+W�2%�

U4K�ǎĚ9�)UX΋G�1�G!6ϣ3ȡ̦�)#

1ʸŤ3���¾ő8ÖÊóÑ8z£���ϣ3ȡ̦�ϣ

3ʸŤ�35.1�SG%��)����36�V�V3

ĩŠY2�Tp�n��p|ЈƖτƍЉ8Ȫ
X�Ȁ�

#1�a£��3��šXȃ1T�3X�űū˨̮΍K�

g�g#1�SG%� 
� �8�a£��8ű�5z£�3#19�ʸŤȡ̦6�

�Tϣ�3���32΢J!'1�+,�+�3Ǜ.1�

G%�+,��ʸŤȡ̦6��Tϣ�3͘�G#1K��

WOTȡ˩ȡ̦3#18ϣɚȡ̦3��Ƅɕȡ̦3��ʸ

Ť¢ȡ̦¢ƄɕH+�5ύƈ!U+ǥŁ295�1��8

�3X¤/8��|6�ϣ3ʸŤ��T�9ϣ3ȡ̦3�

��36/�1�)U*UĩŠY2�+Ȫ
�Ñ϶!U

+�3M̠�1�R.#LT�3��T�9ˎ!Y�Ǜ.

1�R.#LT�3X�V�Vÿ#Ķ�T�)Y5š65

.1��+R̶�3Ǜ.1�G%�Ћȷχ 45Ā3��˜�
ȷχ2%�U4K�)8®2Ġͺ6ɪTͧ�2�TQ�6

ɚ#�M.1��+�3Ǜ.1�G%�QV#��ϫ�#

G%��

� ˨�ð˫̊¿!UG#+ĴÊ8úĬ2%��

� )U29�G&�Ў½8ͧϪȓ×̡8ˎ!Y6̮Ư̊¿

Kú75�R�ϣ38ÿÊ��ψWS�6/�G#1��

ͧX�+,�+�3Ǜ�G%�QV#��ϫ��+#G%� 
 
k�Ä�R+JG#1�˨3ϣ38ÿÊ�6/�1ƛ#�

ͧ#!'1�+,�G%�ϣ3ÿÊ.+89�ʹGU+ȷ

2%�7�,3Ǜ�G%�U4K�)���ͧ295�2

%7�˨9ǅ˾Ƅ˩8Ɩτ8Ȫ6�SG%�U4K�Ƅή

8ȷ9Ɖ9ϣXƖτ6#1�5�.+Y2%7�K3K3

9�ʫ3�ίƱ8ʸŤ3����32M.1�+Y2%�

U4K�űƄώ29Ǜ.+3�V6͆�5�1ȆǺXŁW

�G#1�Á83�V2Ȃ.1�UTðʹ��SG#+8

2�)�2ϣ3��K8XăJ1M.+W�2%�U4K�

)�29ǅ˾Āγ8®28ϣ3���32#+82�ϵϣ

ͣØH+�5�3XM.+Y2%7�)#1ϵϣ�ϵϣ3

M.1�.+Y2%�U4K�M.1��û6��]~p

Ϣ:.�S͑1���3�ɇǊ6̶��3,V��3ƛ#

Ǜ�9$JG#1�Ò�ϣ̮Ñ8̶!3�.+K8K�T

8295�8�5�3���32̠�ŽJ+�3��l^
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͖ʥɄɱH+�5�ͧḲ�12%7�4Y4Y�4Y4

Y̮Ā8̢K)���K8XƓ˛2�TQ�65.1�.

+ȷ6�����U.1Ą6Ʀ2̦.15�1K΍6/�

Y,��3��8��˨8ˊ͑2#+�ƦXÿ1�R9�

̢8ǧ͔X¤̕6<R�1��3��ϣ8�£gn�x�

X�ɗ8®2�.+S�˥ˣ¢�Ɣ̷�VY53�V2M

R'1KR.1�TY2%�U4K�¾9�)���ϣ8

ψWS6̯.1�G%� 
�

�

�
� � � ]��� k�§¶�ÁxÂ�v�f~�ÁdÂ�

�

�

�



l^�}pi£�˸ 15ư 2ĳ�

 

 
 

70 

p¸Äűγ2%��{�£u£�RȇRU+ͧ93K��

3#1�˨�ʘæ#+Q�6΢J!'1KR�G%�ƄÊ

ˊ͉2Ĕ΢ƶXMT3ͧ�ϮY2ǱU5�5.1#G�8

2�ģ˭Xʻǥ#1ͫH¨�TQ�6#1�G%�¾ȯK

�ϣ3ʸŤ�ϣ3ȡ̦�3���32�˨8ͧϪȓ×X!

'1KR�+�3Ǜ�G%��

� ˨8���\£�6�ʸŤ9´J�T8295��ʸŤ
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4Ḳ��&�582#P��̣�ǔXŴ�:�̣��5

���8®Ƅʹ+-9��Ψ�8½6ρ8ϣX̣�'T6

9�ρ8ϣXű��%U:��3Ǜ����óʩ̣��5

��R�p�£c£XÂ�1KR�+���3͘�G%�

¤Ȫ�̣��5��3XŎ�͕Φ9���V�V5ʹʄϙ

ϣ�ť�1�.1�ρ8ʠY,ϣ9�)UR8ϣ6��ʊ

!U1#G.1�T83�ǔ6K)UX̣�òV�3%T

Ó͋�5�5.1�T��3ɀ�1�G#+�ρ8ϣ�̣

��5��R�ŀS8ϵϣ6ǵ-Ē/K.3ű�5ϣXÿ

'3��ħǘ3�̣��5�5.1#G.+89˨+-8

ʹʄǨǂ6ģŒ��.+�K#U5�3ħ˔%TǨǂ8Χ

�6ʀː#G#P��á½8ʸŤÑ϶8β͐!����6

�SG%�Ϙœ3#1ȦĖXͩS̒��36č��á½8

Ǜ�ÿ�̈�U+ʸŤXȃ/�3��U�ɡ8ƕʸŤɜΟ

XƭĲ#G%� 
� ˨+-8ƕʸŤɜΟ��ɡ8¬Ã8ʸŤɜΟXÔ.1�

G%�2%�Rǔΰ9�ǔXŴ��36˄GR&�͆ĐX

Kū�1#G��ˆ5TʸŤXÔ.1#G��̎ɒ3#1

heritage 3#1ËǷ!U5��3�Ǭǚ!UG%�,�R
�ʸŤ9´J�T8295��ʸŤẌ��36Q.1ʸ
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#Ḳ�G#+�΍Θ5G-0�SKʛɘKϣ8ϭȹ38

ψÙKóήĽJ1�DY36ű�5���¬8®��.3

ūW.1�T�¾�)8ʲχ6�Tǧ$�% �#G%7� 
� /GS�)8�39ϣϭȹ8ŉϪ,�$L5�17�4

���ϭ6G-X/�.1���,3��ʸŤ3ȦĖ3�

�8��ȦĖάʺXJ�TŉϪ3��ʸŤˣÊƄˍH+�

5�3K�ɇǊ6)8ΖX�G��]�|6#1M.1�

�5�U:5R5�űū5ȷÃ,3Ǜ�G%� 
� ,�R�)�)���ȩ#�ʰɽX͑5�R�¾ǎ48

Q�5ʹ�ʹ�3#+��/18ρ8ϣ3��!.�ͧϪ

65.+Ěρ6#1K�)��.+ϣ�ʹ�ʹ�3#+ǋ

2�˨+-8ʹʄX̣�3���36Q.1ōY2��T

8�H+�5�)��.+z£���.3�TY,V�3

Ǜ�G%�,�R�G��ȱ38Χ��ÿ1�+3��3

�G2¾�ϑĀ�VY5ͧ65.+�U4�)U9ϣ,�

8ŉϪ$L5��I#Vϣ8ŉϪ$L5�1ˣÊMóÑˍ

5K8�ūW.1�1�T�Rϣ6KūĖ�ÿ1�1�T

Y2#P��)UXϣ8ϭȹ�Rŉ�ˑ#1�T8�¾ȯ

8�a£���3���39�¾ǎ4�#1��C���

543Ǜ�5�Ṛ�1�G#+� 
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#LT���T�9ĩŠY2�R.#L.+�3��Q

�53�VX�(<�̣�'ϫ�+R3Ǜ�G%�U4K�

űγ!Y4�2#P��� 
�

p¸Ä˨�ψW.+89�ϣX¯͖ˍ6ȉ�1�˨9ʮʷ

Xďǈ#1�+̡2%�U4K�)���Ɗ͖ˍ6ϣX͜

Κ%TY295�1�)8ʸŤ8ϣX̣�+½��)8ϣ

X��1ßĭXͤI�3���T�9�Ȧ˲XͫI�̮Ā

��8ϣ8ʸŤ�űź�5R:̮Ā2ȐͅȦXɀ�1HT�

3��+G+GЈėû8�̥š8Θ�6ЉϣɚűƄ��.

+82�ÔȾƄ˩8Ƅʹ!Y6���8ʸŤX¸̖ʹ2ɀ

�1�,!���.1��?�5ǋ2͉ʶ#1KR�3��

)���½X¿#148Q�6ʸŤX͜Κ2�T��ϣ8

ʸŤX͜Κ2�T��3���3XͥH+�39�SG%� 
�

u�Ä�ȡ̦�.1��̓͘9�GSÕ.1�5�1�˨

KƁ4KK�¤ƕ¤8ű½,3Ǜ.1ĺ�Ķ.1��.#

P6�£gn�x�%T3�5Y�MTY2%�U4K�

Ɓ×+-8)8GYG8ǧǜ,.+S�ǧ͔,.+S�ˊ

͑Xǆ�ÿ%�ǳË��2�+R3Ǜ.1M.1�G%� 
� ��3+GS�83�K�]�u��£#+Sνϣ#+

S.1��®2�,Y,YƁ4K+-3&£.3Â�Ķ.

1��3�ūW.1ɌTϢX˨9͖Ɠ#1�1��Tʾ8

Ɓ9̮Ā2νϣɟXȃ.1��8ɂ͑ɵ6ÿ��1̮Ā2

[~^�pX#ŽJTY2%���£l£�.1��Ѐ

Ј��}�Љ��TY2%�4����£l£�.1��

89��£�£3Ё��R��£l£�3��G%�DR�

¾̣��G#+7��3�]gXĺ�1�˨3�.#P6

νϣ#Q�.1ŽJ+�3��̮Ā2νTG265.1�

)�6̮Ā8d]}KòU1.1��͆Đ�͑RU+S2

%3��G+)8Ʀ8ξ²˝��GT 3ϲ�8®69̛

�1�.1�)UX-P.3ЁR#1HTY2%7�% 

�)U9��ϣ�ЁT.1�.1���ɚŏH+�,

7��3�����¤½<3S̮Ā2ɱ0�+�3X4Y

4Y�4Y4Yɡ8͖ƓBʌJ1���36/5�1���

�U6̰ŁXK.+R-LY3ɡ6/5�1��.1��

�3X#1��+�53Ǜ.1�G%� 
� )U69M.;SĞˊ295�1̒̓ˍ5�£gn�x

�,.+S�ȡ̦ɟψ,.+S�)��.+3�V38u

][x��Ǖ͐695TY2%�U4K�)���ű½+

-8ĺ�Ķ�Ȫ,.+S�)���šX/�T.1���

3��¾8ȯɇ8ȡ̦8ʶš29Ǖ͐$L5��5.1�

�ϭ6Ǜ.1�G%� 
�

vÄɚŏğʮϲ8Àµ6ύƈ#1��:�Ɂă6ʽ#¨�

+Q�6��VY5ϣЈϣ̷3ϣ8ű�!ЉX̊¿%T�

)U�)8½63.1ź��ſ��9Ą3#1�˛R5�

¬ˁXȓ×%T�ɚŏğʮϲ�ȓ×#5�U:)8½�¤

ʹ˛R5�2�V��)���ϣ3�ϣɚXȓ×%T�3

,3Ǜ�G%�)#1)8½�ɱ6�.+R̮Ā2�V�

VͮCT2#P��)U�ğʮϲ3#19¤/8ÕŃ2%�

�VY5ϣ6ψ%TǧĪǜ�͟ƎċXϱ��3,3Ǜ�G

%� 
� +3�:�H5!Y�̷9Ò̷�T3Ǜ�G%�Г3΁

ŉ!UU:Ò̷,39͘�5�2%7�g��p,.+R

12 ̷548̷��SG%��¬8®8̷9ʨύű2%7�
΄3�.1KÒęˬϬK�S[~�h29ʨύű2%�ϣ

K)�2�ʨύű6�TW��)8ϣX̮Ā2Ϋ=ÿ#+

S�)UX̢,�295�1΍ÑóÑ2ǧ$T�3�űā

,3Ǜ�82%�)���ȡ̦9̜6ƕ%Tǥͳ6/5�

.1��3Ǜ��ϣ,��̷,�6ύƈ%T89̶�5�

3Ǜ��ȡƳ9�ϣ,�25��VY53�V6/5�.

1��ǥͳ3#1ǔǑ15�U:5R5�3Ǜ�G%�)

U�R�+,˛ͳ3#1ȃ.1�T,�295��̜͇2

KǧĪǜXȃ.1�U:ǧĐ%T2#P�#�+,+,ϣ

X̣�1ʋ�ÿTD4ǧĐ%T���{\X̣�1ǧĐ%

T�)���ǔ8͹�!3��8��T�)U6/5�.

1��8���3Ǜ�� 
� Ɂǎ6�¾8ȯɇ9ϣ�ʙU%�1�T�M�G#%�

T��£�x�6͆�U+½9ɱÂ�3Ǜ�G%��Ϡ�

2%7���£�£g6#1Kĸ$�ȯɇ2¤˅M�G#

�3ȯϥǛ�89�ДЕ2K˨κ2K�ϝΎ8®28Ύû

ȝΛ3�ϴ8ȝΛ�4�4�6ɱX/�1�,!�3��

�R5�ϣ�ů%�T�)UX͘W5�U:Ɗ�Rg�£

��ɌT�[o[9ó̳ˍ6)�58�K#U5�2%��

�£�x�9ΎûȝΛ9ϴ6˙�ˑĈ6͘�G%�Ћő,

�2%�)UX̣�8�#+R̋WS5Y2%�ˣÊ�Ϡ

�2%Q7�ϣɚ8ί3�WU1�T3�V2K�ϠƐ6

ƕ%TƘȤ8ǚ��T�ȱ8ȯɇ9)�,.+�ƛ5�3

K˨8Ɓ4K8ϥ9¬8®óÑ�Ϡ�,.+3Ǜ���V

Y5ϣ�̣��1�+82%��¾9)�$L5�5.1

�+�����ȷÃ64���ϣ8ȡ̦X#1����ȡ

̦3��89���G#�2%��¤½<3S�4�M.

1ϣ3ĺ�Ķ.1����3��89űā,3Ǜ��ϣ9

Ń6KψW.1�T3Ǜ�G%#� 
�

k�Ä�ϣ9ÒX̦I8��3���36/�1�˨Kƨ

ϲσ3ĸ$Q�5ǥ͑Xȃ.1�1�G&ǧǜX̦I3�

�Q�5�35Y,V�3Ǜ��Ϡ�!6ɱ0�3��8



l^�}pi£�˸ 15ư 2ĳ�

 77 

Kűā�ϵϣĆǒ8Ǹ͇39�K3K39Ϡ�!XƉʶ%

TǸ͇,.+�Ϡ�!6Øã��.+�R�)UXɳJT

Ǹ͇��.+W�2�)U6ɱÂ��3�űā�)UXǗ

U1#G.19îKƁK5�� 
� Ɓ4K+-3�£gn�x�X#1�1���2̣��

TϣXɀ�1HG#P���3��3�Ò6Ḳ��5
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サウンド・エデュケーションのねらいに関する実践的研究 

現代的課題に応じた新たな可能性を探る 

A Practical Study about Aims of Sound Education: 
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要旨 

 2011 年度より実施されている新学習指導要領では、「生

きる力」の育成が主な目的となっている。そのような現代

的課題が要請される時代の中で、サウンド・エデュケーシ

ョンにはどのような役割が求められるだろうか。本研究で

は、活動のねらいに着目し、サウンド・エデュケーション

の新たな可能性を探ることを目的とする。 

 実践事例を通して、既存のサウンド・エデュケーション

の主なねらいである感性の育成や、新たなねらいとして自

己肯定感の育成、及び他者理解の深化について論じた。サ

ウンド・エデュケーションにおいて事物・自己・他者に関

わる活動を行うことで、現代的課題を乗り越えるための生

きる力の育成に寄与することができるだろう。 
 

Summery 
The main aim of the government’s 2011 teaching 

guidelines is to raise the “zest for living”. What is the role of 
sound education in modern social issues? This study aims 
to examine new possibilities of sound education by focusing 
on aims of these activities. 
Results clarify raising the sensibility in the precedent sound 

education. They also indicate that of self-esteem and 
understanding of others as new aims of sound education. 
Sound education contributes to enhancing the zest for living 
to solve the issues by practicing these activities about things, 
self and others. 
 

1 研究の背景と目的 
 小学校においては、2011 年度より新学習指導要領が実施
されている。改訂の趣旨としては、これからの知識基盤社

会化やグローバル化が国際競争を加速させる一方で、異な

る文化との共存や国際協力の必要性を増大させているとい

う現代的課題の中、知・徳・体の調和の取れた「生きる力」

を育むことが重要となっている点が挙げられる 1)。基幹教

科の時数増加や高学年における外国語活動の必修化がなさ

れたために総合的な学習の時間は削減されたが、生きる力

を育むという点では前学習指導要領と同じ方向性であると

考えられる。一方で、学校現場では基礎学力の定着のため

に多くを費やし、時間的にあまり余裕がないといった声も

耳にする。知識偏重型の学力育成に陥ることなく、徳性や

感性の育成といった総合的な視座で教育活動を展開するこ

とが、生きる力を育むためには必要である。このような背

景の中で、サウンドスケープ思想には、どのような役割が

求められるだろうか。 
 上記のような現代的課題への 1 つの提案として、日本サ
ウンドスケープ協会では 2001年の協会誌において、「音・
音楽・生きる力‐感性を育むこととサウンドスケープの可

能性をめぐって」という特集を組んでいる。その中で山岸

は次のように言及している 2)。 
 
 現代は、効用性や合理性が重視され、経済的価値が尊重

され、機械技術の進歩によって自然の人間化が進み、人間

の感性が次第に弱体化し、想像力の衰退が不安な出来事と

して感じられる時代である。家庭においても、コミュニケ

ーションの希薄化が進み、学校や職場等におけるいじめや

学級崩壊、不登校、引きこもり、といった問題や、多岐に

わたる環境問題は、深刻な状態で私たちに、人間関係の再

考や自然と人間の関係の再考を迫っている。現代社会およ

び現代という時代においては、人々が活気を失い、時代の

活力が衰退してきているとの指摘もある。 
 私たちは、こうした時代において、いかに生活に潤いを

もたらし、人々の生きる力や、生き生きと世界を感じる力

を高めていくことができるのか。 
 
 そして、多様な研究と実践を掲載することで、サウンド

スケープの方法によって開かれる可能性を模索している。

本研究は、この問題意識を踏襲しながら、特にサウンドス

ケープ思想の教育的側面であるサウンド・エデュケーショ

ンについて、新たな可能性を探ろうとする試みである。 
 サウンド・エデュケーションは、「身近な環境に耳を傾

けるための＜聴く技術＞の回復と育成のために開発された
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教育活動の総称、サウンドスケープ思想に基づいた独自の

プログラムの総称」3)とされている。身近な環境を対象とし

て豊かな感性を養うことで、聴く技術の回復と育成に結び

付けることが主な「ねらい（＝目的）」であるといえよう。

サウンド・エデュケーションの開発者であるシェーファー

自身は「世界の調律」において、サウンドスケープ・デザ

インに対する教育を行うための最良の方法としてサウン

ド・エデュケーションを位置付け、この感性を養うための

課程を学校に設けることを提案している4)。 
 その他にも、サウンド・エデュケーションに関するねら

いや意義に言及した実践や研究は国内外でいくつか見られ

る。国内では力石、土田がサウンド・エデュケーションの

ねらいを整理し、「感性を鍛える」、「見落としていた環

境に気付く」、「生活や行動が変わる」の3点にまとめてい
る5)。また、神林はそれらのねらいと小学校における環境教

育のねらい「環境に対する豊かな感受性の育成」、「環境

に関する見方や考え方の育成」、「環境に働きかける実践

力の育成」に関連性を見出し、環境教育におけるサウン

ド・エデュケーションの意義を論じた6)。西田は、「世界の

調律」にサウンド・エデュケーションの目指すものを求め、

沈黙という言葉に着目した。そして、「沈黙をきっかけに、

物事をありのままに見ること」7) によって、普段気付かな
かったことに気付くという点に、この活動の意義を求めて

いる。坪能は、創造的音楽学習とサウンド・エデュケーシ

ョンの関連性を考察し、その発展と変容について言及して

いる8)。 
 一方、国外ではギャロッドが坪能と類似した観点から、

「探究と創造」の分野にサウンド・エデュケーションの有

効性を見出している9)。Campbellは、音環境への気付きが音
楽の本質的な理解を深めるとして、「聴くことの教育（＝a 
pedagogy of listening）」を行っている10)。McGinleyは、「ス
トックホルム・サウンドスケープ・プロジェクト」の実践

を行い、その活動が社会的音響事象の気付きを高めるだけ

でなく、地域のサウンドスケープとの創造的な相互作用を

育成することに言及している11)。このようにねらいや意義

を概観すると、今までのサウンド・エデュケーションの実

践においては、「感性」、「感受性」、「気付き」、「創

造」といった言葉がキーワードとなっていたことがわかる。 
 ここで、これらのキーワードの関連について考えてみた

い。まず「感性」について、桑子は科学的な視点を踏まえ

た上で哲学的に考察し、次のように述べている12)。 
 
 ふつう感性とは、「外界から印象を受け入れる能力。感

覚に伴う感情や欲望、衝動などを含む」と考えられている。

外界からキャッチする情報を「感性情報」といったりする。

それは、「快」刺激と説明されることもある。 
 しかし、「豊かな感性」や「するどい感性」という表現

には、創造性という意味も含まれている。単なる受動的な

能力ではなく、むしろ何らかの能動性をもっているように

も考えられる。 
 本書で、わたしは、感性をこれまでの理解とは別の角度

から捉えようと試みた。一言でいえば、感性とは、「環境

の変動を感知し、それに対応し、また自己のあり方を創造

してゆく、価値にかかわる能力」である。 

 
 このことから、「感性」と「創造」との関連が見出せよ

う。前述のキーワードの「創造」は音楽教育にとどまらず、

自己のあり方のように広範に捉えることができる。 
 次に、「感受性」について「気付き」と関連付けたい。

中田は、現象学的記述を手掛かりに、日常生活を支えてい

るのにも関わらず、通常は気付くことなく見過ごされてい

る当たり前のこと、すなわち自明性について、感受性の観

点から捉えている13)。このことから、感受性と「普段気付

かなかったことに気付く」こととの関連性がうかがえる。

また、「感性」と「感受性」については類義語として捉え

られるが、感受性はともすれば受動的な印象を与えること

もあるため、前述の桑子のように能動的に働きかける場合

も考慮して本研究では「感性」に重きをおきたい。このよ

うにキーワードの関連を捉えることで、それぞれが「感性」

と結び付いていることが考察された。従って、サウンド・

エデュケーションの今までの実践においては様々な変奏が

あるにせよ、感性の育成を大きなねらいとして設定してい

たということができるだろう。本研究においては、以上の

議論を踏まえ、感性を「日常では当たり前になっていて気

付かないこと（＝自明性）について、感じたり考えたり価

値付けたりすることのできる創造的な能力」と定義する。 
 筆者もまた、感性の育成を主なねらいとしてサウンド・

エデュケーションの実践を行ってきた。そして、実践を重

ねる中で、それ以前に思い描いていた自身の教育観と照ら

し合わせて、サウンド・エデュケーションに新たなねらい

が設定できるのではないかという思いに至った。ここで、

筆者がサウンド・エデュケーションを知る前までと、知っ

た後の関心について経緯を示したい。 
 筆者は、大学にて学際的な領域である人間科学を学んだ。

在学中には野外で鳥の調査をしたり、音楽活動を始めたり

と当時から音については高い関心をもっていたと感じる。

2004年に公立小学校教員となった後、2006年からは私立小
学校教員として勤めることになる。現在でも音には関心が

あり、「いつでも創造的でありたい」という信条から、指

導する学級の歌をつくることもある。 
 教員については、漫画などでよく描かれる朝礼での校長

の長い話、教員が結婚式のスピーチをすると長くなるから

頼まない方がよいといった話に見られるように「話が長い」

というイメージをもっていた。また、教員になる前に関わ

っていた子どもから「先生は話を聴いてくれない」と耳に

したことがあった。そのような経緯から、話すよりも聴く

ことを大切にした教員になろうと決意したのである。そし

て、教育実習中に指導教諭から「教育とは児童理解だ」と

いう言葉を聴いたことも影響が大きい。そこから、子ども

の話を聴くことで児童理解に努めようと考えたのである。 
 実際に現場で教育活動を展開するようになってから、教

員が子どもの話を共感的もしくは受容的に聴くことは自己

肯定感を育むのに役立つと感じるようになった。「話を聴

いてもらえた」→「自分の存在を受け入れてもらえた」と

いうように自分自身を肯定的に捉える姿が見られたのであ

る。また、聴き手である筆者にとっては、児童理解に大変

役に立った。これは幅を広げれば他者理解の深化というこ

とになろう。このように、教員が聴くことを重視すること
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によって、子どもの自己肯定感を育て、他者理解の深化に

もつながることへの感触を抱き始めていた。筆者が日々の

所感を自由に書き留めているメモには、次のような記述が

ある（2006年1月18日のメモより）。 
 
「話を聞くことの大切さ」（＝自分の軸の一つ）から、教

育について語れるようになりたい。具体的に。実践的に。 
 
 ここからは、当時は聴くことを大切にしたいという願望

をもちながらも、まだうまく整理できていない様子がうか

がえる。 
 そうした中、教員になり4年目の2007年に私学研修でサウ
ンド・エデュケーションの存在を知るとともに、サウンド

スケープ思想の学際性にひかれ、関心を深めていく。そし

て、子どもの声を聴くだけでなく、環境音を聴くことも重

視するようになったのである。当初は環境教育的な視点か

ら、感性を育てることを主なねらいとして、総合的な学習

の時間の中で授業を展開していた。また、聴覚だけでなく

全身感覚へと発展させたカリキュラムを実施したこともあ

る。実践を通して、子どもの不思議さに驚嘆する心（＝セ

ンス・オブ・ワンダー）から学ぶということを何度も経験

した。 
 サウンド・エデュケーションは実在的な環境音だけでな

く、想像した音や夢の中の音など非実在的な音事象も対象

にしているという点に魅力を感じている。前述のサウン

ド・エデュケーションの定義に敷衍するならば、「身近な

環境」の概念が広がったともいえよう。それ以前は、環境

というと自然環境や社会環境などといった物理的環境の印

象が強かったが、自分自身や他者についても広義の「環境」

と捉えることができると考えるようになったのである。 
 このような経緯から、感性を育てるサウンド・エデュケ

ーションに、自己肯定感の育成や他者理解の深化もねらい

として考慮に入れながら、2011年度末からは、総合的な学
習の時間だけでなく、生活、道徳の時間を用いて実践を行

うようになってきている。 
 以上を踏まえ、本研究ではサウンド・エデュケーション

のねらいに焦点を当てることで、その新たな可能性につい

て探っていくことを目的とする。視座としては、「①サウ

ンド・エデュケーションの大きなねらいである感性の育成

とは、具体的にどのような子どもの姿から見取れるのか」、

「②感性の育成に加えて、サウンド・エデュケーションで

自己肯定感の育成と他者理解の深化をねらいとして設定す

る根拠はどこに求められるのか」の2点を挙げておく。なお、
本研究は、筆者が行った実践を中心に論考を進める実践的

研究であることも付け加えておきたい。 

2 方法 
 本研究の枠組みは、学際的なサウンドスケープ研究にお

いて共通理解を図るためのメタ理論である「構造構成的サ

ウンドスケープ論」14)に基づいて展開する（図 1）。 
 構造構成的サウンドスケープ論は、構造構成主義を超メ

タ理論とし、その中核原理である「関心相関性（＝存在・

意味・価値は主体の身体・欲望・関心と相関的に規定され

る）」15)により、各概念の選択が可能である（関心相関的

選択）。構造構成主義においては、現象学的概念に関心相

関性を組み込んでいる。現象学における志向性と関連させ

て、原理の中の原理「志向相関性」として位置付けてから、

とりわけ研究の営みという文脈から「関心相関性」と呼ん

でいるのである。 
本研究では、まずサウンドスケープ研究の中核原理とな

りうる「現象学的聴取（＝立ち現れた聴取という経験の全

てを対象とする）」16)を出発点として、サウンドスケープ

に関する現象を記述するための構造を構成していくことと

サウンドスケープに関する現象を記述するための構造を構成する 
⇒構造構成的サウンドスケープ論 

構造構成主義(超メタ理論) 

関心相関性 
(相対主義の回避) 

現象学的聴取(共通の基盤) 

広義の科学性の担保 

構造主義 
科学論 

構造化に 
至る軌跡 

アナロジー的思考 
による一般化 

  信念対立 
の回避 

  共役不可能性の解消 自然的態度の解消 

現象 
判断中止 
還元 

図 1．構造構成的サウンドスケープ論 
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表 1．活動の概要 

 

する。現象学的聴取は、楽音や環境音といった実在的な音

事象も、想像した音や夢の中の音といった非実在的な音事

象も、立ち現れた経験（現象）という意味では疑うことが

できないとする概念装置で、包括的に音事象を扱える枠組

みである。ある現象に対して確信が成立する構造や条件に

ついて、意識作用と意識内容の相関関係や志向性を中心に

分析することが可能な原理でもある。 
 なお、現象学～実存主義の系譜にはフッサール、ハイデ

ガー、サルトル、メルロ−ポンティなどが挙げられるが、そ

れぞれの思想には個人間で相異が見られる。また、時期に

よって個人内でも思想が変容している。従って「現象学的」

といっても、誰のどの時期の現象学に依拠するかによって

見解が異なってしまう危惧がある。こうした危惧を避ける

ために、どの現象学に依拠するかを明確にしておく必要が

あるだろう。構成構造主義で援用されている現象学は、

「ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学（危機書）」の

記述を中心としたフッサール現象学と、竹田青嗣現象学を

基盤としている。その理由としては、構成構造主義の「信

念対立の克服」という目的を達成するために妥当な方法で

あると判断されていることが挙げられる。多様な学範が存

在するサウンドスケープ研究において、この目的と方法に

ついては相応の価値があると判断し、構造構成的サウンド

スケープ論でもこの観点に立脚しているのである。 
 次に、広義の科学性を担保するために、「構造化に至る

軌跡（＝条件開示を基礎に据える）」17)を援用する。つま

り、最終的に構成された構造がどのような経緯であるのか、

実践の概要や質的分析などを開示することで広義の科学性

について判断できるようにするという概念である。このよ

うにして、異分野の実践者や研究者にも円滑な共通理解が

できるようにしたい。 
 これらの枠組みを踏まえた上で、具体的な実践事例に基

づいて、ねらいについての考察を進める。従って、本研究

は仮説検証型の量的研究ではなく、仮説生成型の質的研究

に位置付けられよう。 

3 具体的な実践事例 
ここでは、まず実践の概要を記述した上で、感性の育成

に加えて自己肯定感の育成、他者理解の深化のそれぞれに

ついて、授業実践における子どもの具体的な姿や記述を通

して考えていきたい。 

3.1 実践の概要 

 実践事例については、筆者が 2011年度より行っているワ
ークシートを用いたサウンド・エデュケーションを対象と

する。活動の概要については、表 1に示す通りである。 
内容については基本的にシェーファーの「サウンド・エ

デュケーション（新版）」18)を参考にしている。ワークシ

ートは「子どもが理解しやすい手順の記載」、「表や絵も

可能な自由記述欄」、「子どもの気付きや変容を見取るた

めの感想欄」、「活動へのフィードバック」といった内容

で、短時間で活動が可能であるとともに、どの指導者にも

実践がしやすいように構成している（図 2）。授業はもち

ろん、朝学習や帰りの会などに活用することもできる。感

想欄を設けているのは、近年の言語活動の充実も視野に入

れているためと、活動するだけで終わってしまういわゆる

活動主義に陥ることのないように留意しているためである。

そして、活動をした後にはそれぞれの考えを共有する時間

を設けている。本研究では、そこまでを含めて検討に当た

りたい。 
実践の経緯としては、2011度は 5年生で朝学習や総合的
な学習の時間に、2012年度は 2年生で生活科の時間に実践
してきた。他学年や他学級の教員に協力してもらうことも

あった。2013年度は 4年生を対象に、道徳の時間に実施し
た。活動内容によってねらいの重点が異なるが、基本的に

はどの活動にも 3つのねらいを設定することは可能である
と思われる。表 1に挙げられた活動の中から、主に感性の
育成に関しては「音さがし」、「階段の音」、主に自己肯

活動名 活動内容 

音さがし １分間静かにして、身近な音をさがす。 

好きな音さがし ２分間で好きな音をさがし、その理由を考える。 

苦手な音さがし ２分間で苦手な音理由を考える。 

音追いかけゲーム 音を出しながら動き回る複数の人を、指で追いかける。 

階段の音 階段を色々なペースで上り下りして、音の違いを考える。 

静かな場所 学校内で一番静かな場所をさがし、その理由を考える。 

音づくりゲーム グループで身のまわりの物を１つ選び、交代で色々な音をつくる。 

音日記 「朝起きて最初に聴いた音」など、１日の音の様子を日記に書く。 

絵にぴったりの音 色々な形に合う音を想像する。（レベル１〜１０） 

夢で聴いた音 夢で聴いた音やその様子、感じたことを書く。 

音交換ゲーム ２人で音を出しながら歩き、すれちがった時に音を交換する。 

一番○○な音 今までで一番○○だった音を思い出し、様子や感じたことを書く。 

扉の音 扉の形や音の出し方を意識して、扉の音を書く。 

自分だけが聴いた音 周りの人は聴こえないのに自分だけが聴いた音を思い出して書く。 

ちぐはぐな音 「小さくて細いものがつくる、深くて重い音」などを考えて書く。 

音だけ昔話 「桃太郎」や「かちかち山」などの昔話について、音だけで表現する。 

音の違い 男女による音の違いについて考える。 

自然のコンサート 声や音だけで、自然の場所について表現する。 

見えない音 音源を見たことはないが、音だけが聴こえるものについて書く。 

身体の中の音 自分の身体の中から聴こえる音を書く。 
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図 2．ワークシートの構成 

 

定感の育成と他者理解の深化に関しては「音交換ゲーム」、

「絵にぴったりの音」をそれぞれ取り上げ、論考を進める。 

3.2 「音さがし」 

 「サウンド・エデュケーション（新版）」の最初の課題

は、「目をつぶって聞こえた音をリストに書き出す」とい

う活動である 19)。筆者も同様に、一番はじめにこの活動を

行っている。主なねらいは「人や場所によって、聴こえ方

や感じ方が違うということに気付く」と設定した。聴こえ

方や感じ方の多様性という日常生活ではあまり焦点化され

ないことに驚いたり、不思議に思ったりすることで、感性

が育つと考えたためである。子どもの感想から、感性の素

地に結び付くと考えられる内容を中心に挙げてみる。 
 
①さいしょどんな音がするかなと思ったら、とってもいい

音が聞こえました。みんな同じ音を聞いても、聞こえ方

がちがうなんて、びっくりしました。（2年女子） 
②私が聞いた音は、近くにいる人全員が同じ音を聞いてい

ると思っていたけれど、そうでないと知ってびっくりし

た。（2年女子） 
③初めて音さがしをやってみて、１人１人きこえた音がち

がったのでびっくりしました。１分間で色々な音がきけ

て、たのしかったです。（5年女子） 
④みんなぼくとかんじ方がちがうからとてもたのしかった

です。また来週サウンド・エデュケーションをやるので

それがまちきれません。（2年男子） 

⑤いつも当たり前だと思っていた音をよくきいてみると、

いつもより少しちがうようにきこえてきたのでたのしか

った。（4年男子） 
⑥いつもしゃべったりしていたので時には静かにするのも

心が落ちつくので良いなと思いました。（5年男子） 
⑦みんなが聞こえている音がちがったり、同じだったりし

て楽しかった。友達としゃべっている時は、何も聞こえ

ないのが不思議だった。（4年男子） 
 
 ①、②、③の感想では、「他者も同じ音を聴いているは

ずだ」という今までの先入観による思い込みが、実は違っ

たということに驚嘆している様子がよくうかがえる。厳密

にいえば、物理的には同じ音事象でも個々人の感じ方が異

なるということになろうが、導入としてはこれでよいと考

えている。④では、2 年生ながら感じ方が違うというとこ
ろに気付きが見られる記述である。⑤、⑥では、日常生活

とは異なる経験をすることで、そこに価値付けをしている。

これもまた、「当たり前」が揺さぶられる経験なのだろう。

⑦は、集中的聴取と周辺的聴取に迫る記述である。こうし

た経験を不思議と感じる心情を大切にすることで感性を育

てていくことができるだろう。 
聴こえ方や感じ方が異なるということは、現象学的には

「触発」との関係で捉えられる。触発とは、感覚素材の意

味内容が自我の関心を引き起こそうと働きかけることであ

る 20)。子どもの関心や動機は１人１人でも異なるだろうし、

個人内でもその都度異なると考えられる。従って、その時

の関心や動機によって聴こえ方や感じ方も異なるというわ

けである。とりわけ音さがしの活動中は、日常とは異なる

関心や動機があり、触発もまた日常とは異なるのだろう。

この観点は、ユクスキュルの環境世界やギブソンのアフォ

ーダンスの概念とも親和性が高いと考えられる。また、庄

野が指摘したサウンドスケープ思想と明確な連関が見られ

る構造主義や記号論といった認識論 21)から捉えるのも興味

深い。関心や動機の背景には、その文化固有のコードがあ

るだろうし、そのフィルターを通して世界を記号化して捉

えるという視点があるためである。 
 この音さがしを発展させ、好きな音、苦手な音について

調べる学習をすることで、よりねらいに迫ることができる

と考える。 

3.3 「階段の音」 

 学校生活において毎日使われる階段を対象に、色々なペ

ースで上り下りすることで音の様子を調べる活動である。

主なねらいは、「自明性を破る」ことである。すなわち当

たり前になっていることに目を向け、新たなことに気付く

というところに重点を置いている。当たり前が当たり前で

なくなるとき、感性が揺さぶられると考え、このねらいを

設定した。 
 
①今までやったサウンド・エデュケーションで１番音が見

つからなさそうで、一番多く見つけられて、楽しかった

です。意外性があると思いました。（5年女子） 
②全部いっしょだと思っていた階段を上る音はちょっとず

つちがう音だったのがおどろきました。（4年女子） 

子どもが理解しやすい 
手順の記載 

子どもの気付きや変容を 
見取るための感想欄 

表や絵も可能な 
自由記述欄 

活動への 
フィードバック 
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③ふだんはゆっくり歩いていてもはやく歩いていてもそん

なかわらないと思っていたけれど集中して聞いてみたら

ぜんぜんちがかった。（5年男子） 
④教室とかいだんでは、ぜんぜん音がちがいました。一ど

きいたらもう同じ音がきけない。（2年男子） 
⑤ふつうに歩いているだけでもかいだんはすごいひびいて

とてもうるさかったくらいです。今度からしずかにかい

だんをおります。（4年男子） 
⑥たいこでえんそうしているみたいでうるさくて楽しかっ

た。（2年女子） 
⑦ゾウみたいだったのでみんながわらっていました。（2
年男子） 
⑧足音だけで、人の感情が分かって、おもしろかったです。

次からは、いろいろな音をきいて、人の感情をさぐって

みたいです。（5年女子） 
 
 ①に象徴されるように、日常的な感覚の予想が外れ、意

外性が生じるときにこそ感性は磨かれると思われる。②、

③、④も、日常生活で当たり前と思っていたことが実は違

ったということによる驚きである。現象学的に言えば、

「現在」の時間意識は過去把持、原印象、未来予持で構成

されているが、普段は階段を上り下りする中で、その経験

が過去に沈殿されてゆく。その過去把持があるからこそ、

ことさら意識しなくても予測（未来予持）が成り立ち、階

段を上り下りできるわけである。階段の音に関しても、日

常の経験では上り下りの同じような音が過去把持され、そ

れが未来予持されるわけである。しかし、よく注意して聴

いてみると、1 段目の階段の音の過去把持をもとに未来予
持している次の 2 段目の階段の音が同じはないことに気付
く。だからこそ意外性が生じるというわけである。「全部

いっしょだと思っていた」音が、実は違うことに気付くと

いうような経験を積み重ねることで、細やかな差異を感じ

取る力が育つだろう。とりわけ④は、音の一回性に着目し

ており、このような感性は十分に価値付けたいところであ

る。それは、「聴取の本質が、時間の流れとともに生まれ

ては消えていく音に向けられた、深い意識にある」22)こと

を裏付ける内容であるためである。⑤は、その後の行動の

変容につながる感想である。⑥、⑦は、低学年らしく、音

を比喩的に表現している。こうした伸びやかな言語感覚は、

創造性につながる感性として大切にしたい。⑧では、上り

下りの速度や音で、当人の感情（例えば急いでいるのか、

心が落ち着いているのか）がわかるという内容である。人

とのつながりを考えるという観点からすると、他者理解に

結び付く感想になろう。 

3.4 「音交換ゲーム」 

 この活動では、まず 2 人 1 組で 5～10ｍ程度離れた場所
に立ち、次に、授業者の合図でお互いに向かって音を出し

て歩きはじめる。そして、2 人がすれ違ったときに、お互
いの出している音を交換してまた離れていく、という内容

である。自他の個性がよくわかり、教室に笑顔があふれる

活動といえる。盛り上げるポイントは、例えばひょうきん

な男子と真面目な女子というように、差異がわかりやすい

組み合わせをつくることである。そうすることで、ペア以

外で音を聴いている子どもたちにとっても、音の交換前に

は個性が際立ち、交換後でもその差異を楽しむことができ

る。 
自分の出したい音を好きに出せるという点に自己肯定感

の育成、他者と音を交換したり、その様子を聴いたりする

点に他者理解の深化、というようにねらいを設定した。子

どもの感想から、ねらいに迫る記述を挙げてみる（2011 年
度は未実施のため 5年生の感想は掲載していない）。 
 
①いつもより、たくさんえがおが出ました。それは、まじ

めな人が、おもしろい音を出すと、しぜんとわらってし

まいました。（4年女子） 
②音を出すと、その人の性格が出ておもしろい。キャラ

（性格）がちがう人とやると、とても不思議！相手はか

んたんに出していても自分には、出せない音もあった。

（4年男子） 
③こじんのよさがつたわってよかった。おもしろい音やき

れいな音と聞けてよかった。しらない音も聞けてよかっ

た。（2年女子） 
④あい手の音をまねするのが少しはずかしかったです。な

ぜなら、その人によって合う音と合わない音があるから

だと思います。また、次回は、どんな音がどんな人に合

うのかしらべたいと思います。（2年女子） 
⑤すれちがう時の一しゅんが、つまり 2 人の音がいっしょ
になった時がおもしろい音になったので、「2つの音がい
っしょになった時の音はこんなにおもしろい音になるん

だな。」と、はじめて思いました。（2年男子） 
 
 ①、②とも、個人の差異を感じることにより他者理解を

深めていると思われる。③では、自分自身のよさを伝える

ことが自己肯定感につながるとともに、他者の音もよく聴

いていることがわかる。④の子どもは、恥ずかしい感情が

ありながらも活動自体は楽しんで取り組んでいた。周りの

子どもたちから賞賛を得ることで、自分の新たな一面に気

付くきっかけにもなろう。⑤のような感想も大切にしたい。

授業者は、想定していなかった子どもの反応に対して、

「ねらいと違う」という理由で捨象してしまうことがある

が、サウンド・エデュケーションではそうした授業観を見

直す機会にもなる。 
 この活動を対話の能動性と受動性という二重性から捉え

てみたい 23)。日常生活の対話においては、話し手が能動的、

聴き手が受動的と思われがちである。しかし、話し手は聴

き手の反応に委ねるという意味では受動的になり、聴き手

は話し手の内容をどのように引き受けるかという意味では

能動的になる。従って、対話においてはどちらにも能動性、

受動性の側面があるのだ。この活動において、個々人は表

現するという意味では話し手でありながら、同時に相手の

音も聴くという意味では聴き手でもある。音を交換する前

の相手に向かっている段階では、話し手としては能動的に

表現しながら受動的に委ね、聴き手としては受動的に聴き

つつ、能動的にどのように交換しようか判断しているとい

う複雑な状況であるといえる。音を交換した後に、相手が

どのように引き受けてくれるのかは、自身の予測とは異な

る場合もあろう。このように他者が「不意打ち的到来」と



サウンドスケープ第 15巻 2号 

88 
 

 
図 3．絵にぴったりの音 

 
 
 
 
 
 
 

して現れるときに、意外性が生じるのである。そして、能

動性と受動性という二重性が対話の深さの次元を決める 1
つともなる。このような深さの次元に敏感になることで、

対話に対する感性が磨かれると考えられる。そして、対話

の深さに目を向けることが他者理解の深化にもつながるだ

ろう。 

3.5 「絵にぴったりの音」 

 ワークシートに描かれた抽象的な図形を見て、「この絵

にぴったりの音を理由も含めて考えよう」という活動であ

る。頭の中で想像したり、つぶやいたりする中で自由な発

想が生まれていく。なお、オノマトペのような擬音語、擬

態語も許容している。自分で自由に音を想像し、それが他

者に認められることによって自己肯定感が育まれる。そし

て、他者の想像した音から、他者理解を深める。このよう

なねらいを設定している。１回の活動で 2 つの絵について
考え、全部で 5 回行った。なお、それぞれの形をレベル○
とすることでゲーム性を高め、子どもが関心を引くような

工夫をした。 
 
①前回よりもいがいとかんたんで目をつむってかんがえて

みたらいろんなことがそうぞうできておもしろかったで

す。（2年男子） 
②音を想像するのがむずかしくなってきた。見ている形そ

のままではなく、動かした時の音などを想像した。（5年
女子） 
③今回はお話を作りました。さいしょは書いただけだった

けどお話ができたのでよかったです。いっぱい音を書け

るように。（2年男子） 
④レベル 7 は少しだけつけたしをすると、そのままの形か
らそうぞうした音が生まれてきたのでとてもおもしろか

ったです。むきをかえても色いろな音が生まれたのでレ

ベル 8はとくにおもしろかったです。（2年男子） 
⑤色々なものにはみえるけど、音であらわすのはむずかし

いなぁと思いました。レベルが高くてもいろいろなこた

えがあるのが「ふしぎだなぁ。」と思いました。（2年女
子） 
⑥みんなによってその形を毎日使っているような言葉にな

っているところがおもしろかったです。（5年男子） 
⑦みんな、色々なし点から見ているから、私が思った音と、

まったくちがう音を想像している人がいて、とてもおも

しろかったし、色々発てんしてくのが楽しかった。（4年
女子） 
⑧ものをそうぞうする人と書いてあるものをそうぞうする

人がいて、おもしろかったです。音を聞いた時？の人は、

理由を聞くとよく分かりました。（4年男子） 
⑨今日は、いつもより、いろいろな音があって、「独創的」

という言葉の深さを、改めて知ることができた。（4年男
子） 

 
 ①、②、③、④は、多様な想像の仕方が述べられている。

目をつぶったり、頭の中で動かしてみたり、話をつくった

りと、子どもの発想は柔軟である。学ぶべきところが多い

のではないだろうか。⑤では、答えの多様性に不思議さを

感じている。こうしたところに豊かな感性を見取れるだろ

う。⑥、⑦は、多様な答えを自分なりに分析している。日

常生活に結び付けたり、視点によって異なると考えたり、

そうした理由付けもまた、多様で興味深い。⑧では、その

音についての理由を聴くことで納得が深まるという感想で

ある。例えば、図 3 を雲に見立てて「ふわふわ」といった
音を考えた子がいたが、理由をたずねると、雲に見立てた

子とわたあめに見立てた子というようにそれぞれ違うので

ある。また、「外側はふわふわしているけど内側はとがっ

ている」との理由で「ちくちく」と考えた子もいた。この

ような考え方ができるのは、

直感だけでなく細部までよ

く捉えているからである。 
 子どもの「面白かった」、

「不思議」といった感想か

ら、こうした活動が感情と

どのように結び付くのか、

現象学的に考えてみたい。

ここでは、自己触発という

概念を使って分析する 24)。

何かを聴いたり想像したりする時に楽しくなったり愉快に

なったりするのは、その聴いたり想像したりするという意

識作用そのものが、自分自身へ随伴的な作用を与えるから

と考えられる。これを自己触発と捉える。子どもたちが絵

を見て音を考えたり想像したりすることで自己触発され、

面白いとか、不思議だとかいった感情に結び付くというわ

けである。絵にぴったりの音を考えることで自己触発され、

肯定的な感情をもつことは、自己肯定感につながると考え

られる。 
 この活動では多様な音が考え出され、お互いの交流でも

それぞれの音を面白がって認め合う様子が見られた。交流

を通して他者から認められることによっても、「自分の音

は間違ってないんだ」という自己肯定感をもつことに結び

付くだろう。また、自分とは違う他者の音を知ることによ

り、「友達はこんな考えができるんだ」という他者理解に

つながるのである。こうしたことが、⑨には表れているよ

うに思われる。 
 

4 ねらいの新たな可能性 
 以上の実践事例を踏まえて、ねらいの新たな可能性につ

いて論じたい。サウンド・エデュケーションが感性の育成

に加えて、なぜ自己肯定感の育成や他者理解の深化につな

がるのか。それは、「正解は 1 つだけではない」という相
対主義的な点に求められる。サウンドスケープ思想では

「感じ方に強調点」がおかれているゆえに、その感じ方の

正解は 1 つではないのである。シェーファーも、「聞こえ
た音をすべて紙に書き出す」というサウンド・エデュケー

ションの中で、「リストはひとりひとり皆違うはず。なぜ

なら聴くという行為はとても個人的なことだから。長いリ

ストでも短いリストでも、答えは全て正しい
．．．．．．．．

」と述べてい

る 25)。 
 正解が１つになりがちな既存の教科に比べて、サウン
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ド・エデュケーションは多様性がある。殊に学校教育では、

授業者が明確な意図をもって指導しなければ、時として正

解主義に陥ってしまうことがある。正解すれば自己肯定感

につながるが、不正解の場合は自己否定になってしまう。

間違いから学ぶという点を考慮したとしても、やはり間違

ってしまったときには自己否定につながる懸念はあるだろ

う。また、正解主義においては他者の存在が優劣の比較対

象となってしまうことがある。それを乗り越えるのがサウ

ンド・エデュケーションなのである。つまり、自分の感じ

たことがそのまま正解となるため、それが自信につながる

きっかけとなるわけだ。音づくりなどの課題でも、自分の

好きな音、出したい音をつくれるため、それも自信につな

がるだろう。１人１人の感じ方を保証することで、自己否

定から自己肯定へと転換できるということである。更に、

サウンド・エデュケーションでは感じ方の多様性を優劣で

はなく差異と捉え、その差異に価値を見出している。よっ

て、自己にも他者にも肯定的な目を向けることができる活

動なのである。 
 次に、これは主に自己肯定感の育成に関わることである

が、サウンド・エデュケーションの活動と感情の関係性が

考えられる。活動に感情が自己触発されることを「絵にぴ

ったりの音」の事例で考察した。子どもたちのどのような

感情に結び付くのかが、活動の価値の決め手となるだろう。

本実践では、ワークシートに活動へのフィードバックとし

て「5 とても楽しかった」から「1 楽しくなかった」まで
選択する項目を設けているが、今まで集計した平均は 4 点
台後半である。ほとんどの子どもが 5 と 4 を選択している
ということになる。これはつまり、サウンド・エデュケー

ションの活動が、肯定的な感情を自己触発するということ

を示している。このように肯定的な感情になる活動を繰り

返すことが、自己肯定感へもつながるのではないだろうか。 
 そして、もちろん活動だけで終わっても一定の効果はあ

ると思われるが、他者理解の深化のねらいにより迫るため

には、活動の後に全員で考えや感想を共有する時間を設け

ることが求められよう。それぞれの感じ方を認め合うこと

も、サウンド・エデュケーションの肝だからである。自分

はこう感じる、だけで終わってしまう活動では、他者との

関係性は育たない。たとえ拙い言葉であったとしても、自

分の感じ方を振り返って語り合うことは、現象学的に捉え

れば意識作用（聴く）と意識内容（聴いた音）の相関関係

を基盤として、それぞれの関心相関性（価値付け）に結び

付く手掛かりとなるのである。そして、多様な意見を聴い

て１つ１つを尊重することにより、他者理解も深まってい

くと考える。鳥越も、サウンド・エデュケーションについ

て「『異なる聴き方への気づき』、『多様な聴き方の発見』

といった『他者の理解』をも大切にするものだ」26)と述べ

ている。「○○くんの感じ方は面白い」、「自分と違うこ

んな考え方もあるのか」というように共感的な姿勢が身に

付くことが期待されよう。また、感じ方が違うということ

は、そこで差異が如実になる。感性を「日常は当たり前に

なっていて気付かないことへの気付き」とするならば、そ

の差異に気付くことが感性への育成にもつながるのだと考

える。相対主義は「何でもありの相対主義」と批判される

ことがあるが、構造構成的サウンドスケープ論においては

あらゆる音事象を一元化するという点で、出発点として相

対主義的な現象学的聴取を戦略的に採っている。出発点と

しては相対主義的であるものの、そこに関心相関性を導入

することで「何でもあり」は回避されるため、その関心に

応じて共有できる部分を広げていけばいいというわけであ

る。それが、正解をいわゆる「納得解」へと発展させてい

くことになるのだろうと思われる。 
 なお、本実践では言語活動の充実という観点から、ワー

クシートに書かせることを共有するための方法とした。近

年の言語活動の充実については、現場での困惑する声も聞

かれる。重要なのは、言語活動そのものが目的になってし

まわないこと、すなわち「方法の自己目的化」を回避する

ことである。また、形容詞や副詞の言葉を教室に掲示し、

常にその枠組みだけで行うといったような「方法の形骸化」

を避ける工夫も求められよう。例えば音楽科における言語

活動は「思考力・判断力・表現力を育む視点から、感受を

ベースにした音楽表現の工夫」や「鑑賞における音楽のよ

さや美しさなどを理解し、味わって聴き深める」27)のが目

的であり、言語活動自体は手段であって目的ではない。本

実践でいえば、感性と自己肯定感の育成、他者理解の深化

が目的である。音を聴いてどのように感じたかを共有する

ために「なぜそう感じたのか」尋ねることに固執してしま

って、答えられない子どもの自己肯定感が損なわれるのだ

としたら、別のアプローチが必要なのである。発達段階に

よって必ずしも明確に言葉で表現できないこともあるだろ

うし、時には直感的なものを大切にすることも必要だろう。

このように、目的に応じた柔軟な姿勢が求められると考え

る。 
 以上のような視座から、サウンド・エデュケーションで

は感性の育成に加えて自己肯定感の育成、他者理解の深化

をねらいとして設定することが可能になるのである。 
 

5 今後の課題と展望 

5.1 多様な教科・領域へ 

 本研究では、サウンド・エデュケーションが感性の育成

だけでなく、自己肯定感の育成や他者理解の深化について

もねらいとして成り立つ可能性があることを論じてきた。

事物・自己・他者に関わる活動を行うことで、現代的課題

を乗り越えるための生きる力の育成にも寄与することがで

きるのではないだろうか。ここまでの構造化に至る軌跡を

踏まえ、本研究を構造化すると図 4 のようになるが、これ
はまだ仮説生成の段階であるため、実際に検証していくこ

とが今後の課題の 1つである。 
 今までの学校教育においては、直接的にサウンド・エデ

ュケーションという用語は顕著には使われないものの、学

習指導要領における「音楽づくり」との関連性についての

研究 28)のように、主に音楽教育の文脈で語られていた。し

かし、ねらいによってはその枠組みを脱構築できる活動に

なりうると考えている。環境教育的に扱えば総合的な学習

の時間に、「気付き」に特化すれば生活科に、そして音と

言葉に着目すれば国語にと、多様な教科・領域で行うこと

が可能であると思われる。サウンドスケープ思想の学際性
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を発揮できる潜在能力を秘めた活動であるといえよう。と

りわけ筆者が注目しているのは、道徳におけるサウンド・

エデュケーションである。道徳の内容項目は「①主として

自分自身に関すること」、「②主として他の人とのかかわ

りに関すること」、「③主として自然や崇高なものとのか

かわりに関すること」、「④主として集団や社会とのかか

わりに関すること」の 4 つから構成されている 29)。本研究

で検討してきたねらいを敷衍させるならば、①で自己肯定

感の育成、②、④で他者理解の深化、③で感性の育成を目

指すことができるだろう。 

5.2 評価について 

 もう 1 つの課題として、サウンド・エデュケーションが
教育活動である限り、評価は避けて通れない論点であると

考えている。学校教育における教育評価の変遷は絶対評価

から相対評価へ、そして現在では到達度評価が主流である。

ここで、よく混同されがちな評価と評定について区別して

おく必要がある。評定は評価の中の一手法で、数値によっ

て評価を行う。評定が話題となるのは狭義な評価の捉え方

で、本来は数値以外の評価もあるということである。ギャ

ロッドは、このような評定による評価を行動主義的評価と

呼び、以下のように述べている 30)。 
 
想像力と創造力は、抽象的な美学分野に属する。行動主

義に根ざした政府のガイドラインによるパラメーターでは

評価の仕様がないのだ。音楽での想像力や創造力は、もと

もと質的なものである。行動主義的評価が中心の多くの教

育制度には馴染まない。 
 
 確かに、これはある程度の客観的な基準を必要とし、サ

ウンド・エデュケーションには馴染まないように思われる。 
では、どのように行うか。ここでは、評価の方法が行動主

義的評価だけでなく多様である点に着目したい。例えば、

当初設定した目標にとらわれない評価である「ゴールフリ

ー評価」、子どもの具体的な作品や記録を蓄積する「ポー

トフォリオ評価」などがある。サウンド・エデュケーショ

ンのねらいを感性の育成と自己肯定感の育成、他者理解の

深化とするならば、それに即した子どもの姿を記述したり、

ワークシートをポートフォリオにしたりすることで、評価

することは可能であると考えられる。 

5.3 サウンド・エデュケーションの未来 

 日々の実践における子どもの姿や記述を通して、筆者が

予想できないような発想や考えの豊かさに驚き、そこから

学ぶことが度々ある。Cumberland も、18 年間に渡り延べ
1000 人以上の学生にサウンド・エデュケーションを行って
きた中で、自身のサウンドスケープ観によい影響を与えた

と述べている 31)。それだけサウンド・エデュケーションは

魅力あふれる教育方法なのだ。 
 子どもの成長は長い目で見ることが必要である。感性や

自己肯定感を育て、他者理解を深めるということもまた、

一朝一夕では難しいだろう。しかし、サウンド・エデュケ

ーションにはその力があると信じている。子どもの未来と

サウンド・エデュケーションの未来を見据えて今後も実践

を継続し、新たな知見を積み重ねていきたい。 
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20周年展「音風景の地平をさぐる」 

概要報告 

The outline report about 20th anniversary exhibition. 
 
●船場 ひさお 
Hisao Nakamura FUNABA  
フェリス女学院大学 
Ferris University 

  

 
キーワード：サウンドスケープ協会、20周年展、千葉県立中央博物館 
keywords：Soundscape Association of Japan, 20th anniversary exhibition, Natural History Museum and Institute,CHIBA 
 

1 はじめに 
日本サウンドスケープ協会は、協会設立 20周年に当たる

2013 年秋（2013 10/5-12/1）、千葉県立中央博物館 第２企
画展示室を会場に、20 周年展「音風景の地平をさぐる」を
開催した。 
本展の目的は、設立から今日に至る日本サウンドスケー

プ協会の歩みとその活動内容を紹介すると共に、現代社会

において「サウンドスケープ」という考え方がもつ意味を

広く発信することである。 
サウンドスケープをテーマとした団体としては、国際的

にみても最も早い時期に設立された本協会の 20年間の歩み
を振り返るために、様々な協会活動の事例を整理・展示し、

「音風景の地平」を描き出したこの 20周年展は、世界でも
類をみない試みとなった。 

 
また本展は、千葉県立中央博物館の企画展「音の風景−

うつりゆく自然と環境を未来に伝える− 」との同時開催、

共催事業として行われたものであり、博物館からの情報に

よれば、企画展開催期間中の来館者数は 37,913 人とのこと
である。このうち正確には何名が「20 周年展」の会場を訪
れたかは不明だが、通常の協会活動に比べるとはるかに多

くの方々に「サウンドスケープ」という用語とその考え方

を発信したという意味でも、意義深い事業となった。 
ここに、その展示の概要と２ヶ月間に渡る会期中のトピ

ックスを紹介する。

 

 

2 展示内容 
会場３面に主にパネルによる展示を行うと共に、プロジ

ェクションによってサウンドスケープに関する言葉を提示

した。また、週末には同じ場所で「サウンドスケープの教

室」と題したワークショップ（別途報告参照）も行われ、

多くの協会員が講師をつとめて多様なサウンドスケープの

世界が紹介された。 

2.1 20年の歩みとその関連資料展示 

展示室に入ると左側の壁面に、20 年間の協会活動の歩み
を協会設立に向けての動きから現在に至るまで、そのとき

どきの社会状況と共にまとめた年表を展示した。また関連

資料の実物を、展示室中央に置いたショーケースで展示し

た。 
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2.2 協会の活動からみるサウンドスケープの世

界 

展示室を入って正面にあたる壁面には、多様なサウンド

スケープの世界をパネル展示した。シンポジウムや例会等、

協会のこれまでの活動事例を踏まえながら、サウンドスケ

ープの考え方と社会との関わりを「音から地域を読み解

く」「鐘を測り知る」「庭の佇まいを聴く」「自然に耳を

澄ます」「聞こえない音を伝える」「故郷の豊かさを共有

する」「音のデザインで空間を創る」「メディアが変える

音世界」「音楽からサウンドアートへ」「録音とアーカイ

ブ」「騒音から環境保全へ」、以上 11のトピックスに分け
てわかりやすく解説した。 

 

 

2.3 身近な音風景への気づきを促すプロジェク

ション 

会場の一番奥に設置したスクリーンには、身近な音風景

を意識し、その世界に想いをめぐらすためのヒントとなる

言葉を適度な間（ま）をおいて、順々に投影した。週末に

はこの場所でサウンドスケープの教室が開かれていて、会

場内はにぎわっていたが、平日の会場は静かにサウンドス

ケープについて考えをめぐらすのに適した空間となってい

た。 

 

2.4 震災プロジェクト 

東日本大震災以降、協会内に立ち上げた「震災プロジェ

クト」の活動から、「定点観測」「（被災した）音風景

100 選訪問」「福島サウンドスケープ」の３つのプロジェ
クトをパネルとDVDを使って紹介した。 

DVD の視聴コーナーでは、実際に被災地で収録した音と
撮影した写真を来場者自身が操作して体験できるものとし

た。地震と津波、原子力発電所の事故災害による人々の暮

らしの変化が、音の変化として現れる様子がわかりやすか

ったものと思われる。 

 
 

3 20周年展を通して感じたこと 
ここで、20 周年展の実行委員長を務めた私が、今回の記
念展の準備から様々な対応までを体験する中で感じたこと

を、素直に記しておきたいと思う。 
2013 年春の総会後、状況がほとんどつかめていないまま
に、私は本 20周年展実行委員会の委員長を仰せつかった。
数年前から鳥越さん、大庭さん、塩川さんなどが中心にな

り、少しずつ企画が練られてきていたが、実際に実行委員

会が立ちあがったのが大変遅かったことから、具体的な準

備に入ったのは記念展開催の２ヶ月少し前となる７月の末

であった。このため、かなりバタバタと多くの協会員の皆

様から情報提供をいただきながら、展示物の内容検討、会

場デザインやパネル製作を進める形となった。この短期間

でこれだけの内容と見応えのある記念展をつくりあげるこ

とができたのは、強力なスタッフの無償の奉仕によるとこ

ろが大きいが、さらにそのスタッフを支える協会員、元協

会員の皆様と協会自身が 20年間歩んで来た道のりという存
在こそが、大きな力となったものと思う。これは日本サウ

ンドスケープ協会の底力と言えるかもしれない。 
一方で、今回は当協会の組織としての脆弱さも顕著に現

れる形となったように思う。これだけの記念展を行うにあ

たり、年度当初に詳細な事業計画がなされておらず、必要

な予算措置も講じられていなかった。これは 20年間会員か
ら会費を集めて運営されてきた協会としては、あまりにも

お粗末な状況であったと言わざるを得ない。 
また、20 年間を振り返ることが多く、サウンドスケープ
の未来を考える余裕がなかったように思う。もちろん、こ

の記念展を見た皆様が、それぞれにサウンドスケープの未
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来、日本サウンドスケープ協会の今後を考え、思い描いて

くれれば良いことであるが、もう少しヒントとなるような

ことも展示に含められれば良かったかもしれない。 
 
反省は尽きないが、やはり書いておかなければならない

残念なことは、震災プロジェクトの「福島サウンドスケー

プ」のパネル展示をめぐる問題に端を発し、プロジェクト

を担当していた永幡さんが、協会を去ってしまったことで

ある。サウンドスケープを通して様々な側面から多くのこ

とを考え行動しようとする中で、それぞれの想いを大切に、

またその時々の立場や役割も考えると、うまくいかないこ

とも出て来てしまうのかもしれない。 
とはいえ、実行委員長として悔やまれる出来事であった

ことは間違いなく、その非力をお詫びしたい。 
 
 
 
 
◇ 20周年記念展実行委員会 
委員長：船場ひさお   
副委員長：兼古勝史・小林田鶴子 
アートディレクター：鷲野宏 
委員：川崎義博 鳥越けい子  
事務局：佐藤宏 

 
◇ 準備委員会  
塩川博義 池村弘之 佐藤宏 鳥越けい子 

 
◇ 協力  
塩川博義 池村弘之 横内陽子 中間和之 吉津晶子  
岩宮眞一郎 永幡幸司 土田義郎 小西潤子 
公益社団法人 日本騒音制御工学会  
鷲野宏デザイン事務所 
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報告「サウンドスケープの教室」 
Report:  “Classroom of Soundscape” 
 
●鈴木 秀樹 
Hideki SUZUKI 
慶應義塾大学デジタルメディア・コンテンツ研究センター 
Research Institute for Digital Media and Content , KEIO University 

 
キーワード：サウンドスケープの教室 
keywords：classroom of soundscape 
 

1 「サウンドスケープの教室」概要 
「サウンドスケープの教室」は、2013 年 10 月 5 日
（土）〜12 月 1 日（日）まで千葉県立中央博物館で開催さ
れた日本サウンドスケープ協会 20周年記念展「音風景の地
平をさぐる」の関連イベントとして企画されたものである。

記念展開催期間中、シンポジウム等の日をのぞいた毎土日

の午前（11:30〜12:00）、午後（13:30〜14:00）に、記念展
会場の一角を使って行うこととし、24 人、1 団体による全
30回が計画された。（詳細は一覧を参照。） 
その狙いは協会ホームページに掲載された案内文に端的

に見て取れる。 
 
世界は様々な音で溢れています。同じように、音の世界

への入り方も様々です。音楽や音響、騒音といった直接

「音」に関わる分野から入ることももちろんありますし、

教育の中で音をどう取り扱うか、生きものの生態を音から

見ていくとどうなるか、庭園の中で音はどう響いているか、

といった切り口から入っていくこともできます。「サウン

ドスケープの教室」では、こうした多種多様な「音の世界

への入り方」をトークや実演を通して紹介します。 

 
こうした狙いを持って実施された「サウンドスケープの

教室」が実際、どのようなものであったのかについて報告

する。 
 

2 サウンドスケープの広がりと深まり 
「サウンドスケープの教室」は 20周年記念展が行われて
いた第 2 展示室奥のスペースを使って行われた。通常の研
究発表会等に比べれば会場は小さく、展示会場のため薄暗

く、プロジェクターとスピーカー以外は設備らしい設備も

ない状態で、果たしてどうなることかと思っていたが、結

果的にはこの会場が良い方向に作用した。 
発表者と参加者の間の距離が物理的に近く、マイク等を

使わない肉声による発表だったことで、自然と参加者の

「聴く」意識が高まっていたように感じられた。これによ

って発表者と参加者が心理的にも近くなったのであろう。

「教室」終了後に両者の間で建設的なコミュニケーション

が発生することが少なくなかった。会期中頃になると、何

度も「サウンドスケープの教室」に参加するリピーターも

現れ、「教室」は総じて親密で熱心な雰囲気の中、進めら

れた。 
だが、こうした雰囲気を獲得できた最大の理由は、もち

ろん「教室」の内容が素晴らしかったからである。 
サウンドスケープ研究の最前線に立つ研究者からの報告

は参加者の知的好奇心を大きく刺激するものであったし、

放送や映画、音楽といったビジネスに携わる方からの話に

は同席していた協会の人間にも勉強になるものであった。

また、サウンド・エデュケーションの実践者が参加者を巻

き込んだダイナミックな教室を展開した時もあったし、ア

ートの視点からサウンドスケープを照射した内容の発表も

あった。その他、こうしたジャンル分けが意味を成さない

ほど多様な切り口からサウンドスケープに迫る教室が展開

されたことは、一覧を見ていただくだけでも明らかである。 
発表者を募る時点で抱いていた「こんな条件の悪い企画

に賛同して協力してくださる方をどれほど確保できるの

か」という不安は杞憂に終わり、むしろ、結果として極め

て多岐にわたる魅力的な「教室」が展開されたことは、日

本におけるサウンドスケープの広がりと深まりを明らかに

するものであったと言えるだろう。 
 

3 反省 
実行委員会としての反省事項は多岐にわたるが、ここで

は今後の協会行事にも活かせそうな 3 点についてのみ、触
れておきたい。 

3.1 スケジュール 

実行委員会が動き出したのが遅かったことがあらゆるこ

とに影響した。 
実行委員長が決まったのが 7 月初め。それから記念展実
行委員会の協力を仰いで発表者を募り、何とか「サウンド

スケープの教室」を実施する目処が立ったのが 7 月終わり。
実行委員会のメンバーが決まったのは 9 月末で、最初の
「教室」が 10月 5日。 
実行委員長の力不足は重々承知しているが、これでは十

分な準備が出来るわけがない。1 年前から、いや、せめて
半年前から準備をすることができたらどれほど違った結果

が得られたかと思うと残念でならない。 
これは「サウンドスケープの教室」に限った話ではない

だろう。企画立案から企画実施までの時間が短いと、関係
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者間のコミュニケーション不足を招きやすいし、企画自体

のクオリティを下げることにも繋がる。サウンドスケープ

協会全体の課題として指摘しておきたい。 

3.2 広報 

20 周年記念展もそうかもしれないが、「サウンドスケー
プの教室」も効果的な広報戦略を打ち出すことができなか

ったことは否めない。 
千葉県立中央博物館は都心からは距離があり、WEB、メ
ール、SNS 等で「お金のかからない広報」をしてもなかな
か響かない。サウンドスケープ協会の会員であっても、そ

う何度も通えるところでもない。もっと千葉県に密着した

形で広報すべきであったのではないかと考えざるをえない。 
結果、「サウンドスケープの教室」のうち何回かは非常

に集客で苦戦した。わざわざ時間を割いてくださった講師

の皆さんには誠に申し訳なく思っている。 
また、数は少ないながらもリピーターまで確保できたこ

とからも明らかなように、「サウンドスケープの教室」の

ような企画は新規会員獲得の絶好の機会であった。その機

会を活かしきれなかったことについても責任を痛感してい

る。 

3.3 記録・アンケート 

全ての回を通して記録として残っているのは博物館に報

告した各回の簡単な報告書のコピーのみである。多くの回

についてはビデオ、写真の撮影を行ったが、全ての回とい

うわけではない。 
こうなってしまったことの理由は、記録要員が確保でき

なかったことにある。ただし、もし記録要員を確保できて

いたとしても果たして記録をきちんと取れたかどうかはわ

からない。 
スライド資料と原稿をいただければ記録として成立する

回もあったが、音や映像を駆使された発表、実演を交えた

パフォーマンス系の発表はどう記録すれば良いのか。家庭

用のビデオで撮っても、それで「記録した」と言えるのか。

中途半端な記録を取っても、実行委員の仕事を増やすだけ

で後から使われることはないのではないか。 
始まる前に議論する時間も少なく、結果、見切り発車的

に前述のような記録を取っていったのだが、研究発表会で

はないこうしたイベントをどのように記録しておけば協会

の財産になるアーカイブと出来るか、検討する必要がある

ように思う。 
アンケートも同様で、開催することで手一杯だった中で

参加者にアンケートを取ることを考える余裕はなかった。

だが、公正な評価のためにアンケートが必須であったこと

は否めない。惜しい機会を逸したのは偏に実行委員の責任

である。 
 

4 「教室」のこれから 
本報告をもって「サウンドスケープの教室」実行委員会

は解散するが、色々と反省点はあるものの、「教室」自体

はとても魅力的なものであったことから、今後へ向けての

展望を述べて本稿を閉じたい。 
 

4.1 サウンドスケープの教室 vol.2 

サウンドスケープ協会の会員数は約 200 名であるが、こ
れは「音」に対する人々の関心の度合いから考えれば非常

に少ない数字なのではないかと「サウンドスケープの教

室」の実施を通して考えさせられた。 
「サウンドスケープなんて知らない」「音の世界って何

のこと？」と考えていたような人が、「サウンドスケープ

の教室」を通じて、音の世界に目覚めていく場面が期間中、

幾度もあった。ここまで連続的な企画でなくても良いので、

こうした一般に開かれた「教室」を各地で開催できれば、

日本のサウンドスケープはより大きな広がりを見せるだろ

う。第二、第三の「サウンドスケープの教室」が開催され

ることを期待したい。 

4.2 サウンドスケープの教科書？ 

先に述べたように「サウンドスケープの教室」について

は全ての回を通じて詳細な記録を取ったわけではないので、

公式記録集とも呼ぶべきものは残念ながら作成できそうに

ない。だが、「サウンドスケープの教室」実施を通して繋

がりを得た発表者各位と協力して、何らかのまとまったも

のが作れるのではないかということを夢想する。 
例えば、電子書籍はどうだろうか。紙の書籍ではテキス

トや写真は載せられても音声や映像は載せられない。だが、

電子書籍ならそうしたものを取り込んだインタラクティブ

なものを実現できる。言わば「サウンドスケープの教室」

から「サウンドスケープの教科書」が生み出されることに

なるかもしれない。 
いざ実現しようとなれば、マンパワーは？ 予算は？ 

と多くの問題が立ちはだかることは間違いないが、今度こ

そ時間をかけてそうした問題を乗り越えていけば、サウン

ドスケープ協会は、一歩新たな領域に踏み出せるのではな

いだろうか。 
 
 

「サウンドスケープの教室」実行委員会 
実行委員長 鈴木 秀樹 
実行委員  兼古 勝史 

小菅由加里 
佐藤  宏 
土田 義郎 
鳥越けい子 

 



 

 
編集後記  

 

 『サウンドスケープ』１５巻２号をお届けします。特集「サウンドス

ケープのこころ」は、サウンド・エデュケーション WG 代表の土田さ
んが述べておられるように、同じテーマで例会が２度異なる年度と都

市で開催された関係から、内容が一部重なる部分もありますが、それぞ

れに違った味があります。またポスター発表の内容が多岐にわたって

いて、いかにもこの協会らしい、と感じさせてくれます。フォーラムで

は、話題提供者が多かれ少なかれ音の教育に携わっておられて、サウン

ド・エデュケーション関連の発言が充実しています。また掲載された論

文もサウンド・エデュケーションに関する論考で、さらに創立２０周年

関連行事の報告も音の教育に関するものでした。本号は、その方面に関

心のある方には、大いに参考になるのではないかと思います。 
協会誌編集委員 第 15 巻 2号 編集担当 平松幸三 

 

＜前編集委員会からお詫び＞ 
 本号に掲載されている神林哲平氏著論文は、論文原稿受理後、前編集

委員会の責により査読手続きが 11か月間中断し、採用決定までに長時
間を要しました。著者・読者の皆様に大変ご迷惑をおかけしましたこと

をお詫びし、ここに記させていただきます。 
 前編集委員長 川井敬二 
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